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常に NEXT をお考えの建築事務所、設計技術者の皆さんヘ

新しい波カ涜えてきます。ご参加ください。

バブルアフターと言われて久しいこの時期、現状対応、将来予測はいかがでしょうか。

石倉金属側では、いまの時代の波に乗り、次にくるべき波を予測するべく、

建築事務所、設計技術者の皆さまに向けて「イシクラニューウェーブ.ショー2l J を開催します。

このショーでは、 車華クルーズ船をチャーターして業界有力メーカーの新商昂展示や

建築資材・金物のトレンド情報を提供し、交歓パーティーなどもご用意。

情報収集とビジネスチャンスの獲得をお手伝いします。

ぜひ、「イシクラニューウェーフーショー21J にご参加いただき、

今後のビジネス展開にお役立てください。

開催要項

目日時/ 平成 4年10月16日側、 17日出

ぬ10月16日樹 午後の部(午後 5 時~午後 9 時)

B  10月17日(土) 午前の部(午前11時~午後 3時)

0 10月17日出 午後の部(午後 5 時~午後 9 時)

. 会場/ 豪華クルーズ船 「サウンズ ・オブ・セ卜j

5，000トン

海遊館北側天保山埠頭

. イベン卜概要

・大阪湾クルージング

都市空間を豊かにクリエイ卜する21世

紀の建築資材・金物トレンド展示なら

びにサンセ ッ トクルージング

関西国際空港建設の進捗状況を船上よ

り見学( 予定)

ビジネス& 交流パーティー

・業界を代表する有名メーカー50社以上

の新製品の展示

- 話題の「海遊館」見学 (10月16日掛午

後 Ｓ 時 ｾ Ｔ 時 ＳＰ 分 。 先着順 〕

・定員 / 500名( 16、17日それぞれ)

・主催/ 石倉金属株式会社

. 協賛/ 業界を代表する有力メーカー

50社以上

・参加申し込み方法

①募集定員数 2，000名

②申し込み締め切り

9 月10日 先着申し込み順

③申し込み方法/ ご希望目 、午前・午後の

部のいずれかをご指定の上、勤務先名、

住所、 電話、ご氏名、年令を明記し、

右記の F A X 番号宛てにお申し込み下

さい。

④ ご参加のご通知方法は後日、招待状の

発送をもってご参加のご通知と致しま

す。
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年技術者のみなさまヘ

「建築と社会」平成 5年 1 月号の

「第39回青年技術者特集号」への応募

日本建築協会誌「建築と社会」は毎年「青年建築家特集号」もし

くは「青年技術者特集号」を企両 し、すてe に38回にわたって優秀な

青 年技術者を紹介 してきました 。

今 回 も、「青年技術者選衡委員会」を設けて、選衡の上掲載するこ

とにしてお ります。

その選ぶ分 野 も、建築に 携 わる 技術 者 用の 多 而化傾向 を考 Ｉ Ｎ ｾ Ｚ、 し て 、

設計だけに限らず、計画、構造、設備、I i ( g工およびその他広〈建築

に関連する分野から、優秀な青年技術者を選んでその不断の研 究努

力 とすぐれた業績を 「建築と社会」に ぬ載して顕彰することにして

お ります。

ついては、下記応募規定を参照の上、ふる って応募さ れんことを

希望します。

応 募 提 出 規 定

1. 応募される 人は満35歳までのt ' f 年技術者であって、本会会員に

限ること 。

2. 原則として本会会只であるすいせん者を通じて応募のこと 。

すいせん者は被すいせん者 (青年技術者) の 勤務する組織の上司

な り上長であること 。すいせん者が学校教官である場合はこの i浪

りでない。 また本 人が組織の代友者である場合は白せんとする 。

(す いせん用紙は事務局にあ りますので、ご請求くださ い)

3  . 応募者は 、設計( 住宅 ・インテ リアを含む) 、計画 (都市計 l函な

ど)、 構造、設備、施工、その他 の分野にあ って、なしと げたすぐ

れた実績につ いて、すいせんをう け、 下記の所要の資料を本会に

期円 まて"に提出すること 。

4  . 提 出 された資料は「青年技術者選衡委員会」 にかけて選衡 する 。

5.  r青年技術者選衡委員会」において選衡されたもの は 「第四回青

年 技術者特集号J (平成 5 年 1 月号) に記載す るととも に、記念 品

を贈呈す る。

6  . 提出資料

(1) 略 歴

本 人の氏名 、生年 月 日、最終学歴、業歴、作品経歴 な ど

(2)  選衡資料

区盃E

( i )  建築設計の場合( 住宅設計 ・インテ リアを含む)

一 一鮮明な写 真、配笹図お よび主要平面図、概要、設計婆旨、

その他設計内容 を 説明するに十分な資料

(  ii )  計画の場合 (都市 ・地域の計画など)

一一設計図、計画姿旨、その他、上に準じた資料

( iii )  構造、設備、 施工の場合( そ れぞれの設計計画なども含む)

一一上に準じた資料

( iv)  上 記以外の分野の場合 (プ ロジェクト等の調査 ・企画 ・調整、

コン サルテイング、コ ーディネ イト 、プ ログラミング、 部 材 ・

材料の開発、造園等、その他)

一一それぞれにふさわしい資料

巨量日

上 記A 資料の各業総において、応募者本人が関与した程度、役割、

立場等を明らかにし、 A 資料1tl ，本人が特に貢献した部分、また

は力量が活かされたと忠われる 部分の詳細 な説明、考え方お よび

将 来的展望などについて、 400字詰原稿用 紙 8枚以内 に平易問明 に

まとめたもの( 必要に) ，じ じ凶 ・表を 用 いて差 し支えない) 。ただし

応募者 ・本 人の執本に 限 る。

(3)  すいせんのことば

原則 として、すいせん者によるすいせんのことば( 120字ていど)

を添付のこと 。 自せんの場合は不要。

設) r青年技術者選衡委只会」に おいて選衡し 、採択さ れたものに

ついて は、後 FI、本 人の写真、青年技術者としてのことば( 青年技

術 者としての抱負、考え方、信念、建築観等々を、 400字ていどで執

筆) の提出 をお願いすることにしま す。

7  . 提出期限 平成 4 年 10月 9 日幽 厳 守

8  . 提 出 先 日本建築協会 「青年技術者選衡委員会」

大阪市北区傍 1I1 1- 1-3-2100 大阪駅前第 3 ビル21階

⑤ 530  屯話 06-348-0635 F AX  06-348-0634 

9. 青年技術者選衡委員会( 平成 4 年度)

委員長 溝村1 宏歪朗 (安井建築設計事務所専務取締役大阪事務所長)

委 員 猪 倉 啓 行 ( 日建設計取締役大阪第二事務 所長)

遠藤

岡田

舟橋

甲津

俣野

中元

山回

日下部

緒方

剛生( 遠藤剛生 建築設計事務 所長)

三位之( 東知l建築事務所理 事 ・設計部長)

図男( 大阪大学教授)

功夫( 京都大 学助教授)

博Ｈ 竹 ｉ ｾ ｬ 工務 庖 大阪本 庖 設 計 部 構 造 担 当部長Ｉ

三郎 (安井建築設計事務所情報システム部副部長)

幹彦( 清水建 設 設計本部設備 設計部課長)

弘 ( 鹿島建設大阪支庖建築部担当部 長)

忠雄 ( 大林組本庖 エ ンジニア リング部長)

担軍 と社会/ 1992年 8 J j¥}  1  



すぐに役立つ建築現場技術者へのガイド

建築工事実務講習会 主催/ 社団法人 日本建築協会東海支部

一歩踏み込んだ先手の計画グ 計画と一致した仮設費をグ 迅速かつ合理的な積算グ

施工計画仮設見積積算業務

岩 田 正 弘 氏

清水建設側名古屋支庖生産システム部部長

過小な計画は勿論、過大な計画も

許きれな い。厳 しくなる 一方の施

工環境に、いかに合理的に対処し

ていくか、その要点をわかりやす

く説明します。

佐 藤 達 雄 氏

側大林組名古屋支庖建築工事部工務課長代理

仮設費は、一般には非常に把握し

にくい面があ って 、ついつい単位

面積当たり、あるいは請負金比率

のみで処理されがちである 。 しか

し、これからは特に合理的な、迅

速な費用の算出がますます要求さ

れてきます。

尾 関 友 四 郎 氏

側竹中工務l吉名古屋支庖見積部部長

現場をコストの面から管理するに

は、元見積書が必要なことは申す

までもありません。

より合理的で、正確な積算業務を解

説します。

趣旨と内容 . 官公庁 ・設計事務所 ・建設業をはじめ、設備・営繕な 申 込 下記受 講申込書に必要事項をご記入のうえ会費を添えて

本支部まてお 't lし込み下きい。引き替えに受講券を発行

致します。

ど幅広い分野の有能な技郡南ーを養成する目的をもって表

記講習会を開催します。

. とくに取りっきにくい施工計画と仮設問責、現場実務

の基礎である積算技術に重点をおき、講義します。

・ また、都市環境の変化に伴う法令 ・規準の改正なども

加 え、技術の進歩に即応し た最新の知識の修得をはかり

ます。

・実例とし て、 RC造 ・地下 l 階 ・t t l 5 階建事務所ビノレ

をとり上げ、その着工準備から完成に至るまでをわかり

やすく解説します。

と き 平成 4 年 10:年14 日嗣 午前 9時30分~午後 5 時

と こ ろ 昭和ピル・ 9 階ホール ( 名古屋市中区栄 4 丁目 3 - 26)  

定 員 100名

4 色、

"J ] ;  費 14，000円 ( 含テキス ト代) ※ 消費税を含む。

- テキス トは、 当日民怖 させていただきます。

船 日 本 建築 協 会 東 海 支 部

干460 名古屋市 l ド区栄4- 3- 26(1昭和ピル愛知連築 1:会内)

T E L  (052)  261- 1451  F A X  (052)  261- 0251 

申込締明日 9月24日(ボ (11
¥し、定uに迷し次第締め切り ます)

.  .受付 l時間l

午前 9 1時~午後 5 時

似しよ・日・祝日 を

除〈 。

・詳細は、事務局( 凹

'1' ) へお問い合わせ

ください。

昭和ビル名古屋市中区栄4丁目 3- 26

同日

キ リ ト リ 線

2  

建 築 工事 実 務 講 習 会 受 講 申 込 書 No. 

社団法人日本建築協会東海支部御中

郵 便 番 号

住 所

11>; 業 所 名

( ま た は 氏名 )

担 当 u 任 者

電 話 番 号

会費支払方法 ・持参 - 現金送金

平 成 4年 月 日

受 講 者 氏 名 年 齢

いずれかにO印を付して下さい



日本建築協会会告

「プロのノウハウ」 講座シリーズ( 第8回)

一 建 築 と 緑 -

瀧光夫氏講演会とシャーフ。労働組合研修レクリエーションセンター『アイEアイ・ランドiの見学

日 時 1992年10月13日(火) 16:0ト 19:00 見学会 : 16:0ト 17:00 講演会 : 17:0ト 19:00

会 場 シャープ労働組合研修レクリエーションセンタ_ !!' アイ・アイ・ランドJ) 1 &  I ホール

( 四傑畷市大字逢阪458)

※ J R 学研都市線 r四侮畷J 駅下車、近鉄パス「高山J または「山口 )II J 行に乗車、ri量販J 下車、徒歩約 15分。

「四鎌畷」駅からタクシーて' 15分。

駐車場あり 。〔詳細は参加証にてお知ら せ します〕

講 師 瀧 光 夫 氏 (灘光夫建築・都市設計事務所主宰)

このたび、 「プロのノウノ、ウ 」講 座 シ リ ー ズ 第 8 回 と し て 、 今 年 日

本 佳 築 学 会 作品 u' を受 'cl さ れ た 治 光 夫氏 をお 招きし、 受 賞 作品 で あ

る 『アイ ・アイ ・ラ ン ド 』 の 1 &  1 ホールにおいて、柄建築と紋仰につ

いてお話をおが，j ｾ、します 。 お訴の故後には、瀧氏に対する質疑応、衿［

の I l 寺聞も坪nま い た し て お り ま す 。

と い う 伎 を 打ーち破 っ た 1'1 111 で lリl る く 、 快 適 な リ ゾ ー ト 空 川 を従 来 し

て い る 『アイ ・アイ ・ラ ン ド 』 の 見 学 も 行 い ま す 。

ま た 、 併 せ て シ ャ ー ブ 労 働 組 合 の ご 厚 立 に よ り 、 労 働 組 合 の 胞 設

自然を生かした、 l付日11と 外 部 が一 体 と な っ た 建 築 づ く り を コ ン セ

プ ト と し 、 ど の 空 間lからも紋を満喫できる、内と外、挫築と紋がi ' o I e

然、一体とな っ た 空 間 の Ij' で " 控 築 と 綜 か に つ い て 巧 え て み ま せ ん か

ご 友 人 お さ そ い の t 、 ふ る っ て ご 参加 下 さ い 。

発注者 Ｏ ｾャープ労働組合総合プロデュース Ｏ ａａｐ

設 計 建 築 ・ iH¥dt夫

十再iE 近畿大字iJ ' i 釘研究室+ キンキ椛4 設計

設備j : 設備i設計

地 工 竹"I' L務所・シャープテクノシステム

敷地面相 75. 433m'  

建築面f i ' l 2. 530m'(本館・2. 289m、コテ ジ:24101')

延床面積 3. 545m' ( 本館・3. 214 m' 、コテージ :33101')

情造・階数 RCi 主・一部S造、木造( コテージクラフト)

I也上2階、t住民 H昔

主要地設 多目的ホール・会議定・レストラン パーコー

ナー・室内プール・テニスコート・遊1歩道・ 7

ラフト広場 ・術的地設 ・コテージ

エオ鴻J r. 11 1988年 9 J-J - 1990年 2 J-J

定 員 80名 ( 申込多数の揚合は抽選)

- 主な作品 ・受賞

. ; 徳 光夫氏

1  936i l
o  

I.U:. ¥Vτν l三まt L

Ｑ ＹＵＹ 年 ｪｾＨ ｦ，Ａ｜ｽ ご γ ・ ｲＺ ＧＧｦ・

i¥i 附: 築判} 宇; 業

1961年 点目日大"f: )":I

院修'U沫Fd修了

1964年米同コロ ンピ

アムごγ: )ぐ7 院 小.:!(;

1971年総光夫処築

f，! I，li ，l止;H' I可知1r，没立

1975 受知県t新ヒセンター/ 第181，弘法築業協会合

1978 ， ＨＧｾｉ 副市政林観光センター

1980 IIMl司rn公凶1f. II ，li*，k'f 凶古物凶

1983 イ ｩｊ ｉｪ 民 ｈｾ 位。 ［式験場 嵐 示 館 Ｏ 首 ｜ＲＵＱ ｵ 凶 ｴｾＺＡＨ［ 協会 Ｑιｴ 、イ ｉ

川 ｾ ｉ ［ｾ 温ｴＱｊ［ＧＡＧｴ、第 Ｑ Ｕ 凶中部括主ｾ賞、抗 Ｒ Ｑ Ｑ｟ｩｪ Ｚ￭Ｎ ｾｊｾ 強制 ｩ

(. l J ! 設大臣表彰)

1983 大阪府IJ 間制也初，Ii 刷 凶It物1>:11 rイEと似の机1，]$1I'[rJ

1986 にしきｍＺ判上ヒソレ Ｏ 広品市 ｦｾｾ 処築物

1987 水戸市机物公邸l

1988 1，，11: のi:ui:宅をはじめとするー止の鑑' 山比率の設，il /

日本造l副学会計

1990 同際花と綜の ｲｾ ｜ 民会 ｲ 国際展ぷ光の ｦｩｦｩ ｊ 、 ｲ ユニオ ン ・

スクエアガーデン J

1991  シャープ研修レクリエーンヨンセ ンター 1&  I ラン

ド Ｏ 日本姐 診ｾ と 芋会 Ｑ Ｇｴ

『建築 と緑J (11次} 建築技術選書〈特醤版〉

l  駄について

2  Hをこわした人たち

3  さまざまな紘 人工とドl 然

4  往築と紋

5  *' * 計蘭の tIij 綻

6  H の計画と校法

7  H のデザイン

8  M物について

9  触のディテール

参 加 費 会 ＱｾＳＮＰＰＰ 円 、 一 般 ＴＮＰＰＰ 円Ｈ消代悦を含むＩ ※ 当 日 受付 に て い た だ き ま す 。

テキスト qj 主築と綜』を 参 考 図 苫 と し て 当 日 i以 完 い た し ま す。 ※ 一 部 特 悩3. 600円 Wi代 悦 を含む〕

申 込 10 J-J 2 日 附 ま で に ハ ガ キ 、F A X 、屯 話 で H 本 建 築 協 会 事 業 課 へ お 1¥3込み F さし、 。 ( l) fi ll し名 ( フ ロの ノ

ウハウ，講座 )、 (2) 氏名、 (3) 会 員・ 一 般の別、 (4) 勤務先、 (5) 参 加 証送付先、 (6)' 必話番号をお生uらせ腕l し、ま

す 。

日本雄築協会・l';tfi;諜 : 干530 大阪市北区悔 Hl ト ト3- 2100 F A X  06- 348- 0634 T E L  06- 348・0633

3  



一一一一 日本建築協会会告

4 くまもとアートポリス大阪展

くまもとアー トポ リスの作品が、いま注目

されてい ます。

伊東盟雄 「八代 市立博物館」、妹島平日世 「再

春館レディース ・レジデンス」、山本理顕 「県

常住宅保田窪第一団地」、早川邦彦「熊本市営

新地団地 A J 、安藤忠雄 「県立装飾古墳館」、

石井和紘 「清和文楽豊富」、業祥栄「三角港 フェ

リー ターミ ナル」、そして木島安史 rT OT O

AQUAPI T  ASOJ など、写真パネル展示会 を

開催しますので 、気軽にお立ち寄 り下さ い。

日時 1992年 9 月15 R  (火/ 祝) - 20 日(日)
八代市立博物館・未来の森ミュージアム 再審館レディース・レジデンス

10: 00- 19:00 

* 火/ 悦 ・土 ・円は 17: 00まで

会場 日本建築協会 サロ ン

大阪市北区梅田 1 - 1  - 3  - 2100 

大阪駅前第 3 ビル21階

内容 1)  21作品パネル展示

2) ビデオ i吹写

入場 無料

主催 1:1  本建築協会 ・熊本県

協賛 T OT O 

ι 主

日 時 1992年 9 月22 日(刈14: 00- 16:30

県営住宅保因窪第一団地

集 合 現地/ 京都市東山区粟田口華頂町 1 (三条蹴上)

* 京阪京津線「蹴上駅」下車南側

定 員 50人 ( 申込多数の場合は抽選)

参加費 会員 1，000円 、一般 1，500円 (含、消費税)

申 込 9 月14 日明) までに 、ハ ガキ、 F A X、電話で

4  

即 日本建築協会事業課へお申込 ください。

1) 催し名 (都ホテル東新館見学会) 、2) 氏名、 3) 会員 ・一般

の別、 4) 勤務先、 5) 参加証送付先、 6) 電話番号、をお知 ら

せ願 います。

(初 日本建築協会事業課

〒530 大阪市北区梅田 1 - 1 - 3 - 2100

F A X  348- 0634 T E L  348- 0633  

本参加証を 9 月15 日( 刈に発送します。

都ホテル創業100周年の記念事業として計画 ・着工された東新館

は、ほぽ 3 年にわたり順調に進められ、逐次改修工事がなされた既

設建物と合わせ、今秋10月フルオ ープ ンいたします。

東 山の緑豊かな自然環境に 恵 まれた都ホテルは、このプロ ジェク

ト完成により、高質のサービ スシス テムと全館 リニューアルされた

施設を基鍵に、日本の文化 ゾーン ・京都に相応しい理想的な滞在型

のアーバン リゾー トホテ ルとして全貌 を現すことになります。

客室は、新設の 152室 を含め合計528室 になり、この 中には 「ホテ

ルの中のホテル」 と位置つ、け られる特別階 2 層を設け最上級のくつ

ろぎとやすらぎを提供するコ ンセルジュフロアーも含まれています。

今回新設の客室は 、平均40げの広さをもっゆ ったりスペース、 4 管

式の空調設備が快適性のアメニティとして加えられています。

また宴会場のー ってがある 葵殿は、過去幾多の賓客に愛されてきた、

いわば都ホテルのシンボル的な宴会場で、大正 ロマンの復元と 言え

ましょう 。

そのほか新館部分には、スイミ ングプール 2 面 (屋 内・ 屋外) の

新設をはじめ、日本の文化 を伝える茶館、自然とのふれあ い を可能

にした野鳥の森 ・探鳥路 (一年を通して確認され る鳥類が45種にも

のぼる) など、ホテルとして従来にないその他施設の充実によ り、

新しいくつろぎのかたちを具体的に取 り込んだことも 魅 力にな って

います。

建築概要

所在地 京都市東山区粟田口肇頂町 1

設 計 意 匠 ，t膏i宣 村野、森建築事務所

設備 大林組一級建築士事務 所

施 工 建 築 大 林 組 ・ 藤 木 工 務 底 ・ 大 日本土木共同企業体

設備 近畿工業、 三機工業、 きんでん

工 期 1990年 1月 1992年 10月



4 阪急茶屋町ビルディング見学会

( ちゃやまちアプローズ)

阪 急 梅田 駅 の 」 じ に 位 置 す る 茶屋 町 は 、 近 年 、 開 発 が と み に 進ん で

い る 。 阪 急 茶屋 町 ビ ル は 、 F秀 被 す る 阪 急 電 鉄 本 社 ビ ル と 共 に 、 阪 急

東 宝 クソレー フ' が 総 }J を 挙 げ て 取 り 組 ん で い る プ ロ ジ ェ ク トで あ る 。

高 層 タ ワ ー の 上 層 部 は 、 全室 スイ ー ト感 覚 の ラ グ ジ ュ ア リー ホ テ

ル の 客 室 で ある。 タ ワ ー 下層 部 に あ る オ フ ィ ス は、 グ ロ ー パ ル化 -

情 報 化 に 対 応 し 、 イ ン テ リ ジ ェ ン ト 化 を 図 っ て い る 。 低 層 部 に は 、

ア ス レ チ ッ ク 施 設 や 大小 の 宴 会 場 、 多 様 な レ ス トラ ン を 配 し て い る 。

劇 場 は 、 約 2 . 000席 と 900席 の 2 館 が あ り、 隣 接 す る 毎 日 放 送 ビ ル と

連 係 し た 文 化 創 造 基地 を 形 成 し て い る 。

こ の 複 合 ビ ル を 魅 力 あ る 都 市 空 間 と す る た め 、 長 さ 66mの ガ レ リ

ア を 設 け 、 バー ム ツ リー と 四 季 の 花 を 配 し て い る 。

立 体 的 に 織 成 さ れ た 複 合 ビ ル の ダ イ ナ ミ ズ ム を 、 外 観 の 変化 に よ

り表 現 し 、 最 頂 音11の 緊 急 用ヘ リポ ー トデ ッ キ も ス カ イ ラ イ ン に 緊 張

感 を 与 え 、 ア イ テ ン テ ィ テ ィの 高 い 形 態 と し て い る 。

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一

建 物 周 辺 に は 、 公 関 空地・ 緑 地 を 配 し 、 総 合 設計 制 度 及 び文 化 施

設 答 積 割 増 制 度 の 適用 を 受 け 、 事 業 性 を 高 め る と 共 に 、 都市 に 賑 わ

い と 法lい の あ る 空 間 を 提 供 し 、 都市 文 化 創 造 の一 翼 を 担 う こ と を 期

し た。 ( 小 川 恵 三 / 竹 中工 務 庖)

日 時 1992年 10月 8 日( 村 10 : 0 0 - 1 2 : 30

集 合 現 地/ 大 阪市 北区 茶 屋町 19- 1

建築概要

所 有: J也 大阪 市-It 灰茶屋町 19- 1  

設 計 竹 中工務腕、 シアタ ー デザイ ン、イ ン トラ デザイ ン

施 工 竹 中 工 務 庖

敷地面積 14.666m'  

建 築 面 積 8. 690，げ

延 床面 積 96. 793m'  

情造規模 S 、SRC、RC、 B3、34F 、P3

I設高高き 161. 1001 

工 期 1990年 2 月 - 1992年 10月

定 員 40人 ( 会員 に 限 定 さ せ て い た だ き ま す/ 申 込 多 数 の 場 合 は 抽 選)

参 加 費 1. 500円 ( 含 、 消 費 税)

申 込 9 月30 日 制 ま で に 、 ハ ガ キ 、 F A X、電話で( 初 日本 建 築 協 会

事 業 課 へ お 申 込 み く だ さ い 。

( 1 ) 催し名 ( 阪 急 茶 屋 町 ビ ル デ イ ン グ 見 学 会) 、 (2)氏名、 (3) 会

員 ・一 般の別、 (4)勤務先、 (5) 参 加 証 送 付 先 、 付 電 話 番 号 を

お 知 ら せ 願 い ま す 。 * 参加鉦を 10 月 1 日側に発送しま す。

佃 日 本 建 築 協 会事 業 課 F A X  348- 0634  T E L  348- 0633 

干 530 大 阪市 北区 梅田 1 - 1 - 3  - 2100 

4 平 成 4 年度日本建築協会支部通常総会報告 ‘ 日本建築協会支部役員

京 都 支 部

日時 平成 4年 7 月20日(月) 1河寺30分

場所 京都プライ トンホテル

(京都市上京区新町通中立売下ル)

次第 I  開会 (WJ !T会員凶名)

2  支部長t総事

3  議長選出

4  議題森下提

(1)平成 3年度広業報告及ひ1収支決算報告

(2)平成 4年度:ぷ揺 抗菌( 笑) 及ひ淑 支予算 ( 案)

(3)1)t貝の出 室

中 国 支 部

日時 平成 4年 7 月4 日仕) 1日寺

場所 県民文化セ ンター

(広島市中区大手町 1- 5- 3 )

次第 l  開会 GB席会員 42名、委任状77名)

2  支部長崩事

3  議長選出

4  . 議事

・議案第 1号 平成 3年Tl Ul喋 報告

・議案第 2号 平 成 3年度収支決算報告

・議案第 3号 平成 4 年度本業計画 (案)

- 第 l 号議案

(イ〉平成 3年度事業報告

(ロ}平成 3年度収入支出決算報告

( サ平成 3年度 「建築と社会J 京F尉寺集特別会計11)( 入

支出決算報告

(ニ. yp: 成 3年度 「建築と社会J 、、東海ノレ平サンγ 1制 IJ

会計収入支出決算報告

・第 2号議案

(イ) 平成 4年度事業計画 (案)

(ロ}平成 4年度収入支出予算 (案 )

や刊Z成 4年度 「建築と 社会」 州制寺集特別編集

(ニ}'y: 成 4年度 「建築と 社会J Jlti 僻守集特別会計 収入

支出予算 (案)

(ホ)IjZ成 4年度 「建築と社会J .東海ルネサ ンス" 特別

編集

ト』平成 4年度 「延築と 社会」帆東海ノレネサンス" 特別

会計収入支出予算 (案)

・第 3号議案

(イ)支部役員半数百6墾

(ロ)支部選出本部評議員選出

和 歌 山 支 部 (控築士会制歌山支部と合同開悩)

・議案第 4 号 平成 4 年度収支予算 (案) 日H寺 平成 4年 5 月 16日仕) 13時30分

和歌山県建築士会館・議案第 5号 日本建築協会中国支部規程の改定 (案) 場所

東 海 支 部

日 時 平 成 4年 6 月 2 日(刈 17時30分

場所 ライオ ンズプラザ ・名古屋

(名古屋市中区栄 4- 1ト 23)

次第 1  開会 ( 出席会員23名)

2  支部長f長拶

3  議長選出

4  議事録署名人指名

5  議事

(和歌山市 ト半町38)

次第 1  開会 ( 出席会員17名)

2. 支部長後拶

講演会

3  来賓+ 脳半

4  議事

(1坪 成 3年度J j:¥.j業報告並びに収支決算報告

(2)平成 4年度事業計画 (案) 並びに収支予算 (案)

(3) 1生只改選

京 都 支 部 (京都府、 滋賀県)

支 部 長 井手正己

冨IJ 支 部 長 神谷 治 山 口 明

常 議 員 井川栄一 池 田 有 隣 市川繁雄卯I ss径一

大 原 正 岡 野 武 司 小 滝一安 神針武司

水 野 普 雄 森 島 照 雄 山田一義

監 事 田 中 俊 介 安 井 洋 太 郎

本部評議只 秋山日月孝 神谷 治 山 口 明 IlJ m昌次

中 国 支 部 ( 烏敗県、島娘県. 問 11. 1山 広島県山口県)

支 音s 長 平本俊秋

副 支 部 長 稲 葉 登 甘 本 敏 郎

常 議 員 佐藤重夫富士悶亮子 援並英子 三戸靖之

山崎三良附街臼汁敏 男 佐藤公三 平本悦人

僑本秀夫 問中 日 月 足 回 勉 貯 がP 1. 孟

高野清二 森 畑 武 宮本健司

幹 事 柴 悶11妻 身 償 問 昇三

監 査 池 崎 寿 明

本部評議長 稲 葉 登 清田剛一 井上 弘 美 福 氷 敏 男

東 海 支 部 (霊知県 三重県、蛇阜県、師岡県)

支 部 長 中 島 -

I;l IJ 支 部 長 岩田正 弘 森 口 雅 文

幹 事 小 宮三辰 畑中啓 肋 林 金 之 桝林宏二

森田富士男盛岡練勇

常 議 員 IN A X  広 瀬 敏 郎 野口良一 今1新肯直

後 藤 利 秋 松 本 壮一目JI 寺本英一 福田泰造

監 事 五 十 嵐 昇 宮 崎 辰 敬

格 談 役 一回俊郎 黒川E' . 1f 染木正夫

本苦JI評議員 小宮三辰 森 口 雅 文 林 金 之 盛 悶 輝 勇

和 歌 山 支 部 (何歌山県)

支 部 長 北山 俊

副 支 部 長 北山泰秀 雑賀幹央

幹 事 上野嘉一 同 |後 尾上 収 大手山隆之

1段階 夫 奥聞征四郎 辻 本 笠 中野久生

中村 貞夫聖子島育夫東野信義

監 事 阪 本 良二 杉山俊夫

相 談 役 宮 出 力 六

本部l評議員 雑貨幹央 永長 1噂

5  



「建築 と社会」誌21年・特集一覧 昭和47年~平成 4 年

「 建 築 と 社 会 」 誌 は 昭 和42年から A 4 変 形判 と な り 、 特 集 と 作 品 作 風 頁 を 二 本 柱 に 、 シ リー ズ も の の 貞 を 織 り 込 み 、 そ の 時 の 社 会 を 反映 し た テ

ー マ を 選 ん で 掲 載 し て き た 。 売価 は 980円 ( 消 費 税 込 ) 。 購 読 希 望 者 は 事 務 局 (06- 348- 0635) へ 。

歳 I J X' ;'

区弓| 2  3  5  6  7  8  9  10  
11 三日

冬期オリン
.  

‘'  

.  .  .  司臨
咽院 喧陣 .  

ー-

l情相47年 600号 インテ リア 都 市 交 通

水 平IJ m 

f，f 産 住 吉

一 般 サ

布11 "i  iE 

喜11市 防 災

第 19 阿 ｾｴ 障 の

(53集)

ビ ｾ Ｎｾ＠ J と

記 念 サ の 設 備
環プ境ロへー の

77年技術者 新 建 築

札 幌

デ ザ イ ン 問 題
(特 1ド'1" ) ア チ

.  .  司跡 .  .  .  .  .  司脚

昭和48年 泉北ニュー 大阪大林ビ レジャ ー と 大阪凶際ピ 老 人 住宅一連築 新! 羽途地域 第 20 1"1  ヨーロ ッ Ｏｾ

建築教育 タウ ング》コ 織造と B血工 i LI : . と材料

「f年技術. r ;

σ〉

(54集) 縮ミムニテ 技ィ
ノレディング 施 設 ノレディング コミュニティ 家のすまい 制 と 環 筏

まちてプく り

.  .  
既成市街地 .  

建築生産と 高層プレハ
.  .  .  

昭和49年 厩 史 的 1l ) J 円の 北限ニュ ー ビノレの省 』量級防水工 第 21 凶 ビノレ防災に

(55集)

鐙 築 は
保1 t 所作品 の 住 宅 地 流通俊構の

エネルギ化

プ {士 官 の み ど り
事の失敗例

1す年技術者 |刻する 12章
環 境 保 全

どう なるか

タウ ン計幽

変 谷 構 造 設 計

とその対策

型車備の方策

.  .  
PC 娠 を

.  
建築とプレ 生 活 排 水

牟
.  .  

昭和50年

図 書 館

東 海 の

f吏斥l し た

社 会 .f，llrnの景観

処 理 地 設

人 間 環 境 騒音対策と 第 22 1[11  集合住宅の

(56集)

インテ リア
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ターミ ナノレ

‘齢

‘  

.  司臨
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した続公l刊の世1R 環上克と設備

当俳 .  
‘  

.  .  .  .  .  .  
- 位本にみるす£

司.

-ー
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「建築と社会J 8 月号表紙

デザイン・白子正人

( グラ 7 i .' クデザイナー)

日本タイポグラ7 { 温全会 Jl

8 月号のモチ 7 は、 東リ悦訴手

日Ji 'j'; i ・社:記。その附1阿部分の形

状をと り出 し反転すると、ちょ

っとコミカルな形が出現した。

カラー リングは、 7 ランスのf孟
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rL ove in a  ｭｩｳｬ Ｈ 括的 中 内 ｾ ｛ ｾＩｊ 。

築片に包まれながら開花する使

え目な性質を表したものである

らしい。
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Y HP 神 戸 事 業 所

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

エ ン トランス ロビー の 受付 カ ウ ンタ

所 在 地 神 戸 市 西 区 室 谷 神 戸 ノ 、 イテクパ ーク

敷 地 面 積 60 ，843. 99 m'  

建 築 面 積 6，335 . 75 m・

延 床 面 積 24 ，021. 03 m'  

情 造 規 模 R C、 一 部S 、 81 、 5 F、 PI

工 期 平 成 2 年 10月 一平 成 4 年 4 月

最 寄 駅 神 戸 市 営 地 下 鉄 学 園 都 市 駅

撮 影 東 出 清 彦
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エントランスホ- ) レ

10 

この縫物は、外資系コンビュータメーカーの

西日本における開発、並びに生産の拠点とし

て計画された 。敷地は、神戸市郊外に位置し、

明石海峡、淡路島までを望むことができる高

台にある 。 この素晴らしい眺望を効果的に得

られるように、正方形の建物群を前面道路に

対して45度振 った配置とした 。

事業所隙は、 45m角の平面の二陳を雁行させ

て配置し連結音11をコアとすることにより、四

方が外音11に面したオ プンな執務空間を確保

した 。建物の機能としては、高度なインテリ

ジェント対応により自由度を追及し、オフィ

スとしても工場としても使える? ルチテナン

シーを実現した 。建物の外周に巡らせたパ J レ

コニーは、働〈人々が外部に出て、四季を感

じることのできる リフレ y シュスペースにな

っている 。 また、防災、省エネルギーの点で

も有効に機能するものとした 。バルコニーの

手摺とルーパーは、アルミ型材を使用し、現

代の紫材により日本の伝統的な空間の陰彩、

架構性を表現した 。

アメニティ施設の核として敷地内に計画され

た体育館は、小規模ながらアリーナとロビー

を一体とし、 二階に太鼓僑のギャラリーを架

け渡すことによりスポーツの場にふさわしい

躍動! 惑の溢れる空間とした 。

また、敷地全体に対して rf昔景」などの日本

的な手法をもとにランドスケープを行い、都

市では得られない疋1いの場を提供することが

て' きた 。

( 井上正哉 ・川 合智明 / 竹中工務庖設計部)



主 主 ｾ ｭ ④

基 準 階 平 面 図

体育館キャノピー エ ントリ ーコ ート
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川 西 市 新 斤 舎 建 設 事 業

設計・監理 東畑建築事務所

施 工大林組・西松建設共同企業体

12 担 聾 と社 会 / 1992年 8 ｮｾ［＠

電 気 き ん で ん

機 械 三 機 工 業

昇 降 機 松 下 電 器 産 業

;司

王両

所 在 地 川西市中央 町 12- 1

敷 地面積 8，128 . 00m'  

建築面積 2，784 . 23 m'  

延床面積 2日， 901 . 07 m
'

情造規模 S RC、B2F、7F

工 期 平 成 元 年 12月一平成 4 年 3 月

最 寄 駅 阪急電鉄川西能勢口駅

j量 影 f申和実業

⑨ 

配置 l階平面図 1: 1500  



市民ホール

サンタンガーデン エレベーターホール

これからの庁舎は、単に行政事務の処理施設や市民サービスセンタ ルの吹抜とエスカレーターにより空間の一体化 を図 った。

ーの機能のみならず、目的を持たない人でも自然、に足を向ける様な 市民ホール中央官I1に設けられた公報 ・展示等の市民ギャラ リーはガ

魅力ある環境を兼ね備えた市民交流の場でなければならないと思う。 ラス縫しに市民広場 ・サンク ンガーデンと 一体となるコミュニティ

川西市庁舎はこれらを考慮し 、市民に親しまれ市民意識の高まりを 一空間である。

感じさせる 、中心性 ・シンボル性をも ったオープンな庁舎を目指し 外観は、水平 ラインを基調とした明るくシンプルな形状とし 、最上

て計画した。 音I1に大きな屋キ艮をかけアクセ ン トにした。

敷地は再開発で新たにな った阪急川西能勢口駅の北東約300mの位澄 市民広場は、 中央にシンボルツリーとしてケヤキの大木を配し、こ

で南北に長〈能勢電鉄に隣接している。 のまわりにあしら っ た Ｖ 体の彫刻Ａとの相互作用により市民に ｩｬｾＱ いと

建物は敷地の中央に配置し、北に駐車場、南に市民広場を設け、 外 やすらぎを与える「緑と文化の オアシス」になればと思う。

古I1空間を出来るだけ広〈確保した。 1 、 2 階の窓口部門は 市民ホ ー (辰己幸司/ 束知l建築事務所)

13 



もりまちハートセンター

長崎市障害福祉センター・長崎市原子爆弾被爆者管理センター

設 計 安 井 ・ パ ド ウ・ライ卜設計業務共同企業体

監 理 長 崎 市 建 築 部 建 築 課 安 井 建 築 設 計事 務所

施 工 熊谷組・小牧建設・谷川建設・三宮建設共同企業体

電 気 六興電気・千歳電気工業 ・イナ ヅマ電気工事共同企業体

空 調 日比谷総合設備・長崎官公需設備業協同組合・大進建設共同企業体

給排水衛生 三機工業・トーヨコ理研・創研設備共同企業体

1:  1200 

玄関迦り

l 階 エ レ ベ ータ ー ホ ー ル

14 姐集 と社会/ 1992年 8 月号

所 在 地 長 崎 市 茂 里 町 14- 1  

敷地面積 7，OOOm'  

建築面積 2，604. 52m'  

延床面積 15，803 . 72m'  

構造規模 SRC、一部 S 、日 I F、 8 F ， P  1  

工 期 平 成 元 年 11月~平成 3 年 10月

最 寄 駅 J R長崎本線浦上駅

撮 影 新 名 清



長崎市制 100周年記念事業の 一環として計

画された障害児 ・者のための総合福祉施設

である。敷地は、 J R浦上駅西側に位置し、

国道206号線と市道浦上川線に近〈、市民に

は利便性の高い場所に立地 している。

施設構成としては、心身障害総合福祉セン

ター( l - 5階) と原爆被爆者健康管理セ

ンター ( 6、 7階) の複合施設である。 そ

のため、防災・安全性には特に配慮 し、非

常時における避難として外部に バルコ ニー

を設け、北側にすべり台、南側に避難スロ 開口部のアルミサ ッシや外部の金物はメ ン

ープ ・屋外階段を設置して直接地上に避難 テナンスフ リーとなるよう耐候性のよいフ

できる計画とした。 ン索 樹JJ 旨焼付塗装とし、ガラスは省エネル

外観は 「海」をキ ーワードに 、斜めの筋が ギーを考慮し 、熱線反射ガラスとした。

入ったベー ジュ 色のラスタータイル貼で、 また、 バルコニ一 、建物出隅はすべて 曲線

キラキラと波立つ海面をイメ ージし、 見る とし、柔 らかさと暖かさを表現 した。敷地

位置と自然、光の変化により、 様々に表情を の制約により施設は高層 とな ったが、こ の

変えるフ ァーサードを意図した。また、 1  ため館内か らの遠望がきき 、景観の上から

階の玄関廻りは濃茶の本磨き花関石貼とし もほどよ いラン ドマークとな っている。

ているが、敷地が海岸や鉄道数に近いため、 (竹田正治/ 安井建築設計事務所)
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東リ側春日丘寮・社宅

設計監理 大林組本庖一級建築士事務所

施 工 大 林 組 ・大末建設共同企業体

一一一一一一ノ

後 ｴ ｾ

④ 

外観 |仁点 I(r i (タ; 片)

16 控 察 と11会/ 1992年 811り

所 在 地 兵 庫 県伊丹 市 春 日丘 1丁 目8 1、83

敷 地面積 2，686 .06  m'  

建築面積 寮 棟 586.46m' 社宅棟 457. 38m'

延床面積 寮 棟 1，406.68m' 社宅棟 1，213 .50m'

情造規模 R C、 3F

工 期 平 成 3 年 5 月~平 成 4 年 3 月

最 寄 駅 阪 急伊丹線伊丹駅

1量 影 新 極 求

社1: '.

¥__ 



この建物は、 ー純住専の良好な住宅街の同一敷地

内に、ライフスタイルの異なる咲と社宅の二棟を

計画した 。共用地設として 二棟の附に駐車場を設

けて緩衝ス ペー スとすると共に、. t j J ，と卓の聞に R.13

木を自己し株の '1"にJ . j i を埋没させ、 二隙を融合させ

るスペースとした 。 また、各線とも道路から十分

セ y トパ ソクさせ、緑豊かなエントランスプラザ

を設ける与により、居住者にはもちろんの事、ま

とまった緑地の少ない周辺住宅街にも十分な ｩｬｾＱ い

をもたらした。外観では、 10 mの高さ制| 浪の中で

単調なスカイラインに変化を与える為に、勾配屋

fN ・R 屋桜を採用し、建物全体のボリ ュー ム!菩を

Ifll え、周辺街並とも調和させている 。平面計画に

おいては、エントランスプラザと悦覚的に連続し

た中庭空間を設けて、それを "1"心lこ各室を配置し

た。特に、政機においてはこのライトコートが各

室 を接杢させる ｉｾ Ｇ Ｉ る い空間 ・ 共用音 Ｑ Ｑ と策室との緩

衝空間となり、i ' :f生に 『やすら ぎ』 を与える居住

空間1を自1) リ出 している 。

( 山野悦夫 ・美JJi，治二 / 大林組)

f. H虫 ライト コート( 伎は)

W JIi 食ＧｾＢＺラウ ンジ

'MI JIi ロビー
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且 場とスケール

企 P HOT O : M .K A R A M A  T  S U  

触覚的空間と x x x x x x

この原稿を依頼された翌日、 lill 凶へ行くことがありました。 その

山， ｽ 路は、 会長 が ＱＱＶｾ ［［［ 、幅が Ｑ Ｘ ｾ［［［ 、総 ト ン 数 Ｒ ， Ｖ ＰＰ Ｇ ， 、速力 Ｒ ＱＮ Ｖ ノ ッ

ト、と瀬戸内 を航行するフェリーではかなり大型の船の最前列に府

を占めて窓越しに航海する海のtd-色を 眺めていました。 11)' 1石海峡は

mC1iに行き交う船が多く、こ の大胆船か ら>Gるとダンプカーと釆周

111ほど の大きさの違う小さな船々 のr: uを縫うように追い越していく

様イーは、逆 iii J を行 く交通機関に釆 ってい るような手近なスケール感

覚に広いはずの海を変貌させてしまいます。彫刻lの始まりは、 !京鮮i

H寺代の小 さなf l . ! i 符彫刻lにあると 言われています。子の 中に河原の石

を採り締めていると気持ちを リラ y クスさせる効果があるとも 言わ

れています。手や身体 か らの触覚を通じての情報は視覚や聴党か ら

の情報とキ11依 って現実感をつよめるという事です。原始彫刻は掌 中

の珠の ように身近におかれ袋似の念で眺め られていたのかも知れま

せん。へンリ ・ムアー のデ ッサンの ':1:'にイギリスのソールズペ リー

にあるス トー ン ・へンジを揃いたものが沢山あります。 この石組や

フラ ンスのカルナ ックにある、 小屋程の大石から順に小 さな石へ500

fz の長さに東西に 5予'1に並べら れて以後は一抱えほどの小石に至 る

アリーニュマンなどは古代人の天体への関心をうらずけている進路i

と 言 われています 。 現代人 の ｉ ｾ ｉ では用途が判然としないこ の ような

構造物を体感的に見る l時、これ も彫刻と 言 えるように思います。石

庭の採な空間造形が日本には存在し、そこに借景という視覚を楽し

ます要素が複合されたりします。彫刻l芸術を絵画の視党芸術に対し

て骨9! 党芸術と 言っ たのはハーパー ト・ リードです。抱 くものか ら抱

かれる彫刻へ、現代の我々 の骨9! 党三el:nはスケール、形態におい て拡

大してい っています。 この様な現代に生活するものにと って始原的

なも のが重要であると思います。 立体作家 ・ 山 本 哲 三

場とスケ ール

この シ リーズの締めくくりとして、アー 卜の場と、スケールにつ

いて見てゆきたいと思います。 アートも 建築 と同じで、場の設定と

いう大きな課題を持っています。 そして、その場に応じたスケ ール

は、 重要な要素となります。作品の場の設定は様々です。 日本の掛

軸は床の間という場が基本でした。現代アートも十年位前までは、

作家は「美術館に飾られる」事のみを夢みて、小さい画廊で発表し

てきました。 しかし、現在、クリストの傘 などに代表される様に、

環境と対峠 した形で提起される作品、又 は、 カルダーの様に建築と、

対峠した形で置かれる作品も多くな ってきました。 そこでは、お定

まりの「場 J r スケ ール」ー 10号の油絵という風なーが陳腐になりつ

つあります。

複氏は、 コンテ ンポラリーアートで、今の世の中に存在するが見

えにくい、そし て、真に大切なものを見せようとするZ式みをしてき

ました。「繁殖」という作品は、廃業 した古い喫茶庖に、化学兵器に

よる細菌が繁殖する線を、床をはがし、天井をつらぬく形で表現し

ました。「地球の皮膚 を剥ぐ」 では分譲宅地を借り、数 10m' を掘 った
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二みあげてくる空間

生活している社会で日常知りえる情報、毎日、目 ・耳 に入 ってく

る情報が本 当なのか、 l峻なのか、本当だけど大切 な私が知りたい所

は隠されていてみえない。歯惇い思いで想像し、なんとか生活して

いる 。薬品、セメン 卜等 で表面は舗装され、草花達は地中 に閉じ込

め られ死んでしま ったのか。姿 ・形を変え生き延びているのか心美

しきを人間は動、植物、人聞をも殺して発展していくのである 。 自

然界もそうである 。昆虫や動 ・植物 も欲情すれば美しくみせ、怪し

い匂いを放ち、声はりあげて唄いあげる 。 そしてすごい死闘を繰り

広げて自分のものにする 。生き延びるために美は武器なのである。

人間の美は何んのためにあり、創造していくのであろう 。

子供の頃、画家とか漫画家になりたか ったあの，思いは何んだ った

のだろうか。魅惑的な世界を描き、私達を夢中にさせたあの世界は、

現実でなく実現できない世界だから、なりたいと錯覚するから面白

のです。掘ると、堆積層と洪積層の地層の差が見え、地球が見えた

と言います。「薬爽」は沖縄の米軍使用済の薬爽を積上 げた作品て・す。

私達は、薬爽自体見慣れないものですが、これだけの数積上 げられ

ますと、その存在に恐ろしさが追ってきます。

その形、機能力〈同じでも、置かれる場、スケ ール、分量により、

訴える力、質が変わってきます。

一方、山本氏の石彫は、海岸や、街に、風を受けて存在します。

山本氏の小品の大理石彫刻には、 手に抱いて愛玩したくなる程美し

地球の皮膚を剥 ぐ

く魅力的なのだろう 。 自分の手 ・足 ・胴は見えているが、自分の本

当の顔は誰も見れな L 、。鋭とか写兵で見ている顔は思い こみの顔で

あ って、本人には絶対に見る ことができない。他人のilBぎったテカ

テカした顔、 美 しく感じる顔、殺意を感じる顔、表蘭しかみれない

自分の思い込みの世界でこの世は成り立っている。自分の顔がみえ

ず、知 らないか ら安全であり 、反面恐ろしい のです。

何 かを捜 していると、身体か ら込み上げてくる空間が、日常の生

活の中でふとした瞬間と 出会う時がある 。 そのl菜いやl' 秘か構築され

ていくのでしょう 。空間とはその人その人の持 っている世界て¥観

せ 方でなく観方なのではないでしょうか。真実とはとりあえずのも

のであ ってすべてではな いのです。美とは感じるものでなく 、感じ

さすものである 。 それが、 表現していく行為つまり生きている錯覚

の世界であると思う。だから楽しいのである 。

立体作家・ 榎 忠

い白いオブジェがあります。 しか し、それが、外の環境に歩み 出す

と、それは、イースタ ー島の モアイの様に、空や太陽に向かつて話

しかけます。インテ リアデザインを業としている私にとって、この

自然と対峠して存在しえる 、雄大な石彫に対し、あるあこがれを感

じます。 その存在が、村の一本松の糠に村人の心のより所となるも

のとなるか、俗悪なものとなるか、建築と問機に、地球、環境、人

間に与える影響には、すこぶる大きなものがあると言えるでしょう 。

側 A D & A ・竹村楊子

側丹青社大阪市北区中崎西2- 4- 12( 梅田センタ ー ビル ) 06- 373- 71 86  不二サ ッシ側 大阪市 中央区本町3- 4- 10(本町野村ビル) 06- 262- 254 1  
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WEl COMI NG 

一一一 今 回 は 、 行 政 関 係 の 女 性建 築職 の 方 に 集 ま っ て い た だ

きました。 最 近は 行 政 の 介野 で も女性の社会参加が進

んでいますが、これからの建築行政の課題や、行政職

を目指す若い人たちへのメッセ ー ジなどをお話いただ

けたらと思います。 まず、行政戦に就かれたいきさっ

と、現在のおイ士事の内容をお聞かせください。

川 上 私 が 学 生 の 頃 に ち ょ う ど 千 盟 ニ ュー タウンなとの|片l発

をや って い ま し て 、 見学に行かせていただいてこんな

活気のある峨土易だ ったらいいなあと思 った こ と が一 つ

の理由です。 また、彩、は浪速っ子ですので、大阪を雌

れたくないと忠、 ってお りましたので、 仕4r; . をず っ と統

け た い と 思 っていたこともあ って 、大 阪府 に 入 りまし

た。 就職し てか ら 、 企業 局 、 住宅 行 政、主建i主E築 指 j導件仏、営

締と H防開t司l発 指草導主以 外のあらゆる分野の仕Z亭jιz をやることが

ででb き、幸せ だ と 思 って います。 現 在 は 営 繕室 で 各部 門

の念、ロ的 なイ士4JI をや っています。

山内 私 の 場 合 、 も と も と 建 築志 望 ではなくて、たまたま 受

ｬ 殺した住居学 平斗に 受か っ たので入 っ たのですが 、 ｪｾ 州政

する l侍は、 {士司Z をず っ と続けたいと思い 、ま た住民と

桜 す る 仕 事 が し た い と 思 って公務 員を選びま した。

当初 は大阪府を受けるつも りで問い合わせましたら、

女 性 の 建 築 職 は 採 用 し ません と言 われ、その l侍初め て

自分が女性であるということを意識させられました。

そ れ で 、 近 く の 兵 庫 県 に 入 り、 最初 は建築確認申請の

審査 業務 を担 当 し ま し て、次に住宅相談室 というi 1 r に

変わりました。 その後、建築指導課で、ビル火災の関

係 や 開 発 熱 可 を 担当し 、 現 在 の 計 図書Il では 地 区計画等

の仕事 を し て い ま す。

山添 私 は 、 父 が 女 の 子 も こ れ か ら は 仕 事 を持たないといけ

ないという考えでしたのてにそれにかなり影響されま

した。 学校 を 卒 業する l侍に、知人が京都府にいたこと

などがあ って 京 都府に入り ました。動機は不純でるす。

最 初 1年 間本庁にいてから、 出 先で建築行 政 や公 営 住

宅の管理の仕 ｾ ｦＮＭをしまして、その後住宅課で ｈｏｐ ｅ 計

画 や 地 域 型 住 宅 な ど 住宅 政 策 の仕事 に 携 わ り、 住 宅 の

地域 性 と い う こ と に つ い て 随 分 勉 強 に な り ま し た。 去

年から営終需拡に 替 わ り、 公共建築の建設という 仕事 に

携 わ っ て 、 改め て 建築 の魅力を教え てもらっていると

ころです。

以 前 は 女 性 の 建 築 職 を 採 用 し な い と い う 自 治 体 が 多 か

っfニσ〉て' しょうカ、。

川 上 自治体 の 中 では 、 募集要項に女子は採用しないと 替 か

れていた と こ ろ が しばら くはあ ったようです。 女性は

現 場 に 行 か せ ら れ な い と か、 どこに配属してよいのか

わか らないというのもあ ったのではないでしょうか。

実 際 に は 現 場 へ 行っても ちゃんと仕4JT ，はできる んです

カイ。

最近 は 女 性 の 採 用 が 地 えて、大阪府 で も 今 年 6 人入ら

れ た の で 、 女 性 建 築l織全 体 で 20人ほ どに なりました。

やは り人数が増えないと、大事にされているようでも

本 当 に 平 等 と は 言 えないと思います。

山内 うちも 3 人 し か い な か った時に 、 3 人 でぐ る っ と回 っ

て異動したこ とがあ りました。や は り 女 性 だ と 上 司 が

どう 使 ってよいか分からないところがあるようで、 出

張 ひ と つ で も 気 を 使 っていたようです。
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一 行 政 の 女 性 建 築 職 -

川 上 公 子 ( かわかみ ・まさこ)

大阪府建築部営繕室、主幹

千里ニュータウンの開発事業が華やかなりし

頃、大学を卒業。開発事業に慣れたことと、

ずっと仕事を続けたか った二とで大阪府に就

職。最初、企業局に配属され、新米ながら千

里ニュータ ウン開発事業の面白さを味わわせ

てもら った。その後建築部において、住宅行

政、建築指導行政、営繕事業 を経験。現在は

営繕室の計画担当として府有施設建設の諸条

件の検討をグループの人達と楽しく取り 組ん

でいる。個人的には、不成功ながら l 男 |女

の子育てが終わり、そ ろそろ自分の老後をど

う生きょうか考えた方がよさそうな齢にな っ

てしま った。

山 内 純 子 (やまうち ・じゅんこ )

兵庫県都市住宅音11計画諜主査

大阪市立大学住居学科卒業後、兵庫県に就職。

西宮にあ った阪神建築行政監理室 (現在の阪

神県民局建築課) に配属され、建築確認申請

の審査事務を担当。その後、直接住民と接す

る仕事がしたくて、住宅相談室で、窓口相談

を担当。約 3 年半後、本庁勤務 となり、建築

指導課でヒソレ防災や市街化調整区織内のニ ュ

ーヲウン開発を担当し、現在、地区計画等の

市町指導を担当している。兵庫県に入庁して、

やっと20年経過 し、どう にか続けて来り れた

という想いが強〈、後続の女性の方々に何か

残せるのはまだ まだかな と思っ ている今頃。

山 添 み ど り (やまぞえ ・みどり )

京都府土木建築部営繕謀

仕事の世界で、京都府の土木事務所では公営

住宅管理に、住宅課では地域と住宅行政に触

れることができたこと、また、営繕謀で公共

建築の社会的役割にあらためて感じ入ること

ができたことは、隼活者としての自分自身に

多面的な課題をなげかけてくれ ましたロ生活

の質の変化につなが っているものと考えて

います。文化としての建築を、明治37年竣工

の京都府斤旧館、京都国立近代美術館にみま

す。また、同時に、住宅行政の一つの方向に

ハ ドのみの供給を超えたコ ーポラテ ィヴ住

宅にあるのではないかとー居住者として観察

しています。



川上 そういう事も、上の 人が男女共学の世代になるにつれ 流が踏んにな って、他の部者で経験したことを今の仕

て、だんだん変わ ってきたように 思 います。以前は女 ZJ' ，. に生かすことができるようにな ってい ます。

空U: ときつい仕事はさせないなど、あるなl床では大司王 また、営繕は 以前は徒弟tl1111支的な1l1lJ f( ij があ って、技術

にされていた けれども、あてにもされて い ませんでし を口伝えで教えるという風でしたが、最近はいろいろ

た。今は男女平等であるかわ りに義務も はたさないと なマニ ュアルを作るなど、変わ ってきています。

いけないというように変わ ってきて、いい傾向だなあ 山内 役所の休質として 、何か新しい事を始める 11寺にはそれ

と思 っています。 が必要だと説得するのに大変なエネルギーが必嬰にな

役所の中で少数派であるということと同時に、共働き ります。 そういうところが若い 人に魅力がなくな って

をされていて大変だ ったこともあると思うのですが、 いる理由の一 つだと思います。

その点はどうでしょうか。 また、縦割 り行政とよくいわれるように、組織によっ

川上 私の場合、子供が保育所に行 っている 1mがー祷大変で て仕事の範聞が決まって いて、なかなか広い視野での

した。夕方子供を迎 えに行かないといけない頃に 打 ち 仕事ができないという而もあ ります。

合わせが入 った りすると、帰 りますとも 言 えず、 うち 一一一 特に営繕については、これまで内部設計でやってきた

の子 供が一番最後に 一人て。待 っていた りすることもあ 所が外注が多くなって技術の蓄積がなくなっていると

りました。 また、子供が然を 出 したりすると保育所も か、組織の必要性そのものが問われている面があると

預か ってくれませんでしたので、おばあちゃんが頼み 思うのですが。

の綱でした。 山添 若い 人が役所に入 ってきた l時に、 一度自分で設計して

山内 私も子供 2 人の核家族で、 主 人は仕事で全くだめだ つ ものをつくる楽しさというのを経験していれば、委託

たものですから、ほとんど何 でも私一人でやりました。 設計の場合でも ｉ ｾ ｉ 分がどこに力を入れたらよいか分か

保育所に迎えに行くのも、 知合いの母親に頼んだこと るのではないでしょうか。: w; 築行政や住宅などの部門

もあるのですが 、 保育所がいやがりますので 、 ｉ ｾ ｉ 分で にいて、いきなり営絡にきても、 何が公共建築の魅力

行き、残業はほとんどしませんでした。 そのころは 、 なのかわからないのではないかと思し、ます。逆に技術

!当 分だけ残業をしな い とい うことで、多少他の人に速 の裏付け があれば、出先に行 っても 使 えるわけです。

l台、があ ったような気がします。 そのH寺はまだ仕事がそ ただ、 内部設計をちゃんと 出来るようになるのに 5 年

んなに 忙 しくなか ったのですが、最近はものすごく忙 かかると 言われますから、その辺が人ZJ'; 呉羽J との|長1係

しくて 、子育て期間中 の方は本庁ではとてもや ってい で如しいところですが、ど う人をi ' i てていくかという

けないので、事務職の場合、皆さん希望して地方機関 点が一番重姿なのではないでしょうか。

へ行かれます。 川上 同じ建築職でも、いろいろな仕事て・初日f ! ' を広めたいと

山添 私の場合、上の子供は保育所に預けていましたが、職 思 っている 人 もいれば、ず っと設計をしたいと思 って

場が家から近〈残業もほとんどなか ったので、その点 いる人もいますから、そういう希241や適性をヒの人が

は楽でした。下の子供のH寺は時と 同病していましたの 見抜くのが難しいと思います。

で、そういう子育ての苦労はあ りませんでした。 とこ 山内 長い ｉＯ ｜ｊ 指 導行政にいた 人 が、 Ｔ Ｐ 代 にな っ て急にＧ ［ ［ｾ 絡に

ろが、住宅諜に変わ って、ものすごく忙しくな ったl時 株わ っても 、 どうしてよいか分からないでしょうね。

に、 何 となく家庭ががきついているということに気が 山添 地域という枕点 で見ると、指導行政も公営{住主宅のE往E設

つきました。 これiは立恥しい、けないと !思ι いまして、それカか、ら も公 ｊ共己主挫 ｾ 築も全古 剖部 ｼ巴 ｩ 一 休なわけてで ｆ すが、，仏ト Ｚ ｾ Ｎ Ｇ，

は仕T事J' ，. 王と家庭とのパラ ンス を取るようにしています。 う発担.lでは全然、見ていません。 そういう視点で見られ

今は営繕謀にいますが、その辺のコ ン トロールはでき るようにな っただけでも、いろいろな仕事を経験して

ていると，思います。 きてよか ったかな、と思います。 . .  • • 
一一一 それは女性だけでなく男性も含めて 、仕事に対する体 一一一最後に、 これから行政職 をめぎす若い人達に何かメ ツ

質の問題でもありますね。 セー ジをお願 いします。

山j煮 やは り絶対的に忙 しい職場というのはあ りますし 、そ 川上 いろいろなことに興味 を持 って、わからないことは恥

ういう所ではバランスなどと 言っ てられないですね。 ずかしがらずに 聞 くという姿勢で、桃野 を広げてい つ

山内 うちでも絶対的な業務量が均 えていますし、 仕事人間 て取きたいと思います。大阪府は 、内部の提笑で公共

というか残業も当然、の事としてやるような体質があっ 建築フ ェアをやるなど、役所としては '，lfl) とオ ープンな

て、女性もそういう中に巻き込まれている状況です。 雰囲気がありますので、ぜひ受験して下さい。( 笑)

川上 常綿ても、 一つの建物を主J ! ; てるのに以前よりもず っと 山内 これから行政職を目指される人は、建築職がどういう

条 件 が難しくなり 、 機能も級生 ｻ ｾにな っ て、 ｬ 時 Ｑｭ がかか 仕事をや っているのかということを十分調べてから就

るようにな っています。 織された方がよいと思います。例えば県と市とでは仕

一一一 行政の中での建築職の仕事 は、営繕、建築指導、住宅 事の |人]谷が全〈迎います。

とそれぞれ異な った課題 を抱えて、仕事の内容も変わ 山添 公共怨築というのは自分の生活に術桜に関係している

りつつあるようですが、そのあたりはいかがですか。 干'F( Eで、その rr: 1床では大変魅力ある仕事fごと思います。 と き 平 成 4 年 4 月21日

川上 それぞれ仕事の 内容は迎いますが、 ill 物やII rrを良くす 私のまわ りの，建築l械はおとなしい人が多いようにみえ ところ 日本建築協会会議室

るために誘導していくという 而 では |百l じだと思います。 ます。 もっ と仰破 りで大胆 な発氾l をする人がいてもい 企 画 会員企画小委員会

以前は、営絡でも建築行政ても最初に配属された所に いように思 っています。

ず っ といるという傾向がありましたが、最近は人事交 一一一 本日はお忙しいところ どうもありが とうございました。

chal rman M. TAKADA 

wnter 、f. AKI KO
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建築技術安全審査委員会

評価・審査完了案件一覧

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 吹 国 市 藤 白 台5 - 8 ー 1 干 565

電 話 ー( 06) 872- 0391 F AX" ' ( 06) 872- 0784 

業 務時間 ー・平日 : 9 :  ＰＰ ｾ ＱＷ Ｚ＠

土曜 : 休業

査 3 件、平成 2 年度が評価2 5件 審 査 l 件となっています。平成 3 年度の評価 ・審査完了案件は下表の通りです。 ここに、評

価 とは高さが4 5m ( R C 造は 3 1 m) を超え 60 m以下の建物を対象とし、

審査はそれ以下の建物を対象としています。 なお過去 3 か年度の案

件数は、昭和6 3年度が評価17件 審 査15件、平成元年度が評価26件 審

平成 3 年度の特長としては、鉄筋コンクリート造の共同住宅が以

前より多〈、また 、容積率のアップを図るため上階に共同住宅を設

けた事務所建築物の案件が大阪市内に出始めたことなどです。

1 評 価 案 件

報告番号

{キ 名 建 物 用 途 申 込 者 段 計 者

構 造 形 式 指 数 軒 高 延面積

建 叡 地

報 告 日 ( 地上階) 地 上 地 下 ( m)  ( m' )  

苦F 91- 1  西村'fiii ニュ タウン民IHI 住宅用地第 3 共同住宅 銭高組大阪支社 銭 高 組 級 建 築 士 事 務 所 S RC造 16  47. 3 13 ，948 神戸市

3. 8.21 次分殺事業計画 ( j有線) 西区

評 91- 2  A V A Xピノレディング 事務所 出江l l : 建築事務所 出江l l : 建築事務所、出口節 S 造 18  3  59. 65 5，444 大阪市

3. 9.18 共同住宅 夫& 背革建築繕造事務所 福島区

百l' 91- 3  (仮称) 神戸事業ビノレ新築工事 展示場 日総主主大阪事務所 泉沢建築設計事務所 S 造 11 2  52. 46 35 ，516  神 戸市

3. 9.18  日総ill 大阪事務所 中央区

評 91- 4  阪急川西能勢口駅前地区第 2 工区第 l 底舗 阪急川西能勢口駅前地区第 2 アール・アイエ一大阪支社 S RC造 15  52 .25 26 ，825 兵庫県

3. 10. 16 郷市街地再開発事業施設建築物 5 練 共同住宅 工区市街地再開発組合 一部R C造 川西市

詞ι 91- 5  (仮 称) S ・I ビルディング新築工事 事務所、底舗 一陽建設 車IJ 美設計 3 階以上 S i主 17 3  52. 3 6，101  大阪市

3. 9. 18 共同住宅 長田建築事務所 2 階以下 S R C造 西区

評 91- 6  (仮湖、) 新 大 阪M ピノレ 事務所 日建設計 日建設計 柱 S RC造 13  55. 2 18 ，575 大阪市

3. 9. 18  梁 S 造 東淀川 区

評 91- 7  福岡市健康づくりセ ンタ一等複合施設 事務所 稲岡市長 内線建築事務所 4 階以上 S 造 10  2  49 .85 17 ，976 福岡市

3. 10. 16  新築工事 3 階以下 S RC造 中央区

持下 91- 8  商工中金船場ビル (仮称) 新築工事 事務所 安井建築設計事務所 安井建築設計事務所 S 造 15 57. 45 10 ，018 大阪市

3. 10. 16  中央区

持下 91- 9  ( 仮称) サントリ 昌光産業堂島ピ 事務所 安井建築設計事務所 安井建築設計事務所 5 造 13  2  52. 45 11 ，478 大阪市

3. 11. 20 ノレ新築工事 共同住宅 北区

寺下91-10  堂品ホテノレ共同ビノレ村ｾ築工事 ホテノレ、底知i 松井普司 日車問建築設計事務所 8 階以上 S 進 14  3  56. 9 14 ，702 大阪市

3.11.20  スポーツ施設 大建企画設計 7 階以下 SR C造 北区

寄q' 91- 11 野村不動産広島西部丘陵都市集合住宅 共同住宅 大林組広島支庖一級建築士事 大林組広島支庖一級建築士 R C造 14  42. 65 6，612  広島市

3. 12. 18  E  住区a棟 務 所 事務所 安佐南区

寺下91- 12  野村不動産広島西部丘陵都市集合住宅 共同住宅 大林組広烏支庖一 級建築士事 大林組広島支庖一級建築士 R C造 12 38. 60 6，579 広島市

3. 12. 18  E 住区c棟 務 所 事務所 安佐南区

書l' 91- 13  茶屋町高橋ビノレ新築工事 事務所 高僑ピノレディング t剥 I:ill 築事務所 5i i t 13  3  54. 1  10，133 大阪市

3. 12. 18  劇 場 長田建築事務所 北区

持l ι 91- [ 4 高石駅西地区第 l 積市街地再開発事業 共同住宅 関西都市整備セ ンタ 関西都市整備セ ンタ 6 階以上 R C造 11 34. 75 4，858 大阪府

4. 1. 22 施設建築物 事務所、広舗 南建築事務所 5 階以下 S RC造 高石市

言干 91- 15  (仮称) 篠田ビル主主替計画 事務所 竹中工務広大阪 級建築士事 竹 中 工 務 庖 大 阪 級 建 築 士 5 造 17  3  59. 00 19 ，151 大阪市

3. 12. 18  務 所 事務所 北区

吉司， 91- 16  (仮称) ニチコ・本社ピ J レ新築工事 事務所 IA O竹田設計 室 IA O竹田設計室 5 造 18  58.25 5，534 大阪市

4. 1. 22 共同住宅 現代建築設計事務所 一部S R C造 北区

評 91- 17 西事t JV ー (52) 団地 C 棟、 F 練 共同住宅 竹中工務庖大阪本j苫 竹中工務庖・ 戸田建設 一 井 R C造 C:14 41. 10 8，738 やt jコ市

4. 1. 22 建設・前田建設工業 F :12 35 .30 7.112 西区

評 91- 18 (仮 称) 朝日プフザ泉北ホテ ノレ 〔高層 ホテル キンキ権造設計 A A A総合設計 5 造 17  59. 35 64 ，610 大阪府

4. 1. 22 棟〕新築工事 キンキ締造設計 堺市

評 91- 19 ｾ ｅＱＱ ＷＷ ワータウン セントラ J レヒノレ 共同住宅 熊谷組大阪支庖一 級建築士事 熊谷組大阪支庖一級建築士 S RC造 20 57. 75 11 ，983 兵庫県

4. 2. 19  ズ新築工事 L 練 務 所 事務所 三岡市

評 91-20 (仮) サントリー山崎社宅 共同住宅 大林組本庖 級建築士事務所 大林組本庖一級建築士事務 R C進 11 32. 90 8，493 大阪府

4. 3. 18  所 島本町

評 91- 21 読売テレビ 野崎町ビノレ( 仮称) 事務所 日建設計 日建設計 5 造 14 2  56 .2  23 ，185 大阪市

4. 3. 18  鹿島建設 拠品建設 北区

評 91- 22 (仮称) 奥村組住之江社宅新築工事 共同住宅 奥村組 奥 村 組 級 建 築 士 事 務 所 プレキ ャスト 11 32. 55 4，547 大阪市

4. 3. 18  RC造 住之江区

評 91- 23 近鉄森の宮ピノレ (仮 称) 計画 事務所 日建設計 日建設計 S 造 14  59. 5 19，628 大阪市

4. 3. 18  S RC造 減東区

詞， 91- 24 (仮称) 住友生命南港ホ J レ計画 多目的ホ ノレ 日建設計 日建設計 柱 S R C造 14 2  56. 25 35 ，190 大阪市

4. 4. 22  事務所 梁 S 造 住之江区

書l' 91- 25 りんくうエネノレギ プラント ・情報複 日建設計 5 造 10  4  45. 5 43 ，026 大阪府

4. 4. 22 合ビノレ 地域冷暖房施設他 S R C造 泉佐野市

2  .審 査 案 件

報告番号

件 名 建 物 用 途 申 込 者 段 針

構 造 形 式 | 階 数 l 軒 高 |延面積

建 位 地

報 告 白 ( 地上階) 地 上 地 下 ( m)  1  ( m' )  

91- 1  仮称) ウッドパ ク五日市新築工事 共同住宅 もみじ建設 KI S HI BE建 築 設 計 事 務 所 傾1 R C 造 性1 3 1 1 1 9 . 0 1 1 6 ，771 広島市

3. 7. 17 塩見建築構造設計 斜地に建つ建物の安全 佐伯区

91- 2  福 山通運株式会社大阪支庖ト 7 .. / クタ トラ y クターミ 東海興業
東 海 興 業 大 阪 支 庖 級 建 築士事務所積載|荷 R C造 町t を5 え高1 1度コ1 29. 55 1ト20 ，460 

大阪市

3.  8. 21  ーミナル新築工事 ナノレ 高きが20mを越えたR C造の建物で、 重が300kg/ 超 強 ン7 リ を使用 福島区

91- 3  (仮称) 谷水ヒソレ新築工事 倉 庫 前田建設工業大阪支
前田建設工業大阪支庖一級 調I S整(一池部にSRC) 造 受け1 4 物| ー 全|性22.78 1  7. 164 

兵庫県

3. 8. 21  底一級建築士事務所 建築士事務所 建ち片土圧を る 挫 の 安 = 田市

91- 4  環境事業局 西淀川工場建設工事 煙 突 大阪市長 ? ? " ?  
周I R C造 突の| 安全性| ー |内筒 120 1 一 一

大阪市

3. 8.21 (120m煙突) 大建設計 さが100mを超える煙 西淀川区

91- 5  近畿松下 7 イフエレクトロニクス滋賀 倉 庫 奥 村 組 級 建 築 士 事
奥村組一級建築士事務所 混|合柱構R C造、梁 S 造極締|i 量4 材|I}自の応|力 14. 7 111 ，099 

滋賀県

3. 11. 20 支社新社屋新築工事 事務所 務 所 造の設計法と奥 部 伝達 守山市

91- 6  尼崎テ 7 ノ ア ンド・スポーツランド ゴル7 練習場防 ーユージェ γ ク ーユー ジェック

m|5 造 キ| ・ー支|柱ーの安| 全55. 2 1 一 -

兵庫県

4. 4. 22 55mネ y ト支柱 球ヰ y ト支位 きが50mを超える防球 y ト 性 尼崎市

91- 7  プリマハム側近畿センタ 新築工事 冷凍倉庫 井上博設計事務所 井上博設計事務所

典I R C造 C構造| を6併用1 1 建1 27.8安全1  7，199 

大阪市

4， 5目 20 なる性状を有する R し た 物 の 性 酋淀川区

22 控 寮 と 社 会/ 1992Q'. 8 )J '，;  
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「京都市まちづくり審議会」答申と今後の京都景 観 対 策

昨年 6 月に設笹され、精力的に論議を重ねてき と形成に努めて きた。

た 「京都市土地利用及び景観対策についてのまち まず、 三山やその山麓の文化財集積地および良

づくり審議会 J (以下、 「まちづくり審議会J ) か 好な住宅地成の来観保全i制度として、風致地区を

ら、本年 4 月に第 2 次答申がなされた。昨秋の第 指定している 。風致地区のうち特に歴史上、) i t観

l 次答申に続 くこの答申で、土地利用と景観対策 上重要な地域を 「古都保存法」 による特別保存地

の緊急課題についての方策の全容が示されたこと 区に指定して長観の凍結的な保存を進めている 。

になる 。 市街地殻観については昭和47年制定の市街地京鋭

本稿では、この答申のうち、主として来観対策 条例により美観地区、工作物規制区域、巨大工作

の概要を紹介するとともに、これを受けての行政 物規制区域、特別保全修設地区が制度化された。

の笑際の取り組みについて記したい。 美観地区と工作物規制区域は御所や二条城、本願

京都のまちづくりの課題

この 「まちづ くり審議会」は近年の京都のきわ

めて困難なまちづくりの諜題に対して、緊急に対

応策を検討するために設ili された。長期にわたる

京都経済の低迷と、それとは逆の全図的なバブル

経済の状況の中での、京都の山地部でのゴルフ場

計画や違法| 摘発の出現、市街地音11てがの投資型7 ン

ション建設の地加などによる土地利用と長鋭の乱

れに、京都の市民、行政双方が危俄感を抱いてい

たが、平成 3 年 1 月に回溢市長は 「伝統と創造の

調和したまちづ くり推進のための土地利用につい

ての試案」 をまちづくりのたたき台として示し、

その議論のため、専門家をはじめとする各界の人々

からなる審議の場を設けるとともに、広〈市民の

意見を取り入れることを表明した。 r まちづくり

審議会」は、この市長提案を受けて設置されたも

のである 。

実際、京都は現在多くの課題に直面している 。

市街地では近年の地価高騰の中で建物の中高層化

が急激に進行するとともに、地上げによる虫食い

状の空地も目立 っている 。地価高勝は、景観の悪

化のみならず、住居費や相続税、固定資産税等の

負担増も含めた居住環境の悪化をもたらし、都心

部を中心に激しい人口流出とコミュニティの弱体

化が起こ っている 。産業 ・経済面ても京都の地盤

沈下が言われて久しいが、 主力産業である繊維産

業の低迷と新規卒業のための用地機保が困難であ

ること等による市内企業の市外への流出傾向によ

寺などの大規模な歴史的建造物とその周辺市街地

および鴨川の両岸と鴨川の束から* 山までの市街

地を指定しているもので、建物や工作物の高さを

制限するとともに、芳、匠や色彩を周辺の歴史的景

観と調和させるよう求められる 。 巨大工作物規制

区域は既成市街地の大部分に指定され、巨大な鉄

港や煙突、長大な高架道路についてその高さや形

態、色彩などを基本計画の段階でチェ ックしてい

るものである 。特別保全修景地区はいわゆる町並

み保存地区の制度で、 im寧坂地区と紙図新橋地区

が指定されている 。昭和51年に伝統的建造物群保

存地区制度ができると、上記 2 地区が重ねて指定

されるとともに、後に峻峨鳥居本地区、上賀茂地

区が加わ った。 これらの地区では許可制度と補助

金制度を組み合わせ、歴史的町並みの保存と修景

卒業を進めている 。 さらに、歴史的界わい景観保

全整備要綱により、歴史的建造物が分布し特色あ

る界わいを形成している 三条通りと上賀茂伝統的

建造物群保存地区の周辺地域を指定し、届出制度

と補助金制度により保全に努めている 。

なお、高度地区において高さ 3 1 mを越える建築計

画は、基本計画の段階で市長に届け出ることにな

っており、: h ( 鋭而でも指導している 。

「まちづくり審議会」の答申

「京都市まちづくり審議会」は専門家、各界代

表者等40名てす持成され、全体会のほか、土地利用

と景観対策の二つの専門委只会を設け、昨年 6 月

よりほぼ 1 カ月に l 回の精力的な会合で論議して

J E  

圃・・・/'

Eコ

品 問字文ず孫

景観対策について、答申内容を以下に記す。

まず、 1 の自然 ・歴史的景観保全地域ですま、三

山の保全を最重要とし、歴史的風土特別保存地区

の拡大や近郊緑地特別保存地区の指定などにより

凍結的保存地区の拡大を図ること、風致地区につ

いては指定範囲の拡大や種別指定の見直し、罰則

の強化、さらに凍結的保存と現行の風致地区規制!

の中間的な規制制度を条例で創設することなど、

保全制度の拡大拡充を提案している 。 また、伝統

的建造物群保存地区など歴史的まちなみ保存につ

いても、その指定地域の拡大や相続税等の税負姐

軽減措ili 、木造建築に係る建築基準法等の緩和措

置、さらに屯線類の地中化などによる公共空間の

改善を求めている 。

次に、 2 の者11心再生地域では、歴史的市街地で

あり、かつ現代京都を支える都市活動が行われて

いる地域であることから、その特性に合 った規制

誘導を図ることを基本とし、現行より高さ規制の

強化を含むきめ細かな高き制限をすること、美観

地区の拡大や制度の充実を図ること、歴史的な町

家街区について歴史的界わい景観地区制度の活用、

拡充等により保全を図ること、景観資源となって

いる歴史的建物等の保全のための助成を行うこと

などを求めている 。 さらに、都心幹線沿道等では

長観形成計画を策定し、公共空間の整備を中心に

総合的な景観誘導を図ることとしている 。

3 の新しい都市機能集積地域では、美観地区制

度などにより点在する歴史的拠点とその周辺景観

り、経済指標は国全体のや11ぴ率を大きく下回 って きた。昨秋には市民参加のシンポジウムを 、三つ に配慮しつつ、新市街地の形成に合わせて優れた

いる 。 の地域区分にしたがって市内 3 カ所で開催し、広 景観を創造するための景観形成計画を策定するこ

千年余にわた って常に日本の文化の頂点となり、 〈市民の芳、見を直接聞くとともに、報道機関に審 ととしでいる 。

技術の先端を走 ってきた京都が、そして歴史的蓄 議を公開し、新聞等を通じて市民の関心を深めた。 第 l 次答申ではさらに、推進体制の整備として

積が周辺の自然と融合して側性的な魅力を形成し、 (1) 第 1次答申 庁内体制の盤備と合わせて、第三セクターを活用

内外の多くの人々を引きつけてきた京都が、この

ままではその活力も魅力も大き く失 ってしまうと

いう危機に立 っているのである 。

これまでの景観対策の概要

さて、京都ではこれまで各種の景観保全制度を

設け、 三 山の 山並みから市街地までの景観の保全

「まちづくり審議会」は平成 4 年度事業の予算

化など、可能なものから逐次施策に反映すること

を求めて、昨年11月に第 1次答申を発表した。

この答申では、市域を r 1  自然 ・歴史的景観

保全地域j r  2  調和を基調とする都心再生地域」

r 3  新しい都市機能集積地域」に大別し、今後

の方策をとりまとめている 。

して地区計画や建築協定等住民の自主的なまちづ

くりの相談や活動の支援、啓発事業等を積極的に

進めること、平成 2年度末に創設された景観基金

の充実と効果的な運用、景観を科学的かつ合理的

に検討するための景観シミュレーションの開発、

国に対する支援の要請についても提言している 。

(2)  第 2次答申
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本年 4 月の第 2 次答申では、第 l 次答申以後さ | 大 阪 府 建 築 基 準 法 施 行 細 則 の 改 正

らに審議を深めた事項の具体的方向を示している 。1- 福 祉 の ま ち づ く り に 向 け て 、 技 術基 準 等 を 設 け る -

景観対策では、第一に美観地区制度について、 ー

より強力に市街地の美観を維持し、優れた景観を

創出するために、種別を現行の 2種類から数種類

に細分化して規制 ・指導の強化 を図るとともに、

指定地区を拡大すること、美観地区の建物につい

ては原則! として勾配屋根の設置を義務づけるもの

としている 。第二に景観形成地区制度について、

特色ある通りや京都を代表する大通りおよび大規

模プロジェクト地区において優れた景観を計画的

大阪府では、高齢者や障害者をはじめ、不特定

多数の人が利用する特殊建築物について、安全篠

保の見地から平成 4 年 3 月、建築基準法施行条例

の改正を行 った ( 本誌 5 月号掲載。平成 4 年 11 月

施行)。

これに伴い、大阪府建築基準法施行細目 IJ を改正

し、詳細な技術基準等を設けることとした( 平成

4 年 7 月27 日公布 )。

その概要は、以下のとおりである 。

( 大 飯 府 建 築 部 建 築 抑 制 の まちづく 4りJ

志 摩 宣 彦

に形成するため、公共空間の劉粛に合わせて民間 | ・ 大 阪 府 建 築 基 準 法 施 行 細 則 改 正 の 概 要 平成 4 年 7 月27 日公布

建築物等のデザインを誘導する笑効性のある制度

を検討することとしている。第三に大規模の建築

物等については、現行の高度地区の届出制度や巨

大工作物規制区域制度を内容、範囲とも拡大する

ことを求めている 。 さらに、建物屋上部分の景観

の向上、屋外広告物等の規制 ・指導の強化等を提

言している 。

なお、議論を呼んだ総合設計制度については、

適用区域、公関空地、高さ等についてのきめ細か

い運用を図り、より 「京都らしさ」に重点をおい

た活用を進めるとしている 。

結 び

これらの提言 を受けて、京都市では現在景観施

策の見直しと拡充強化の作業を急ピ ッチで進めて

いる 。歴史的自然的景観については、歴史的風土

保全区域や特別保存地区の指定地域の拡大につい

ての検討が進められている 。風致地区については

地域の拡大や指導基準の見直し調査、イ昔景景観の

保全方策の検討、さらには風致地区条例を補完す

る緑地保全のための新条例の検討も進められてい

る。市街地景観対策については、現行の施策を大

幅に拡充することをめざし、①規制 ・誘導制度の

拡大 ・拡充、②市民参加の景観づくり制度の確立、

③都市デザイ ン事業の推進制度の確立をめざし、

市街地景観条例の大幅改正のための検討を進めて

いる 。

そしてこれらの検討を科学的かつ迅速に行い、

市民などに分かりやすく提示するために、大規模

な地理画像情報システムや都市景観シミ ュレーシ

ョンシステムの構築を急いでいる 。

さらに、上記の様々な新しい施策を多くの人々

の理解と協力、参加のもとに円滑に笑施するため

に、第三セクタ一等の設置について検討している 。

答申に沿 って、景観施策全般の市民の相談窓口と

なり、各種の支援、補助事業を進めるとともに、

景観にかかわる市民や専門家向けの研修会、展示

会の開催、パンフや書籍の発行、景観にかかわる

調査研究を行うなど、総合的な最観づくりの一翼

を担う新しい組織のあり方について検討を進めて

いるのである 。

現在、京都ではまちづくり、景観づ くりについ

て、行政のみならず、市民、経済団体その他で活

発な議論が続けられている 。 まちづくり審議会の

答申とともにこれらの意見を十分取り入れ、保全

と開発をより高い次元で調和させる、新しい景観

施策を早急に確立し、推進したいと考えている 。

ド1) 車椅子転回スペース

① 必要な廊下

- 延長 が 25メート ルを超える廊下で、避雛階にあ

るも の、および居室の床面積の合計が 200m' を

超える階にあるもの

② 設置する場所

・廊下の端から 10メートル以内

. 区間50 メートル以内ごと

ド2) エレベーターの仕様

① かごの大きさ

・博物館、美術館、図書館、病院、 診療所、公会

堂、集会場または児童福祉施設等

ー → 間口 1. 4 m、奥行き 1. 35m以上

. その他

七 閉口 1. 05m 奥行き 1. 35m以上

小規模な建物

閉口 1. 0m、奥行き1 . 1m以上

② 主な仕様

イ乗降ロビー

- 専用乗場ボタ ン、点字表示

- 音|階チ ャイム等による案内 ( 共同住宅を除 <l

ロ か ご 内

- 専用操作盤、 鏡、戸閉制御装置、かご位置表示

器、手すり、点字表示

- 音声等による案内 ( 共同住宅を除 <l

③ 乗降ロビーの広さ

.  1.4  m角以上

|ゆ) 劇場等の車いす使用者用縦覧スペース|

① 大 き さ 等

- 床は平坦

・幅は85cm、奥行き 1.1m以上

② 数

100席以下 l  以上

400を超える場合 客席総数の0. 5%以上

也竺

① 構造

- 出入口に高低差がある場合、中高90cm以上 ・勾配

1/ 12  (高低差が10cm未満の場合は 1/8) 以下のす

べりにくい仕上げのス ロープを設置

② 設備等

- 小便器に手すり設置 ( 1 以上)

- 洗面器または手洗い器にレバー式、光感知式等

の水栓設置 ( 1 以上)

③ 1更房 ( 1 以上)

- 車いす使用者が利用可能な広さ

・出入口幅 85cm以上

- 出入口は引き戸 ( 構造上やむを得ない場合は外

聞き 戸) を設置

- 洋風1更昔告の設置

. 手すりの設置

・〈っぺら式、光感知式等の大便器洗浄装置の設

置

ll i; 特定行政庁が定める様式

- 特別の配慮を要する特殊建築物調書

. 条例第64条による認定申請書

- 条例第65条による調書

( 京都市都市計副 都市景観部都市景観隈景観悟豊 苅 谷 勇 雅 ) I口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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平成 4年 度BEL CA賞の募 集

適切な維持保全を推進、または優良な建築物の

改修を 実施 した者 (物件) を表彰する制度が、( 初建

築 ・設備維持保全推進協会に より平成 3年度に創

設された 。このBEL CA貨の第 2 回募集が始まる 。

なお第 1回BELCA11でーは、ロングライフ ・ピ/レ

テ' ィング部門に丸ノ内ピルヂ ングほか 4 件、ベス

トリフォーム ・ビルデイング部門に大阪7 ーチャ

ンダイズマー トピルほか 4 件 が表彰されている 。

募集期間 1992年 9 月 1 日ω - 10月10 日仕)

選考範囲 歴史的記念建造物を除〈下記のもの

( 1) ロン グライフ ・ビルディ ング部門

建築物のロングライフを考慮した設計

のもとに建設され、修繕も含む適切な

維持保全を実施している建築物のうち、

作品および内部環境として特に優秀な

もので、築後初年以上を経過したもの

(2)ベストリフォ ーム ・ビルディ ング部門

長期的イサカ日価値の増進を図 って最近改

修され、作品および内部環境として特

に優秀 な築後 1年以上経過した建築物

表彰内容 L L B部門、 BR B部門、各 5点以内を表

彩。1993年 5 月末に受賞者へ通知

審査委貝 芦原義信氏一委只長、障谷孝一氏一副委貝

長、梅野捷一郎 ・谷 口哲彦氏一特別委員

.  L L B部門- 三井所清典氏ほか 11名

.  BRB部門… 守屋秀夫氏ほか 11名

応募手続予め他の関係者の了解を得て、次のい

ずれかが行う 。

.  L L B部門 … 建築物所有者、設計者、

維持管理者、施工者

.  BRB部門… 建築物所有者、設計者、

施工者

応募図書①応募申込書、②応募建築物説明書、

③維持保全計画書、④図面 (A 4 判) 、

⑤写真( カラ ーのキャビネ) 5 枚以内、

⑥35mmスライド 15枚以内

なお、 BRB部門は③は不要。⑤⑥は改

修 前 ・改修後を併せて提出すること

応募提出 ( 鉛建築・ 設備維持保全推進協会( 〒107

東京都港区赤坂 1- 8  - 2  TEL03-3224-

9181)  

応募詳細は、上記提出先へ問い合わせられたい。

「建築ノ f ース」の国家検定試験

平成 4 年度 l 級および 2 級『建築図面製作 (建

築透視図製作作業) J の技能検定試験が行われる 。

試 験 日 笑 技 試 験 平 成 5 年 2 月 7 日( 日)

学 科 試 験 平 成 5年 2 月14 日( 日)

受検方法各都道府県職業能力開発協会で受検申

請用紙の交付を受け 、同所へ 提出

申 請 期 間 平 成 4年10月 2 日ω - 10月14日制

手 数 料 実 技 試 験8，500円、学科試験2，600円

受検資格 学歴、 職業訓練歴に応じた実務経験要

間 合 先 中 央 職 業 能 力 開 発 協 会 ( 干107東京都港

区赤坂 3- 5  - 2  TEL03-3224-3668) 

第 2 回 病 院 建 築 賞 募 集

平成元年 4 月 1 日~平成 3年 3 月31 日に新築、

増改築、開院、 または使用開始した病院等 (診療

所、保健・福祉縮訟を含む) を顕彰する第 2 回病

院建築11ーへの応募を、 主催の( 紛日本病院建築協会

が呼びかけている 。顕彰結果は 1993年 3 月末公表。

募集趣旨建築として質が高〈、患者にも職員に

も使い勝手の良い建築物

応募期日 1992年 8 月 1 日 - 9 月末 日

応 募 資 格 病 院 (等) の開設者 ・管理者 ・設計者 ・

施工者のいずれでもよい

応 募 料 l 作品50，000円

提出資料 (1) 所定の応募申込書、建築概要書

(2)設計主旨

(3)A  3 .>f'Jjの配置 ・平 面 ・断面図など

(4)写真15枚 以内、 周辺環境のわかるも

の、室内は家具 ・機器の設置が必要

提 出 先 制 日 本 病 院 建 築 協 会 (〒108東京都港区

芝 5-26-20 TEL03-3453-9904)  

選考委員会 栗原嘉一郎氏 ( 筑波大学教授) 一委貝長

ーほか 6 名

「病院建築に関する研修会」

開 催

会期 1992年 9 月 7 日側、 8 日ω 9・30-17: 00

会場 明治大学会館 8 階会議室

( 東京都千代田 区神田駿河台 1 - 1  )  

定員 150名 (先着順)

主催 ( 出日本病院建築協会

会 費 主 催 団体会員27，000円、 一般50，000同

申込 ( 白日本病院建築協会 (〒108東京都港区芝 5

-26-20 TEL03-3453-9904 FAX03-3453-

7573)へ参加申込書に所要事項記入の上、申

し込まれたい。会費は同時に、三菱銀行四谷

支庖、三和銀行四谷支底、東京中央郵便局

戸、
。

内容 鼎談「建築資の問題」

講演 「物品管理システムの実際」

シンポジウム 「個室と多床室」

病院情報システム解説

講演「病院機能の評価 」

講演「病院の機能分担」

シンポジウム 「老人病院建築の課題」

建 築 新 技 術 展/ 国際セミナ-

A/E /C  S Y S T E MS  J APAN' 92 

会期 1992年 9 月 9 目的<) - 9 月11 日幽

会 場 東 京 ・池袋サ ンシャイ ンシ ティ 文化会館

「村野藤吾 に学 ぶ」セミナー

村野藤吾の作品を通して、建築 とは何か、建築

家とは何かを問い直す。東京に統〈セミナー。

講師 内井昭蔵氏 (建築家)

長谷川 発氏 (武蔵野美術大学教授)

日時 1992年 10月15 日側 18: 15- 20・00

会場 綿業会館 (大阪市中央区備後町 2- 5 - 8)

定員 400名 (参加無料、先着順)

申込 ノ、ガキに、氏名、勤務先・連絡住所 ・電話

番号を記入し、 主催者である同朋舎出版へ

申し込むこと 。 入場整理券発行。

側同朋舎出版 ・建築セミナー係 (〒541大阪

市中央区北久宝寺町 2- 1  - 7  TEL06-271 

2422)  

第 6 回建築デザ、イン会議' 92

in K U MA MOT O 

「変貌する公共性一 人・建築 ・社会一」をテー

? に、建築デザイン会議実行委員会は今秋、 「建築

デザイ ン会議'92 in K UMA MOT OJ を開催する 。

年に 一度、戦後生まれの建築家が一堂に会し、今

回は、現代の 「公共性」をめ ぐっ て、熊本に会場

を移す。

日時 1992年 11 月12 日同 - 14 日出

会場 熊 本 市 内 、 小国町内

聴 講 往 復ハカ・キに氏名、住所、電話番号、勤務

先 (学校名 ) 、「建築デザイ ン会議、オーデ

ィエ ンス希望」と記入の上、建築デザイ ン

会 談笑行 委員会 (干102東京都千代田区四番町 8-

13デ ル 7 ァイ研究所内 TEL03-3222伺 5031) へ応募

すること 。参加費20，000円 (学生10，000円)

ー宿泊 費、食費、 その他を 含む一。 募 集 人 数50

名。応募締切1992年 9 月22 日

' / ログラム

第 1 分科会 公共性という概念

佐藤方俊/ 南条史生/ 三宅理一

第 2 分科会 「装置」

小山業堂/ 陳内秀信/ 戸室令子

第 3 分科会: テー7 パー クの時代

上野千鶴子/ 国吉直行/鈴木隆之/ 南俊道昌

第 4 分科会: 対話は不可能か?

磯悶桂史/ 井上章一/ 後藤道雄/安井依爾

第 5 分科会 シ ミュ レイショ ンワー クショ ップ

、公 園砂 の拡張

古山正雄/建畠笛/ 藤本由紀夫/ 両角光男

「建築への思索展ーI NAX

RE PORT  100の干見点」

主 催 A/E/C S YS T EMS  J AP AN組 織 委 員 会 会 期 1992年 9 月 10 日同- 11 月25 日制

(委員長 ・線 村 魁) 、デルファイ研究所

協賛 ( 初日本建築協会ほか

会場 1) 展示会 (入場無料)

2) 国際セミナー ( 有料)

3) ベンダーフォーラム (無料)

出展 CAD、建築アプ リケーション ソフト、ファ

シ リテイマ ジメント、 CG、GIS等

AM10: 00- PM6: 00 休館日 9 月19 日出

会 場 INA X大阪ショールーム

(大阪市西区新町1-7  -1  TEL06-532-1956)  

側 INA Xの企業誌 r r NAX RE POR TJ は、今年

6 月15日で100号を迎えた。創刊以来16年、この歳

月を見つめ続けた r r NAX REPORTJ の言葉とシ

ーン をあ わせて 100切り取った試みてe ある 。

建築と社告/ 1992年 8 11¥} 25 
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世の中これからきっと

7 秒の劇的消火|

消火の決めては、なんと言っても初期消火。

で'

'--

発見の早きと確実な消火活動が、大事に至るのを防ぎます。

うなる。

ケスジャンは、消火と同時にアラームが鳴り、消火液が一気に噴射。

24時間イノチを守る、新しい時代の消火システム。

ＮＲ ＺｊｾＺｊｾ 号 ＭＶ
。ケスジャンの取付けは、面倒な配線、配管工事等は一切不要です。

O ケスジャンは、温度の上昇で自動的に働く消火 システムです。

。 I 冷却作用 J I 窒息作用 J I 再燃防止」で完全消火。

。 消 火 薬 剤 は 人畜無害。しかも家具などを傷めません。

O 点検不要で 5 年間の長期保証付きです。

安全と安心の保証

園駅。

(財) ベター リビ ング

ーーーーーーーー お問い合わせは

総発売元パシフコーポレーショシ株式会社

本 社/ 干 105 東京都港区虎ノ門ト24-13 虎ノ門土回ピル2F

- TEL.  (03) 3593-7751 FAX. (03) 3593-7758 

広島営業所/ 〒730 広島県広島市中区八丁堀1-23ヴェル八丁掘5F

. TEL.  (082) 227-5750 ・FAX. (082) 227-5934 
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簡易型自動消火装置

ケスジャン

1. はじめに

建物火災による死者のうち、約90%を住宅火災

の死者が占めているという近年、安全かつ快適な

住まいが要求されている 。加えて高鈴化社会とな

ってい く中で、住宅火災に対する意識の向上は必

要不可欠とな ってきている 。 ここでは住居に対応

する自動式の消火設備である 「下方放出型簡易自

動消火装置」について紹介する 。

2. 簡 易 型 自 動 消 火 装 置

感知機能と消火機能をあわせ持ち、かつ配管配

線が不安であるとい う特色を持つ ‘ ケ スジャン'

とは一体どういうものなのか一一。

パンフ。コーポレーション株式会社

日本建築協会建材委員会

ｉ ｩＮ Ａｾ 常業所仏 Ａｾｉ｜ｈ ムＱＮ ｾ ， ｬｩ 中 Ｑ ＾Ｈ 八 ｉ ｉＡＡｩ 卜 Ｒ ＳＨ ヴ ェ ル八 Ｑ ＱＡＡｩ Ｕ ｆｉ 干 ＷＳＰ

T EL. ( 0821227- 5750 F A X.  (0821227- 5934 

イト 札l I ( 't; /:II i巷I互，}1. ノ1"11 -2，1- 13( 虎 ノ1"11: 111 ピル 2F I 干105

T EL.l 0313593ー7751 F A X. ( 0313593- 7758 

作動原理は、 72'C あるいは火災が感知部の集熱 て長時IUl使わ ない場合に起こりがちな、ガス洩れ

板に接触すると、集熱板は加熱され、溶解ハ ンダ による消火液噴射庄の低下一消火機能の低下一誤

を溶かす。 作動の心配は全 くない。

ハン ダ溶解により、レバーがフリ ーになり、スプ このほか二重の安全構造を各所に施しであるの

リングの力で戻り撃針を突き上げ、小型液体炭駿 も特徴。たとえば、 ノズルには直径0. 64mmの穴が

ガスボンベの封板を破る 。 222倒あいている 。 これは、限られた量 ( 3 e) の

ボンべから噴射されたガスは溶液タンクに導入さ 消火液を最大限、広い範囲に噴出させるために有

れる 。溶液タ ンク 内は、ある圧力を超えると破壊 効であるが、穴が小さいためにホコリで目がつま

されるようにな っているゴム膜が、ガス圧および り、肝心なときに働かない恐れがある 。 このため

相11騰により タンク内の溶液の膨張によ り破壊され、 ノズルは常時ノズルキャ ップがかぶせてあり、し

溶液を ノズルに送り、さらにノズルキャ ップをは かも ノズルとタ ンクとの聞には無穴のゴム股があ

ずす。 これによ って蓄えられたガス圧により、消 り、液洩れを防ぐとともに、作動時には瞬間的に

火液は約 7 秒間j勢いよく外部へ噴射される 。 両者がはねのけられる仕組みにな っている 。 また、

その開発の発想の原点だが、それは 「これで火が 構造と作動原理は以上のとおりだが、誤作動ゼ 感知1部についても、使用ハ ンダは72'C の需品が15秒

消える 」 とい うことよりも、 「これで人が助かる 」 ロへ向けてのアイデアの第ーはまず、すべてが機 問あたれば、たちまち浴解する特性をもち、初期

ということにおかれている 。つまり多様な出火条 械作動式であること、火災感知部などにエレクト 消火に万全の、態勢。がと ってある 。

件にも即時に対応して一切の入手を必要としない ロニクスを使えばより確実、という見方もあるが、

で¥ すべて自動的、速効的に初期消火を図る シス 電子回路を使うと電気的な ノイズによ って誤作動 4  ，情なぜ燃えるかか消火の哲学

テムである 。 しかも火災による 釜内の被害や物件 を招きかねない。誤作動ゼロとは単に火災のとき 燃焼とは①可燃物があ ること、②酸繋が15 %以

の焼失を 完全に防ぐことにあるとした。全自動式、 確実に働くことと同時に平常時には確実に働かな 上あること、③発火温度があることであるが ‘ ケ

誤作動なし一一これが基本だ。 これを達成するた いことであるからだ。 スジャ ン' が作動する場合、以下の 3つの作用を

めに、わずか直径26cm、重さ 6.5kgの装置には、そ 第二は、警圧式にせず、加圧式にしたこと 。 こ 火災とその周聞に与える。一つは冷却効果。 これ

のノ ウハウ が笠富に盛り込まれている 。 れは同装置の最も大きな特徴にもな っている 。つ は222個の小さな穴から噴射する消火液は細かな気

まり 、ケス ジャン' の消火液は、 平常時は何 ら圧 泡状にな っている 。このため液の総量は 3 eであ

3  . 構造と作動原理 カカ切日わ っておらず、火災感知したときはじめて るが、水に換算すると冷却効果としては60 eの水

装澄は液体炭酸ガスポ ンベ、消火液、タ ンク、 完全封印状態のボン べから出る液体炭酸ガスの強 11に匹敵する 。 これが瞬間的に噴射され火災か ら

火災感知l部、噴射 ノズルなどで構成 されている 。 力なガス圧を 受けるよ うにな っている 。 したがっ 気化熱を森 うから、冷却効果は非常に高い。

10吋 … ー に触れると同時に通電. ブザー

が85ホノ以上の音を出して消

火を知らせま.，

9  …tノー2…リ
度的角度で政出されます

8仰の庄… ) I ，. . * " i " ';1プが

時に外れます.

7恥 ク 内 力 一 定 圧 に 凶 と コ ム

臓が報' . 1 され孟す

4関紙されたスプー よ り 制fが

突き上げられ. 炭殴ガスボンベの封板

を綴りま.，

l 叩麿蜘の山り収剤鮒叩板蜘カが《

斜喜れます.

次に火元に対して酸欠効果を与えること 。 これ

までの笑験によ って、ケスジャンが作動すると、

炎の周囲には約10cmのおおいができたようになり、

火元への酸素供給が停止される 。酸素供給停止効

果で火勢は変える 。

最後にこの装置で使 っている消火液は再燃防止

作用がある 。つまり 同液をあびた物件の表面は、

防火コーテ ィン グされたと同様の結来になるため、

火災の広がりを防 じ

5  ，まとめ

井に固定して置くだけで初期火災を感知し、

消火液を噴射して延焼を断ち切る全自動消火装也

、ケス ジャン' は、昭和56年に (財) 日本消防設

備安全センターの認定品 (か- 002号) 、平成 2 年

に (財) ベター リビ ングの優良住宅部品 (BL) 認

定品となり、平成 3年には住宅周防災機器等推奨

委只会、事務局 (財) 日本消防設備安全センター

が推奨した製品に表示される* 住宅防火安心7 ー

ク砂も付されている 。 また厚生省は、昭和58年、

日常生活用具給付事業の対象品に指定、寝たきり

老人や自の不自由な人な ど重度身障者に対し、申

請にもと づ き無償支給している 。

( 松 本 章/ 建材委員)

27 



パ トスのまちづくり

先 日 、 ま ち づ く り 講 演 会 に 招 か れ て 、 田 川 市 伊 団 地 区 へ 行 っ た。会場は新築後間もないもの。それはくノマ

トス ・ビノレ〉 と名づけられていた。

三井 田 川 の 閉 山 が1964年 。 そ の 後 の 高 度 経 済 成 長 時 代 の 流 れ の 中 で 、 伊 田 商 庖 街 は 何 と か も ち こ た え て

きたものの、 近 年 の ま ち の 活 力 衰 弱 は 相 当 な も の。 そ こ で 、 地 元 商 底 主 等 の 関 係 者 は ま ち づ く り に 立 ち

あ がった。 ま ち づ く り 計 画 を た て る の に 、 行 政 や 専 門 家 が 系 統 的 な デ ー タ を 収 集 し、机 上 の 論 理 操 作 の

うちに目標と手段を確 定 す る と い うある植の「ロコe ス主義」に頼るのが近代的な方法である 。

しかし、ここでは「ロコ守ス主義」の特質である普遍主義、論理主義、客観主義のよい面は生かしつつ、

それに欠けていた「ノマトス主義」を付加せんとしている。即ち、まちのタカラモノ採し等の心愉しい「ノマ

フ ォ ー マ ン ス 」 や、 大 小 の イ ベ ン 卜の取り くみ等における心を込めた手作りの「プリ コラ ー ジ ユ 」 を 重

ね つ つ 、 そ れ に か か わ る 住 民 の ま ち づ く り へ の 情 念 ・情 熱 = パ ト ス を 高 め ん と し て い る 。「ノマトスのまち

づ く り 」 を 目指す意をこめて命名されたのでしょう 。 と オ ー ナ ー に た づ ね て み た ら 、 案 の 定 そ う で あ っ

た。 パ トス の 企 て が始ま った。 ( Y . E )

ほ れ ら れ た 市 庁 舎

「本 社 の 建 物 を き れ い に し な い と 人 が 集 ま り ま せ ん 」 と い う 話 し を 聞 い て い た が 近 頃 の 若 者 は そ ん な も

の な の か、イ立に思って いた。

そんなとき、今年もわが職場に十数名の新入生がやってきた。なぜ市役所に就職したのか、との質問に、

「神 戸 で仕 事 を し た か った の で 」 と か 「 公 共 の 仕 事 に 就 き た か っ た 」 な ど の 頼 も し い 回 答 が 続 い た。

その中で、「市役所がカ ッコ良か っ た の で、 こ こ で 働 き た い と 思 い ま し た 」と言 う女子職員がいた。 あ

ま り に 見 事 な 返 事 だ っ た の で 、 単 な る そ の 場 の ユ ー モ ア か と 思 っ て い た。

その後、改めて聞いてみると、「この超高層の建物がもし民聞の建物だったら、その会社に入っていたで

し ょ う 」 と 、 建 物 へ の 想 い を 打 ち 明 け ら れ た。

建築に関係する者は、これからは、ほれられるような建物を作りたいものである。 ( K . O )

情 報の 断 絶

オーストラリア固有の、カンガノレ一、かものはし等、動物の特異性は、進化の途中で大陸が分離、海に

隔てられ、種の交流がないまま、独自の進化を遂げた結果とのこと。有り得ぬ事ながら、人間世界でも、

古 代 よ り 各地 域 聞 の 交 流 が一切 無 い 情 報 断 絶 の ま ま 、 現 代 に 至 った な ら ば ど う で あ っ た か。

各々 、 異 な っ た 文化 、 文 明 が 発 展 し 、 そ の 象 徴 た る 建 築 は ど う か。 金属 資 源 の 乏 し い 我 が 国 で は 、 五 重

の 塔 型 の 木 造 高層建築や、無尽蔵の土と石灰による泥舟式低層建築か、或いは、バイオで、 竹 を 進化 さ

せ た 鉄 の よ う な 引 張 り 強 度 を 持 つ 繊 維 植 物 を 開 発 し て い る と か 。 い ず れ に し て も 、 少 な い 自 然 の 選 択 肢

を懸命に発展さ せ た 地 球 に 優 し い 独 特 の 文 明 だ ったのではと 、 夢想、する世界は楽しい。

きて現世は 、 情報 過 多 と替わり身の素早きが身上。 モ ダニ ス' ムのあと、ポスト、近頃それにまたポスト

が付ーくそうで、 い や は や 、 情 報 とい う壁に固ま れ 、 し か も 四 方 八 方 に 可 能 性 が 有 り そ う な 迷 路 の 様。

原 野 地 に 都 市 を 構 築 し て ゆ く パ ソ コ ン の シ ミ ュ レ ーショ ンゲ ー ム が あ る が 、 同 様 に 、 プ リ ン シ プ ル デ ー

タのみを組み込んで、 他 と 断 絶 し た カ ンガ ル ー の よ う な 、 独 特 の 建 築 を 描 き 出 す コ ン ビ ュ ー タ ー は 無 い

ものかと、横着な建築家は真夏の夜の夢を見るのである。 ( N . O )

建 築 材 料 と 日 本 工 業 規 格

今 年 に な っ て ]I S A 6013  (改 質 ア ス フ ア ル ト ル ー フ イ ン グ シ ー ト ) が 公 布 さ れ た 。 こ の ル ー フ イ ン グ は 、

卜ー チ 工 法 で張 る こ と が で き 、 近 年 急 速 に 普 及 し つ つ あ り 、 欧 米 か ら の 輸 入 品 あ る い は 技 術 導 入 し た も

のが多い。 原 案 が 作 成 されてか ら印 刷 さ れ る ま で 、 実 に 5 年 を 要 し た。 国 際化 の 波 に も ま れ た 第 1 号 の

規 格 と な っ て し ま っ た こ と が 、 そ の 理 由 である。 原 案 の一部にヨーロ ッパのメーカーから異論が出て、

その対応と 外 国 製 品 の 実態 調 査 に 多くの時 聞 が か か った。 日本製品は 高 度 な 品 質 管 理 で 許 容 値 ( 形状 ・

寸 法 及 び 各 種 性能 ) の下限ぎり ぎ りて弘市 場へ 出てくる 。従 って 、 規 格 値 も 厳 し い 側 に と ら れ る の が 一 般

的である 。 これ を外 国 か ら 見 れ ば 「非 関 税 障壁」と 映るようである 。 笑際 に は 日 本 で 使 わ れ て い な い 製

品に ま で 気 配 りをしなければならなくな った。 今 まで建築材料はどちらかと 言 えば重厚長大で弘、重さ当

た り の 単価 が安いものであったために輸入品は少なかった。しかし咋今の円高基調、 日本 産 業 の 軽 薄 短

小 化で、数多くの建築材 料 が 輸 入 さ れ て い る 。 ] I S も国際化 し な け れ ば な ら な い 時 代 に な っ て き た よ う で

ある 。さらに最近の] I SはSI単位で表示さ れている (従 来 系 単 位 も 括 弧 内 に 併 記 さ れ て い る が ) 。あ の 尺 ct

法 か ら メ ー トル法への苦労を近々再び味わう こ と に な り そ う で あ る 。 ( Y . M)
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総 論

接着への招待

一 万 基 郷

30 娃寮と社会/ 1992年 811 号

1. 接着の歴史

接着は古代から重要な技術であ った様である 。 たとえば、旧

約聖書に登場する「ノアの方舟」はアスフアルトを用いて水の

侵入を防いでいたという 。現在、建築で無くてはならないシー

リンク材の元祖である 。 また、チグリス・ ユー フラテスからエ

ジプトにいたる旧約聖書の舞台では、天然アスフアルトが露出

していたようで、日 干し煉瓦や石の積み上げにもアスフアルト

わ使われていたという 。 これも、生産性の向上に大きく寄与し

ているホットメルト接着剤の原形である 。にかわも古くから接

着剤として 利用されてい る。 ツタンカーメンの墓から 出土した

箱や棺は、ヒマラヤ杉をにかわで接着していたということであ

る。

i澱粉系の「のり J も古代エジプトから使用されている 。パピ

ルスの皮を並べて小麦粉ペーストで接着し記録紙としていたこ

とは有名である 。 わが国でも奈良時代には米飯をへらでねった

「続飯( そくい )J が使われているし、江戸時代中期には米の粉

を煮てつくる「姫のり J が普及している 。

漆といえばすぐに塗り物を連想するが、漆も立派な接着剤と

なる 。金閣寺の修復には、古来と同じ手法により漆を接着剤と

して金箔がはりつけられた。

上に述べた接着剤はすべて天然産であり、その性能にも限界

があり、用途も限られていた。現在のように接着剤があらゆる

産業分野で使用されるようになるのは今世紀に入 ってからで、

それも戦後の石油化学の発展により種々の高分子物質が合成さ

れ、接着剤のベー スポリマーとして使用されるようにな ってか

らのことである 。

表 - 1 通産省調べの接着剤需要量 Ullf立ト ン)

2 年 シーリ ング材

メロ〉、

キ反 466，293 

次
メE 〉3、

キ反 51，101 

木 工 93 ，562 13  

建 築 (現場用) 100 ，932 1. 154 

1/ (工場用) 35，890 601 

土 木 25，195  91 

製 本 39 ，546  

フ 、 不 一 ト 10，612  

包 装 76，828 98 

ii i; 管 19，900 

繊 話佐 45，316 

フ ロ ン ク 加 工 3，434 

自 動 車 81. 470 48 ，402 

そ の 他 の 輸 送 機 3，714  222 

制t 履 物 9，706 84 

ゴ ム 製 ロ'"ロ 4，301 17 

i: 1l 機 11 ，004 415 

家 庭 用 5，045 

輸 出 8，603 67 

そ σ〉 他 169，995  547 

.g. 言十 1，265 ，995 51，712  



わが国の接着剤生産量は、約130万ト ン( 平成 2年) で、合板、

木工、建築、土木、紙 ・包装、繊維、自動車、車両、航空機、

電気、靴 ・履物など、ほとんどの産業分野に浸透している 。

表- 1 には、各分野において使用されている接着剤、シーリ

ング剤の需要量を示した。合板を含めると建築関係で生産量の

半分近くを消費している計算になる 。接着剤にと って建築業界

は大きなマーケ ッ トなのである 。

2. 接着の効用

接着剤を使うことにより、製造工程が大きく変革したり、機

能商品を生み出すことがある 。接着の効用とでもいうべきもの

である 。以下にいくつかの例を見てみることとする 。

1  ) 航空機

航空機は自動車と同様に、多くの部品をつないで組み立てる

アセンブリー産業である 。その航空機に、大量の接着剤が使用

されているというと驚かれる方も多いであろう 。航空機産業で

は、その部分が破壊すると飛行の安全性にかかわる部分に使用

する接着剤を「構造用接着剤J 、飛行性能に影響を与える個所に

使用する接着剤を「準構造用接着剤」と呼び、その他を「非構

造用接着剤J と呼んでいる 。航空機への構造用接着剤の適用は

1944年にまで遡ることができる 。1950年代に入ると急速に普及

し、接着がキーテク ノロジーとなるのである 。 なぜ航空機産業

が接着剤の導入に積極的であ ったのか、接着の効用の典型例と

して紹介してみたい。

大きな応力の発生する部分はボルト ナ ッ ト、その他の部分

はリベ ッ トというのが従来の締結方法であ った。 リベ ッ トに比

べて接着接合がどのようなメリ ッ トを生み出してきたかを構造

効果とコスト低減の面からみてみる 。まず、構造効果としては、

(1)疲労特性の向上・ リベ ッ ト結合は、点接合でるため、応力

集中がおこる上に、材料に欠陥 (穴) をつくるため疲労特

性で接着構造に劣る 。

(2)剛性の向上: リベ ッ トの点接合に対し、接着接合は面接合

であり、剛性が上がる 。

(3) 重量軽減: リベ ッ トの重量減と軽量構造の採用による軽量

化。図一 1 は、ハニカム ・サンドイ ツチ構造である 。軽量 ・

高強度構造体であり、接着剤がないと作れない構造でもあ

る。航空機では、ハニカム ・サンドイ ツチ構造が多用され

フィルム状接着剤

コア

(ア ルミニウム箔ハニカム)

表面材( フエ ーシング)

フィルム状接着剤

表面材( フェーシング)

図- 1 I 、ニカム・サンドイツチ構造

ている 。

(4) その他、平滑性、 シール効果、騒音抑制、 多重安全構造な

どのメリ ッ トも生まれる 。

コス ト低減の側面としては、

(1) 部品数の低減

(2) 締結部数の低減

(3) 部品の単純化

などが挙げられる 。図- 2 に示した具体例を みればす ぐに理解

できょう 。図 - 2  ( a) は従来の締結構造で、多くの桁と多く

のリベ ッ トで組み立てられている 。図 - 2  ( b) は、ハニカム ・

サンドイ ツチを使用した構造である 。(1) - ( 3) の意味がよく理解

できる 。

( a ) 従来の締結法 (  b  ) ハ ニカム・サンドイ ツチ構造 に よ る 単 純 化

図- 2 航空機の締結部の変化

2  ) 自動車

自動車の組立てにも様々な接着剤が利用されている 。図- 3

には、自動車で接着が利用されている部位と使用されている接

着剤の種類が示されている 。 自動車の製造工程あるいは性能に

著しい効果を生み 出し たいくつかの例をあげてみる 。

まず、 図- 3 には示されていないが、ブレーキ シューとブレ

ーキライ ニングあるいはパッ ドとの接着がある 。 フェ ノール樹

脂系の摺動材と鋼が接着されているが、ブレーキをかけた時の

高せん断力と摩擦熱に耐える高性能接着剤が必要とされた。剥

がれれば人命にかかわる 。 まさに構造用接着剤の出番である 。

航空機で使用されていると同様の複合タイプの接着剤が使用さ

れている 。普通に運行きれている自家用車で廃車前にブレーキ

ライニングあるいはパ ッ ドを交換したという話をきかない。

昔の自動車のウインドウは、ガラスをゴムのガスケ ッ トには

め込み、さらにそのカースケ ッ トをボデーにはめ込んでいた。 干

の工法は、昭和46、 7 年頃から変わ っている 。 ウインドウカ。ラ

スを直接ボデーに接着するようにな ったのである 。 ダイレクト

グレージング工法と呼んでいる 。 ダイレクトグレージ ングの結

果、ガラスが強度メンバーとしての役割を分担するから、剛性

が上がると共に、その分だけ鋼板を薄くもできる 。 さらに、前

面のピラーを細くできる結果、前面視界が大きくとれ、車のス

タイリングに革命が起きたのである 。格好の良い 4 ドアハード

トップ車の登場なども接着の効用のひとつであろう 。

ウインドウカ、ラスといえば、かつては強イじガラスが主流であ

った。プレストレスコ ンクリートと同様の原理で、あらかじめ

応力が与えてある 。従 って、ものがあた って割れると粉々にな

31 



ガラス用接着剤( ウレタン系) ルーフイ ンシユ レー タ( 両面粘着テープ，水性アクリル系)

スポ ッ トウエ J レドシ ーラ ( ゴム系)

サイドガードモール( 両面粘着テープ)

防振シート( ブチルゴム系シート)

ドアスクリーン( ゴム系不乾f生型， ブチルテー プ)

エンプレム (両面粘着テープ)

リヤコンビヰーションランプ

( ブチルゴム系，ホ ッ トア プライ型)

鋼板合わせ部: ボデー シーラ ( p v  c 系)

図- 3 自動車( 車体) における接着適用部位 出典 芦 田正，工業材料.39. (9).  173 (1991)  

って飛び散る 。 しかし、最近の高級車種には飛び散らないウイ

ン ドウカ、ラスが使用されている 。二枚のガラスをフィルム状接

着剤により接着した貼り合わせガラスが使用されているのであ

る。聞に存在する接着剤はガラスの飛散を防ぐと共に、緩衝材

としても働いている 。

最後に、いま自動車業界で注目されているウ エルドボ ン ド工

法について触れておこう 。 ウエルドボ ン ド工法というのは、接

渚剤を 塗布した上からスポ ッ ト溶接をする接合法である 。 スポ

ッ ト溶接が点接合であり車体の剛性 を上げにくいという点、疲

労特性や防錆面で限界があるなどの点を接着剤が補完し、接着

接合では、硬化前に位置の固定が必要、最終強度として不安が

あるなどの点を溶接がカバーするのである 。 さらに 、外観上あ

るいは構造上多くのスポ ッ トが打てない部位などへの適用も進

んでいる 。

3  ) 合板・家具・木工

木材と接着剤の係わりは 、古くて新しい。接着剤が工業的に

利用される様にな った第一号の商品がベニヤ板である 。一方、

集成材、フ ァイパーボードなど新しい係わりも生まれている 。

ベニヤ板は、木を鰐I ( そ) いでつく った薄板 (単板という )

を積層するから 、径の小 さな木でも広い面積の板にできる 。木

材から切り出した板は強度に方向性があり、繊維方向には強い

が横方向ではきわめて弱い構造とな っているが、ベニヤ板は繊

維方向に直角に積層しているから強度が等方的にな っている 。

材料の有効利用と強度の等方性の一石二鳥を接着剤が実現した

のである 。

その意味では集成材も 同 じである 。木の小片を接着して製造

するので間伐材なとーの小 さな木材も利用できる 。原理的には大

きさに制限が無いし 、曲が った柱を作ることもできるので、体

育館など大きな構造体を構築することもできる 。

ファイパーボードは、木材チ ップを解織した後、接着剤で固

めて成形する 。 この場合も、 小 さな木材が利用で きるし、廃材

3 2  

を利用することもできる 。 また、成形過程が入るから、種々の

形状の木質材料を得ることができる 。

最近の家具の多くは、合板が主体である 。人目につくところ

はベニヤ板に材木を簿〈スライスした単板を貼り付けた「突き

板J 、あるいは木目をプ リン トした紙あるいはプラスチ ックフィ

ルムを貼り 付けた 「プリ ン ト合板」が使用されている 。 いずれ

も接着剤が大きな付加価値 を与えている 。

家具として、タンスの例だけを取り上げてお く。他は似たり

ょったりである 。普のタ ンスは釘を使 って組み立てて、頑丈な

金具を取り付けていた。 いまのタンスは、くぎは 1 本も使われ

ていない。材料は勿論合板、突き板などで、接着剤なしには存

在し得ないものばかりである 。全接着構造とい ってもいいほど

接着が多様されている 。

4  ) 建築

あらかじめお断りしておかなければならないが、筆者は建築

のことをよく知 っている訳でもないのに、建築の専門家に建築

と接着との係わりを述べる羽目にな ってしま った。 まさに釈迦

に説法である 。間違いもあるかも知れない。筆者が目にし 、耳

にしたことを簡単に述べるに止めたい。

建築分野も 例外ではなく 、接着工法が浸透している 。壁紙や

床材の接着の歴史は古いけれども、最近はそのほかにも接着工

法が取り入れられている 。 いくつか例を挙げてみよう 。 フロー

リングは直接接着されているし、ビニルタイルや長尺ビニルシ

ート、タイルカーペ ッ トなどの床材も床に直接接着されている 。

天井材も接着工法で施工されるケースが一般的である 。

接着工法は、接着剤を塗 って材料を貼るだけで済む。見た目

もきれいだし 、熟練工も必要としない。接着の効用である 。

最近では超高層ビルが増え 、外壁はカーテンウオ ールが一般

的にな っているが、そのジョイントから悶水が入らないように

接着剤の仲間、 シー リング材を用いて 止水 をする 。 また、温度

変化などによる変形にも追随して接着はがれを起こさない優秀



なシーリング材が開発されている 。

ビルといえば、最近広面積の方、ラス張りビルが増えてきた。

S S G構法と呼ぶ と聞いているが、あれなどまさに接着の効用の

最たるものであろう 。 そのほか、タイル貼り、石材貼りも接着

が利用されている 。

5  ) 紙・包装

材料が紙であることを疑いたくなるほどの高強度を示すもの

に紙管がある 。 しかも軽い。 フィルム巻き取りの芯に使われる

ような小口径のものから、 ドラム缶ほどの大口径のものまで自

在である 。紙を円筒状に何層も積層してつくる 。紙と紙とがし

っかりと接着しているから大きな強度を発現する 。ベニヤ板や

集成材と思想、に共通したところがある 。

最近、缶詰め、瓶詰めに代わ って、フィルムパ ックが増えて

いる 。 食品包装用のフィルムは大抵何枚かのフィルムを積層し

た、いわゆるラミネー卜フ ィルムが使用されている 。真空ノ ふy

ク用の 3 層ラミネートフィルムを例にと って説明すると、最下

層はポリエチレンフィルムである 。 ポリエチレンは熱を加えて

溶着できるのて袋のシールのために使用されている 。 その上に

は、気体不透過性の (ガスパリヤー性の) フィルムが積層され

る。アルミニウム箔が使用されるときもある 。 そして最上層は

裏側に印刷されたフィルムである 。すべて接着により構成され

る。一枚のフィルム上に別の樹脂を押出し加工してラミネー卜

する方法を押出しラミネー ション、接着剤により 2枚のフィル

ムを貼り合わせる方法をドライラミネーショ ンと呼ぶ。

ラミネートといえ lま、*J f ; にフ。ラスチ ックフィノレムをラミネー

ト加工したものも多い。美観の向上、印刷面の保護、防湿など

の目的に接着が利用されている 。

接着剤による組立により生産性が著しく向上した例に製本が

ある 。製本には色々の方式があるが、基本的には中身を結合し

て表紙をつけるということになる 。 中身の結合方法は、かつて

は針金あるいは糸と相場がきま っていた。 そこに登場したのが

無線綴じといわれる方法である 。 中身も表紙も接着剤により一

挙に接着、製本してしまうやり方である 。製本機 (パイ ンダー)

に送り込まれたなかみの背に接着剤がぬられ、表紙と合体され

る。接着剤にはホ ッ トメルト接着剤とい って溶融塗布形の接着

剤が使用される 。 この接着剤は冷えるとすぐに強度を発現する

ので、きわめて高速作業が可能となる 。週刊誌や高級表装の書

籍をのぞくと、最近の書籍、雑誌類の製本のほとんどがこの方

式によ っている 。

6  ) 繊維

繊維と接着剤との付き合いも古い。織物を織るときには、糸

がほつれないようにサイジ ング剤としていわゆる「のり J が使

用される 。繊維を織らないで布とする不織布の製造にも接着剤

が使用される 。

静電植毛あるいはフロ ック加工と呼ばれる技術がある 。接着

剤を 塗布した布、紙、プラ スチ ックなどに短 い繊維 を垂直に植

え付ける技術である 。 ビロード様の表面が形成 される 。繊維を

垂直に落下させるために、電場 をかける ので静電植毛とよばれ

る。接着剤を文字や絵柄に 塗布すれば、そ の部分だけに植毛さ

れて装飾品ができる 。。 エマル ション 形接着剤が使用される 。

洋服といえば縫製と相場が決ま っていたが、接着製品 も一部

にはある 。洋服や シャ ツの衿を シャ キッとさせるためには芯地

が用いられる 。かつては芯地 を糸と針で縫いつけていた が、最

近では接着剤の塗布された芯地を挟み込んで上からア イロンを

かけると出来上りという「接着芯地」が使われている 。 ホッ ト

メルト接着剤の応用製品である 。同様の商品に ズボンの裾上げ

用の接着テープがある 。工業分野だけでな く家庭まで接着の効

用が波及している 。

7  ) 靴・履物

靴の製法も接着の導入で随分と変化した。 いま 50オ くら い以

上の人なら心当たりがあるだろうが、昔の靴は甲と靴底が糸で

縫いつけられていた。合成ゴム底の開発がこ の工程を革新した。

接着以外にアセ ンブリーの方法がなか ったのである 。おかげて。

靴が大量生産できるようにな ったし、耐久性も抜群に向上した。

靴を履きつぶす前に接着部が剥がれるとい う場合は極めてまれ

である 。

「ローマの休日 」 という映画があ った。 そのなかで主演女優

のオードリー ・へ ップパー ンが履いていた のにちな んで「へ ッ

プサ ンダノレJ となずけられた商品が爆発的に流行したことがあ

る。 いまでも千数百円で売られている、塩ビレザー製のサ ン夕、

ルあるいはツ ッカケと呼ばれる代物でる 。手作業による接着 で

製造されている 。

3  . おわりに

接着剤を使用することにより、著しく機能あるいは性能が向

上する例、生産性が向上する例、全〈新しい素材が誕生する例

などを様々な分野でみてきた。組立てには必ず接合個所がある 。

建築も一種のアセ ンブリー産業である 。接合方法に接着を取り

入れる、あるいは接合方法を接着に転換することで新しい効能

が発現するかも知れない。 この拙文は「接着のすすめJ でもあ

る。

( みと う もとのり / 大阪府立産業技術総合研究所材料技術部)

総括研究員 工学博士
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接着のメカニズム

と耐久性

山 崎 一 昭
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はじめに

多くの色々な材料を接着すると 言 う理由で、接着のメカニズムを

一つの考え方で説明する事は、ほとんど不可能なことです。逆に、

だからこそ接着の技術にまだまだ進歩する 可能性が残されているわ

けです。

ここでは今まて最も確からしいと 言われている接着のメカニズム

を紹介します。接着力、表面処理、接着剤の固化の仕方の順に説明

します。接着の耐久性については、それを 阻害する原因を列挙して

いかにしたら長〈耐久性を維持できるかを説明します。

尿素樹脂、フェノール樹脂などの熱硬化性樹脂は一般の人が使用

する機会がほとんどないと考えましたので、ここでは扱っていませ

ん。

1. 接 着 の メ カ ニ ズ ム

1  ) ぬれること

「ぬれて固まる 」。 これは接着剤を使う時に、多くの人が認める接

着斉IJの機能です。接着剤の必要条件ですが、こ れだけでは十分では

ありません。

まず 「ぬれる 」こ と。 多くの表面科学の研究者が、液体がどの様

なときにぬれ、どのような時にぬれないのか明らかにしてくれまし

た。液体と固体には固有の色々な性質があります。 そのなかで、ぬ

れに深〈 係わっているのが、液体の表面張力 と固体の表面エネルギ

ーです。机の上の水銀はころころ転がって、机にぬれません。 しか

し、水はぬれます。アルコールはも っとぬれます。 これらの関係は

それぞれの表面張力と表面エネルギーの値で明らかにできます。机

をポリ塩化ビニルとしますと、各々の値は次のようです。

・ポリ塩化ビニルの表面エネルギー= 43dyne/c m 

・水銀の表面張力 =475dyne/c m 

- 水の表面張力 =  73dyne/c m 

- アルコールの表面張力 =  23dyne/c m 

ここで dyne /  c mは 1 cm あたりで引 っ張 っている力を表します。

水銀の粒を毛糸の糸越と見立てますと、かなりきっく糸が巻かれて

いてポリ塩化ビ ニルの表面ではほぐれません。一方、アルコールは

ゆるいのでポリ塩化ビニルの張力に負けて、ほぐれてしまいます。

そして、ぬれが広がってゆきます。
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図一 1 ぬれ

この様に自発的に接着面にぬれる接着剤が好ましいのですが、そ

うでない場合も多くあります。 その場合は表面処理をしたり、プラ

イマーを 塗っ たり、接着剤を工夫したりします。

強制的にぬらす こ とも同様に大切な要素です。被着体に接着剤を

塗布し、被着体を張り合わせてしばらく接着剤が固まるまで接合物

に圧力を掛けて固定しておきます。 この操作は強制的にぬれる面積

を大きくし、それを接着剤が固まるまで維持する効果を目的にして

います。

感圧型接着剤は粘着剤とも呼ばれています。 この感圧型接着剤は

上から圧力をかけると、粘着性ポリマーが変形し被着休にぬれて、

ぬれ面積が広がる ことになります。 そして引き剥がす力が接着体に

かかるまで、粘着性ポリ 7 ーはその形を保ち、ぬれ面積を維持し接



若し続けることになります。

2  ) 接着力の内容

液体 (接着剤) がぬれて、固まります。被着体 (接着すべき物)

と接着剤はどのようにして接着しているのでしょうか。色々な要素

がからまりあ っている事が予想できます。 これから述べます接着力

の種類のどれが、どれだけ関与しているかは、被着体の表面と接着

剤によ って異なり、正確に評価することが出来ません。

A. 機械的な力

被着体が多孔質 (木、布などのように表面に細かい穴があいてい

る材料) の場合、接着剤が多孔質の穴に入り固ま ってしまい船のい

かりのように接合している事があります。マ ジック ・テープ (小 さ

な鈎形の繊維の突起の沢山ある商と小さな繊維のループの沢山ある

函を張り合わすと接着する ) が典型的に示しています。 これを投錨

効果による接着といいます。 ズボンの裾上げに使いますフィルム状

の接着剤を布と布の間にはさみアイ ロンで軟らかくして布の繊維の

中に浸透させ接着しますが、これは投錨効果による接着でしょう 。

hhhhhhhhh 

図 - 2 - 2 投錨効果

B. 化学的なカ

( a) 化学結合力

投錨効果は機械的なカですが、化学的なカも接着に関与していま

す。その中身は化学結合力、ファンデルワールス力、そして水素結

合力です。水の分子構造は、 H- O- H ですが、このH とOを結びつ

ける力が化学結合力です。 この化学結合力は三つの中て最も強〈、

次の様にな っています。

・化学結合力 一 Ｎ ＮＮＮ Ｎ ＮＮ ＮＮ Ｎ ＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮ … ・ ・ … ・ ・ ・ ・ー・ ・ ・… ー・ … Ｎ ＵＰｾＲＰＰｋ｣｡ｬＯｭｯｬ

・ファンデルワールスカ. ... .. .. ... ... .... . .. . . . ・・・1  ｾ＠ 5  Kcal / mol  

・水素結合力 … … … …… … ・ …  … 一 … 5  ｾＱＰｋ｣｡ｬＯｭｯｬ＠

ここで K cal / mol は単位分子数あたりの結合力を引き離すエネ

ルギーを示しています。化学結合力が係わ っている接着結合は実際

は少ないと考えられています。 ポリウレタ ン系の接着剤の中にある

- NCO基が木材などにある OH基と結合していると言われてい

ます。

(: b) ファンデルワールスカ

次にファンテソレワールス力ですが、この力は物質の分子の極性に

由来しています。 多くの物質の分子は電気的なプラス部分と? イナ

ス部分に別れていたり、プラスとマイナスが反転したり、その強度

が変化 したりしています。プラス とマイナスの別れている度合いを

その物質の極性といいます。水とアルコールはよく混ざります。 し

かし、水とあぶらは混ざりません。水とアルコールは極性が高〈似

ていますが、油は極性が低〈、/ . K と似ていないからです。 このよう

にして、一般に極性が似ているもの同志はよく接着します。被着体

の分子同志の引き合うカと接着剤の分子同志の引き合う力が調和す

るからです。向じ種類のプラスチ y ク同宏、を熱で軟らかくし、圧着

しますと核着します。同様に プラスチ y クをよく溶かす溶剤lでプラ

スチ y クの表面を湿潤し、その上に同じプラスチ y クを圧着します

と接着します。 これらは接着面の近くでプラスチ ックの分子が相互

に、わずかながら入り込んでいると考えられています。

(  c ) 水素結合力

物質の分子中に、 - OH (水酸基) やーCOOH ( カルポキシル基)

などの活性のある水素がありますとその酸素 (マイナス電荷) と水

素( プラス電荷) の間に電気的引力が働き強固な結合が生じます。

繊維の多くはこの水素結合力で結品化 して強靭な性質を持つと考え

られています。表面処理で金属表面に酸化膜 ( アルミニュウムのア

ルマイトなど) を形成した後、エポキシ系接着剤で接着した場合、

この水素結合で接着すると考えられています。
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図 - 3 水素結合力
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3  ) 表面処理

上記のような力を接着剤と被着体の聞に作り出すためには人為的

な処理を施す必要があります。下に表面処理の方法の幾つかを述べ

ますが、これらは代表的な方法のみです。他にも方法は沢山ありま

すし、実際はこれらを組み合わせて、表面処理を行っています。

A. 脱脂する

溶剤を使 って被菊体の表面の油などを拭い取ることです。プラス

チ ックを処理する場合は、よ く溶かす溶剤を使用すると被着体を傷

めてしまう危険性があるので注意が必要です。界面活性斉 IJ (洗剤)

を使用する場合は界面活性剤が表面に残らないように注意すべきで

す。

B. 削り取る

本来の被着体の表面を削り取 って出し、併せて接着面積を広げる

効果も期待できます。材料の出来たては、材料の表面はその内部の

性質と同じでしょうが、時間とともに変化をしてゆきます。金属の

場合は不均一で‘ 脆弱な酸化膜をつくります。プラスチ ックの場合は

低重合度物、可塑剤、離型剤などが表面に付着している可能性があ

ります。サ ンテ' イング( やすりがけ) 、サンド ・プラスト (金剛砂を

吹きつける ) などでこれらを 削 り出 して、取り除きます。

C.  ｾ 量化膜を作る

化学薬品 (酸化剤、酸、アルカリ性薬品) を組み合わせて使用し

強度が優れ均一 な、接着性のよい酸化膜を作ることが出来ます。

D. 極性基を作る

ポリエチレン、ポリプロピレ ンは多くいろいろな所で使用されて

います。表面に低重合度物が存在し表面エネルギーが小 さく、接着

しずらいプラスチ ックの代表です。火炎処理 (火の炎であぶる ) コ

ロナ放電処理 ( 電気のスパー ク) で、プラスチ ック表面に接着性の

よい極性基を導入して接着性を高めます。 その他 にポ リエステル

(PET) などもこの処理を施す場合があります。

F. プライマーを使う

プライマーとは接着に先立 つて、被着体に塗布し接着強度を増強

させる材料です。 また被着休の表面の強度が弱い場合にプライマー

を塗布することで、それを強化する場合も使用します。接着剤の硬

化スピードを速める硬化促進剤もプライマーと称する場合もありま

カヘ この場合は表面処理とは意味がちがいます。
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4  ) 固化する事

表商処理を施し、接着剤を塗布します。接着面に接着剤をよくぬ

らし、接着剤が固化するまで固定します。その聞に接着剤により異

なったメカニズムで固化します。架橋反応、溶剤( 分散媒) の揮散

水の揮散、重合反応、凝固について述べます。

A. 架僑反応

エポキシ系やウレタン系の接着剤は、主斉IJ と硬化剤に別れていて

使用する前にそれらをよく混合して使います。比較的分子量のおお

きい主剤の反応点( 二つ以上ある) と硬化斉IJ の反応点 (二つ以上あ

る) が化学反応して網目のような高分子を作ります。反応が進むに

つれて、粘度が高くなり最後には固体になります。粘度が低い内に

被着体に塗布します。塗布出来るまでの時間を可使時間とか張りつ

け可能時間とか言います。接着剤の用途によりこの可使時間を触媒

などを入れて、短くしたりします。

主剤と硬化剤をよ く混合 しないと固化しない部分ができ、接着不

良の原因になります。 また、混合比率が適正でないと所期の接着強

度が得られません。主剤と硬化斉IJ の混合という手聞を省くため、及

び混合ミスをなくすために、ー液湿気硬化 タイプのウレタン系、シ

リコ ン系、変成 シ リコン系の接着剤が開発されています。

8. 溶剤( 分散媒) の揮散

溶剤lの中に高分子が溶けているタ イプの接着剤があります。 ゴム

系接着剤、澱粉系接着剤がよ く使用されます。 これらは溶かしてい

る溶媒 ( ゴム系では有機溶剤、澱粉系て、は; 水) が接着層から他へ探

散、移動することで接着剤が固化し接着が完了します。ですから、

原則的には被着体の少なくとも 一方は、 j谷lふが移動できる多孔11:で

ある 必要があ ります。 ゴム系接着剤は被箔体の両方に塗布し、しば

らく 、 ある程度の溶剤を空気 中に探散させてか ら、その塗 布函同 ｉｾ Ｇ、

を張り合わせます。 溶剤がわずかに残 っているので、 双方の面がぬ

れて密着す るのですが、溶剤l を揮散させ過ぎると接着不良になる危

険性があります。

C. 水の揮散

エマルション系接着剤は高分子の小 さな粒子が水の中に分散して

いる接着剤です。 溶液タイプと同様にエマルションタイプも水が接

着層から他へ揮詩文、移動することで接着剤が固化します。それゆえ

被精体の少なくとも一方は、溶媒が移動できる多孔質である必要が

あ ります。被着イ本に吸収され、水がな くな ってくると高分子の小粒

子が接近し、終いにはお互いに密着して、 フィルムを形成します。

多〈使われている エマルション系接着剤 としてポ リ酢酸ビニ ル系、

ポリアクリル酸エステル系などがあります。 これらのポリ 7 ー粒子

は温度が低くなるとともに固くなり、ある温度以下になりますと、

エマル ンヨンの小粒子が接近してもお互いに密着しなくなります。

正常にフィルムを形成した場合は白い液が透明になりますが、ある

混度以下て‘ は水が無くな った後は、白いままの脆いフィルムとなり

ます。当然この温度以下では接着強度は非常に低 くなり接着不良と

なります。 この温度はそれぞれのエマルション接着剤に固有て最低

成膜温度といいます。当然、この温度以上で使用すべきです。
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図 - 4 ヱマルションの固化
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エマルション系接着剤を被着体に 塗布したら、すぐに他の被着体

に張り合わせて固定して置くことか望ましいのですが、塗布した後

長い時間おきますと、表面に皮が出来てしまい他の被着体にぬれな

くなり、接着不良の原因になります。

耐水接着性に組成からの性質で、限界があります。

D. 重合反応

いわゆる瞬間接着剤は、この重合反応によ って固化 します。二液

型アク リル接着剤、嫌気性接着剤なども重合反応によ って、固化し

ます。重合反応とはこ の場合、同じ様な種類の分子が、連鎖反応に

より多数化学結合をして高分子になることです。瞬間接着実ドlは粘度

の低い液体が短時間の内に固化するので、よ くぬれて速 く接着しま

すのでいろいろな所で使用されています。被着体の周りにある水が

重合反応を起こすきっかけになります。水が少ない状況では反応せ

ず、固化しないことがおこります。 そのような場合は適度に湿気を

与えますと、固化しやすくなります。

二液型アクリル接着剤は一方と 他方にそれぞれA 液、 B 液を被着

体に 塗布し、張り合わせると重合反応、が起こり接着斉IJ が高分子にな

り固化します。 これの原料のアク リルモノ マーは一般に臭いますの

で、使う時に注意が必要です。

嫌気性接着剤は空気のない状況になりますと、重合反応が起こり

高分子になり固化します。空気中の酸素が重合反応、を起こさない様

に、引きとどめているのです。ボルトのゆるみ止めなどに使用され

ています。

E. 凝固

ホ y ト・メルト型の接着剤はその名の通り、加熱して溶かした状

態で被着体に塗布し、冷えれば固まるタイプの接着剤です。接着斉IJ

を百数十度で溶融して液状にしてから被着体に塗布し、もう一方の

被着体を合わせて接着を完了します。被着体がJ令え過ぎていると接

着剤が速く冷えるので、接着の操作を早くしないと被着体とのぬれ

が悪くなる危険性があります。ホ y ト・メルト型の接着剤は家具や

本の背張りなどに使用されています。冷えれば固まるので、短い時

間で接着が終了する事が特徴です。 しかし 、耐熱性に限界がありま

す。

2  . 接 着 の 耐 久 性

1  ) 耐久性に及 lます因子

多くの物、材料は年月とともに劣化して行きます。接着物の耐久

性に係わる因子は日光 (紫外線) 、温度変化、水 (氷、水蒸気) 空気

(酸素) などの自然的要因と、接着部に過度に力をかけるなどの人

為的要因が挙げられます。 これ らは 、どの様にして接着物を破壊す

るのでしょうか。

A. 日光( 紫外線)

接着剤は塗料ほど日光 (紫外線) の影響を受けませんが、透明な

被着体の場合は影響は受けます。 ポリマーの種類によ っては、紫外

線に曝されると変色したり、クラ ック (亀裂) が入 ったりします。

この現象は紫外線により ポ リマ一分子の化学結合が切れて分解し、

劣化すると考えられています。 この現象を抑えるために、紫外線吸

収斉IJ を接着剤に配合することがあります。 しかしこの紫外線吸収剤

は紫外線に曝されるに従い消費され、ついには無くな ってしまいま

す。紫外線に曝される危険性がある場合は、紫外線に抵抗性のある

ポリマーを使用すべきです。一般に耐紫外線に強いポリマーはアク

リル樹脂などです。

8 . 温度変化

年聞の春夏秋冬で、そして一 日の昼夜で温度変化があります。材



料により熱膨張係数が異なり、 一般にポリマーは金属よりも熱膨張

係数が大きいので、金属と金属を接着した場合、温度変化により接

着部分で引 っ張 ったり、圧縮されたりしてストレスがたまり疲労し

て終いには接着が破壊される危険性があります。

c. 水、空気

問、結露水などが原因で接着界面に水もしくは水蒸気が入り込み

ますと、被着体が金属の場合、腐食され、そこにストレスがかかり

破壊にいたる危険性があります。 また、接着層に入 った水が接着剤

を膨張し、強度を低下させ接着を破壊する危険性が生じます。

耐水性のない接着剤は水で溶解したり、軟化したりして、接着強

度が低下する危険性が生じます。

D. 人為的要因

人間により、前も って考えられていない力や状況 (水中、高混低

温など) に接着物が曝される事は往々にしてあります。 この様なと

きはその耐久性が悪くなるのは仕方のないことです。

E. その他の要因

セメ ン ト質などのアルカリ性物質が被着体の場合、水の存在とア

ルカリである種のポリマーは分解を起こすことがあります。 また、

天然高分子はバクテリアなどの微生物で分解しやすいです。

2  ) 耐久性を長くするには

接着体の耐久性を長くするには、適切な接芳の設計が大切です。

被若体の材質、形状、表面状態、接着面積、接着面に掛かる力 (応

力) 、接着体の置かれる状況、接着の維持期間 (サービスライフ ) な

どと適切な接着剤の選定。 これらをよく調査、評価して接着の工程

に入れば、満足できる結果が得られることでしょう 。

A. 接着の手段

機械的接合 ( くぎ、リベ ッ ト、ボルト ・ナ ッ トなど) と接着接合

はそれぞれ、長所欠点があります。 この二つを相補的に組み合わせ

て使用しますと理想的な接着が得られます。機械的接合ではストレ

ス (応力) が接合部に集中して破断する危険性がありますが、接着

接合では逆にストレスを分散します。接着接合は被着休の表面の強

度に全部依存しているので、表面が腐食などで弱くなれば、接着接

合が刺離することになります。それで、 二つの接合手段の長所を生

かし、のり ・くぎ併用、ウエルド ・ボンテ、イング( 溶接と接着) な

どが多〈使用されています。

B. 接合部のデザイン

「按若面積は広< J。接合部のデザインはこれが基本です。荷重に

よるストレス (応力) 及び、温度変化、接着斉IJ の硬化収縮によるス

トレスの分散をより効果的に行うためには、接着面積を広 くすべき

です。 これらの工夫は昔からの木造建築の継ぎ手に見ることができ

ます。

多くの接着剤は一般に引 っ張り力 (剥離力) に弱〈、明断力に強

いです。引っ張り力 (剥離力) とは接着面に対して垂直に号 |っ張る

方向に働〈力です。現断力は接着面に対して平行に働〈力です。 こ

れは粘着テープで簡単に確かめられます。 それゆえ、接合部は接合

ｾｾ￸ ゑ 》ミみρ

ｾ＠ t(J  "'" ｾふ ρｖ
図 - 5 継手の代表例

rj喪若f刊の実際担l織」 沖 iUf空白晋よ り

部にかかる荷重 (応力) の方向に平行になるようにすべ きです。

c. 接着剤の選択

接着剤は数百種類以上あります。接着剤の種類が多い理由は要求

される性能、条件が多いと 言 うことです。接着する材料一木、紙、

金属、ガラス 、プラスチ ック、セメント質など、種類が多い事が接

着剤の種類を多くしている理由の一つです。その他の理由では、接

君剤を使用する時の作業性、塗布機械などの適性により、接着剤の

粘 j支や有効成分畳を変えることで、接着剤の種類が多くな ってくる

ことが挙げられます。 また、接着すべき材料が新しく開発されて、

そのために新しい接着剤が作られる事もあります。

適材適所は接着剤の選定においても、正しい指針となります。接

合物が置かれる環境によ って、耐熱性、耐寒性、耐薬品性、耐クリ

ープ性のいずれか、を要求されます。 その場合はそれぞれに対して

強い接着剤を選択すべきです。全ての要求を満たせる、理想的な接

着剤があれば、ユーザーもメーカーも大いなる省力化が出来ること

でしょう 。我々メーカーは今までよりも優れた接着剤を開発するた

めの努力を絶えず続けています。

現実的に多くの接着剤から適切な一つの接着剤を選び出すことは

難しいことです。選択に失敗して、試行錯誤する場合も度々ありま

す。 その時は、今まで述べました事柄を吟味される事を勧めます。

接着剤メーカーは接着相談に応じていますので、気軽に相談される

事を勧めます。 そして、ひとたび上手に接着できると機械的接合で

は得られないスマートな仕上がりと、機械的接合と同等の強度を兼

ね備える事も可能となります。

おわりに

建築分野でも多くの接着剤が使用されています。最近ではいろい

ろな材料を組合わせて、より強〈、より軽〈、より美しい複合材料

が建築材料の分野で開発され、人々に快適な住環境を提供していま

す。 その中心的役割lを接着剤lは担っています。 ご く最近では地球に

優しい材料の開発が叫ばれています。建築分野で多〈使用されてい

る塩ビ ( ポリ塩化ビニル) の使用制限が考えられています。 この様

な動きにあ っても、接着剤はやはりキー ・ポイントであろうと考え

ます。 ますますの精進を心掛ける必要性を痛感します。

最後に、この拙文により建築関係の方々に接着剤についての認識

を深めていただけたら望外の幸せです。 この文を書〈事を WJ められ

た永沢滋所長と助言 を頂いた沖津俊直顧問、喜多惇部長に謝意、を表

します。

(やまざき かずあき / コニ o/ (株) 浦和研究所謀長)
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レ/
各論 2 接 着 工 法一 非 構 造一

防水工事

ーメンブレン防水工事におけ る接 着

荒 木 孝

1. メ ン ブ レ ン 防 水 に お け る 接 着

建 築 防 水 に お い て 「接 着」 が 問 題 と な る の は 、 次 の よ う な 事 項 で

あろ う。 以 下 こ れ ら に つ い て 考 察 し て み た い。

- 露 出 防 水 の 場 合、強 風 時 に お け る 防 水 層 と 下 地 の 接 着。

- 壁 、 あ る い は 立 上 り 面 に お け る 防 水 層 と 下 地 の 接 着、 あるいは

防 水 層 の ず れ。

- 歩 行 用 露 出 防 水 の 場 合 、 歩 行 な ど 繰 り 返 し 外 カ か ら の 影 響 に よ

る 防 水 層 と 下地 の 接 着。

2  . 防 水 層 の 種 別 と 内 容

メ ンブレン (被 膜 の 意) 防水工事における防水層の種別及ひ‘ 仕様

内容は、 J ASS- 8 防 水 工 事 の 例 を と れ ば表一 1 の ようになる 。

表ー 1 J A S S- 8 ・防水工事 より

アスフアル ト防水層の種別

X て
A - P F  A -G S  

アスフアルトフ。 アスフアルトフ'

ライ7 ー ライ 7 ー

(0. 31/m' )  (0. 31/m'  

アス 7 7 J レ| あなあきア スフ

2  ( l. Okg/m' )  アル トl レー フィ

ング 2 宇E

アスフアル トノレ アスフアルト

3  ーフィング (l .5kg/m' )  

35kg 品

アスフアルト アスフアル トノレ

4  ( l. Okg/m' )  ーフイング

35kg 品

5  

ス トレ ッチノレー アスフア ルト

フイン; 7' 2  f.ofi (l . Okg/m')  

6  

アスフアルト ストレ y チJ レー

(1 .0kg/m' )  フイング 2 要員

7  

スト レ ソチノレー アスフアルト

フインク 2 類 (l . Okg/m')  

8  

アスファノレ ト スト レッチノレー

(2. 0kg/ I1l ' )  7 イング 2 類

9  

アスフアル ト

(2. 0kg/m' )  

38 建築 と社会/ 1叩 '1' 8  JJ り

A - MS  A - L S  

アスフアルトプ アス7 7 J レトフ'

ライ7 ー ライ マー

(0. 31/m' )  (0. 61/m' )  

あなあ きアスフ あなあきア スフ

アノレト j レーフィ アルトルーフ ィ

ング 2 種 ング 2種

アスフアルト アスファノレ ト

(1 . 5kg/m' )  (l . 5kg/m' )  

アスファノレトル スト レッチルー

ーフイング フイング 2 類

35kg ，';1， 

アスフア ルト アスファノレ卜

(1 . 0kg/ I1l ' )  (1 . 0kg/ I1l ' )  

ス トレ y チルー ストレ y チノレー

フイング 2 類 フイング 2 類

アスフアルト アスフアノレ ト

(1 .2kg/m' )  (1  2kg/m' )  

E少付 スト レ y チ E少{.j スト レ y チ

ノレーフイング ノレーフイング

シート防水層の種別

;ま!
S- V F  S- N F  S- C F  S- C M  

プライ 7 ー プライ 7 ー プライ 7 ー 発泡ポリエチレ

l  

(0. 2kg/m' )  (0. 2kg/m' )  (0. 2kg/m' )  ンンート

2  

接着剤 接着剤 接堵 ｾｪ
固定金具

(0. 5kg/m' )  (0. 4kg/m' )  (0. 5kg/m')  

加硫ゴム 非加硫ゴム 塩化ピニノレ 塩化ピニ ル

3  ルー フィング ループ イング 樹脂ノレーフィン 樹脂 j レー フィン

1. 2m m  2. 0m m  グ2. 0m m グ1. 3m m

塗膜防水層の磁別

;ま! !
L - U F  L - U S  L -G F  L - GS  

プライマー プライ 7 ー ゴムア スフ アノレ

接着剤l

l  (0. 2kg/m')  (0. 2kg/m')  ト防水材

(0. 3kg/m' )  

(1 .5kg/m' )  

ウレタ ン|坊水材 ウレタン防水材

2  (0. 3kg/m' )  または接着剤l 補 強 材 下張り緩衝材

(0. 3kg/m' )  

ゴムア スファル ゴムア スフア/ レ

3  補I ｾＮ虫材 下張り緩衝材 ト防水材 ト防水材

(2. 0kg/m')  (2. 0kg/m' )  

ウレタ ン|坊水材 ウレタン防水材 ゴムア スフアノレ ゴム アスファル

4  (1. 5kg/m' )  (2. 0kg/m' )  卜防水材 卜防水材

(2. 0kg/m' )  (1 .5kg/m' )  

ウレタ ンi坊水材 ウレタン防水材 ゴムア ス7 7 ノレ ゴムアス 7 7 J レ

5  (1. 7kg/m') (2. 0kg/m' )  卜防水材 ト防水材

(2. 0kg/m' )  (1 . 5kg/m' )  

ゴムア スファル

6  ト防水材

(2. 0kg/m' )  

この 防 水 層 仕 様 内訳 の 内、 「接 着」 で ピ y クア y プ さ れ る の は 工 程

1 ・2 の 接 着 剤 類 で あ り、すなわち 表 - 2 の通 り で あ る 。

表- 2

種 )j1j 工 法 接 活 ｾｪ＠ な ど

密 着 アスフアルト 1. 0kg/m'全面接着

アスフアルト防水層

※ 絶 縁 アスフアルト0. 1 - 0. 3kg/ m'面積比8.0% 以上

シ ー ト 防 水 層

密 着 接着剤0. 4- 0. 5kg/m'全面接着

※ 絶 縁 金物固定

塗 膜 防 水 層

密 着 塗膜が接着を兼ねる全面接着

部分接着 下張緩衝材の下地と の接着面積比65%程度

この 「接 着j で 確 認 す べ き は 、 主 と し て 絶 縁 工 法 ( ア ス フ ア ル ト 及

びシート防水層) である 。 又、接着工法の場合でも 、 外 力 に よ る 防

水 層 の 剥 離 現 象 もある 。

3  . 屋 根 に 作 用 す る 風 圧

一 般に 風災害 と い え ば、強風による 屋 根 の l次飛び 事 故 に 代 表 さ れ

る よ う に 、 被 害 は 屋 根 に 集 中 し て い る の が 特 長 で あ る 。 屋 根 の 構 造

体 ご と 飛 ば さ れ る 被 害 は 、 も は や 屋 根 葺 き あ る い は 防 水 工 法 の 問 題

を 越 え て い る が 、 屋 根 材 あ る い は 防 水 層 だ け の 被 害 も 、案 外 と多い

ようである 。 風の力、すなわち風圧は風のもつエネルギーて、あり 、

普 通 の 風 の 場 合

V '  ，V P : 速 度 圧

V P = 二一 (k只1m') ただし |  

16 ，..""... ， Ｇ Ｍ Ｇ Ｍ ｾ＠ L  V '  風 速

の 式 が用い られる 。

この ような速度圧 を有する 風 が 建 物 に 当 た る と き 、 そ の 作 用 す る

風 圧 力 P は 建 物 の 形 状 、 部 位 に よ っ て 異 な り 一 定 し な い た め 、 あ る



係数を考慮して P = c V p で表わす。

ここで、 C を風力係数と呼び、建物の形状部位および風の向きに

よって定まる係数で、風洞実験で求められる 。一般に防水層を浮き

上がらせようとする風圧力は吸引力 (負圧) である 。部材の計算に

は平均的な荷重算定のためとして、最大- 2 程度が考慮されている

だけである 。 もし屋根スラブが通気性のものであれば (例えばプレ

キャスト板の目 地づめが十分でなければ) スラブの下側に作用する

正圧が防水層を浮き上がらせる方向に作用するので、より厳しい条

イ牛となる 。

P = c z i  

16 

の 式 を 採 用 す る と し て 、 c= - 2. 0， V = 40m/s 又は60m/s とす

ると P =  - 200kg/m
2

又は - 450kg/m
2

ということになる 。

現行の ] ASS- 8 防水工事では、あなあきルーフィングを用いた防

水層でも、防水層の周辺部は密着張りとする仕様となっている 。

図- 1 からも知られる通り、風圧力の著しく大きな負庄は、屋根の

周辺に沿 って生ずるので、前記 ] AS S- 8 の規定は正当な指針とい

える 。 しかし、著しい負圧と下からの正圧を考えるならば、通気性

スラフーでは周囲から 0. 5- 1. 0 m程度室内側 の屋根まで密着張りあ

るいは接着力を強化した仕様を採用することが、 より安全であると

いうことができる 。

- 3. 0  

図- 1 陸屋根の風圧力( 負圧) 分布

4. 防 水層の下地に対する接着

1  ) 防水層の接着性能試験

防水層と下地との接着を阻害するものとして前述の通り、吸引力 ・

剥離・ 外力の 3 つの要因があり、それに応じて接着性能試験も 3 方

法がある 。( 図- 2 )

( 1 ) 垂直引張試験は、風飛など防水層を浮き上がらせようとするカに

代表される、防水層に垂直方向に加わる外力に対抗するカを評価

する方法である 。

スレ ー ト下地な ど

図- 2 - 1

(2)180・ピーリン グ試験は、材料相互の接着性の良し悪しを調べる最

も標準的な試験方法で剥離させようとする外力に対抗する力を評

価する方法である。

スレ ー ト下地な ど

図- 2- 2

(3)せん断試験は、下地の動きなどに代表される、防水層に対して水

平方向に加わる外力に対抗する力を評価する方法である 。

2  ) アスフアルト防水層

(1) アスフアルトの接着力

図- 2 - 3

プラ イマー

スレー ト下地な ど

アスフアルトの屋根下地との接着力は、アスフアルトの種類、下

地や温度などの諸条件によって異なるが、モルタル面の場合には、

標準的な条件下における接着力測定 (号|張り ) 試験の結果、次の

ような実験値が得られている。

20・c

特殊フ事ロー ンアスフアルト 6. 3kg/c m
2  

アスフアルトコ ンノマウン ド 4. 5kg/cm
2  

[ 5 0 C ]  2. 7kg/cm
2  

2. 5kg/cm
2  

実際の現場条件においては、この値をそのまま適用することはむ

ずかしく、相当程度の安全率を見込む必要があるので、計算上は

一応これをふまえて2.5kg/c m
2

とする。

(2)  部分接着工法による下地との接着力

露出用あなあきルーフ イングは、直径約30 mmの穴が 1 m
2

当り

169個の割合であけられている。

この穴から流れ込んだアスフアルトは、穴の径より若干大きくひ

ろがり、実損IJ で・は35- 40mm程度の大きさになる 。

これを内輪にみて 30mmφ として、防水層の下地 との接着力を計

算すると次のようになる。

π ・1. 5
2

(c m
2

) ・169 (個) ・2.5 (kg/c m
2

)  = 2，986kg/m
2  

これを前述 3 . r屋根にかかる風圧力 J - 200kg/m
2

(又は - 450kg/m
2

) と比較すると 、 これを大巾に上回る 。

(3) アスフアルトのだれ

風圧力と接着カの関係とは別に、アスフアルト特有のだれ現象が

ある 。 アスフアルト防水層の立上り面については、アスフアルト

の高温時の祈し動によるずれ ( アゴありの場合) が考えられるため、

防水層の立上り端部は、アングル ・フラ ッ トパ一類で機械的に固

定する必要がある 。 これは、結果的に防水層端部からの剥離を防

止することにもなる。

( 尚この固定は、地下外壁防水の場合にも応用出来る 。)
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防水 工 事用 ア ス フ ア ル ト( J IS K  2207) の 品質 は 次 の 通 りである 。

(表- 3 )  

表 - 3 防 水 工事周 ア ス フアルト 3種の 品質

試 験 項 目 規 格

軟 化 点 (' C ) 100 以上

主十 入 度 25'C 20- 40 

針 入 j支 指 数 5  以上

蒸 発 質 鼠 変 化 率 ( % ) l  以下

ヲ| 火 点 ('C ) 280  以上

三海化エタ ン可 i寄分 (% )  95  以上

フ ラ ー ス 脆 化 点 ('C) - 15  以下

fご れ 長 さ (mm) ※ 8  以下

加 熱 安 定 性 ('C) 5  以下

摘 要 試 験 方 法 は JI S K  2207 (防水工事用アスフア ルト) による。

(試験方法の概袈) 試料を鋼板上に規定の形状に流し込み、 70・C の恒温空気

浴そう 中に 5 時間!垂直に垂したときの試料のだれ長さを測定する。

3  ) シ ー ト 防 水層

(1 ) 接 着 工 法

シ ー ト 防 水用 の 接 着剤 は い ず れ も 高 分 子 系 の 材 料 で あ り 、 そ の 接

着 カ は 強 固 で あ る 。 ( 表 - 4 )

し か し な が ら 、 下地 の 乾 燥 度 あ る い は 施 工 技 術 な ど か ら 接 着 不 良

箇 所 が あ れ ば、 強風 特 に 垂 直 方 向 の刺 離 あ る い は ピ ー リン グ が 生

じ る の で、 しっ か り し た 接着 と 防 水 層 端 部の ア ン グ ル ・フラ ッシ

ン グ 類 に よ る 固 定 が必 要で苅ある 。

表- 4 シート 防水 用 接着剤

宇オ 質 内
時B-

通 用

速硬化性・強さ 耐熱性 ・耐老化性 ・

面T光性 ・耐 候 性 耐 酸 性 ・耐油性など、

ク ロ ロ プ レ ン 系

多くの点で Ｑ 也 のゴ ム系接 ［ｻｔｾＩ に勝る 。
1) 日硫ゴム系

按 ｾｔ 斉 Ｑ Ｉ
用いられる溶剤 l立、 トルエ ン ・メチル

非加硫ゴム系

エチ l レケト ン ・酢酸エチ ノレ ・石油 ・ナ

7 サなどて¥そのほか貯蔵安定刻 ・充

てん剤 ・フェノーノレ樹脂などを加える。

かなり優れた按沼性を有するととも

に、他系統の接着剤と の相溶性が良好

なため接清特性を広範囲に変化でき

ニ ト リ ル ゴ ム 系

る。 また、両，ti 由・耐薬品 ・而f老化性を

極化ビニー ノレ

有している。溶剤としては、アセトン ・

(NB R) 按 消 高1)

メチノレエチノレケト ン ・トリプロエチレ

樹月旨系

ンなどをはじめとする多くのものが使

われる。各種の配合斉1)の添加により i憂

れた性能を発却しやすい。

プチノレゴムをはじめ、ゴム状物質の接

ブ チ ル ゴ ム 系

着に好適なも のである。一般に は、接

加硫ゴム系

接 着 剤l

若しにくいのが欠点とされていたが、

非加硫ゴム系

変成ゴム をプレンドする ことなどて解

決されている。

ニ液性であリ主ｾＩとしてエポキン樹

脂、硬化剤としてポリア ミド樹脂が用

いられ少盆の有機溶剤、増量剤が配合

エ ポ キ シ 樹 脂 系 されている。常温で硬化し傾化の際の 塩化ビニール

接 活 高1) 収縮が少な く接触圧筏度の圧着で強力 樹脂系

に接着する。核活! 苛は耐薬品性に日み、

特に耐ア ルカリ性が大きい などの特性

を有している。

速乾性で、塩化ビニールt志向旨を溶かす

塩化ビニール

I寄 3告 ｾＩ＠ テトラヒドロフラ ン (T H F ) を主成分

街』旨系/ レーフ

イングの後合

としたらのである。

部のみに使用
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(2)  絶 縁 工 法 ( 固定 金 具 に よ る)

シー ト 防 水 層 の 種別 のう ち耐 風 圧 で 確 認 す べ き は 、 塩化 ビニ ー ル

樹 脂 シー ト の 金 具 に よ る 固定 の絶 縁 工 法 が あ る 。 国定 金 具に は プ

レート 及 び テo ィ ス ク が 使 わ れ る。

耐 風 圧 性 の一 例 を あ げ る 。

① テダイス ク の 固 定 強 度 ・ア ン カ ー の 引 抜 き 強 度308kgl 本

- テe イ ス ク 自 身 の 強 度 320- 350kg  

. テo イ ス ク 1 個 あ た りの 接 着 力

340kg 以上

(① に つ い て は 計 算上 300kg を と る )

② デ ィ ス ク の 数 ・一 般部 2. 15個 1m
2

と す れ ば

2.15  x  300kg =  645kg/m
2  

- 屋 根 周 囲 4. 3個 1m
2

と す れ ば

4.3  x  300kg =  1， 290kg/m
2  

従 っ て 、 い ず れ も 3 . i屋 根に か か る 風 圧力 ) を 上 回 る 。

4  ) 塗 膜 防 水層

塗 膜 防 水 材 は そ れ 自 身 が防水 材で あ り 、 接着 剤 で あ る こと か らそ

の接 着 は 強 固 て お り、 強風 に よ る 飛 散 事故 は 聞 か な い。

近年、 その 実 績 が 多 く な っ て い る 複 合 塗 膜 工 法 ( 下 張 緩 衝 材 採 用 )

に つ い て は 、下 張 材 の 接 着 剤 に 高 分 子 系 材 料 を 使 用 す る の で、 そ

の 考 察 は シ ー ト 防 水 の 接 着 に 準 ず る 。

(あらき たかし/ 田島ルーフイング附防水技術但当次長)
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各論 2 接着工法一非構 造一

石工事

一石材の接着工法-

内 田 富 雄

1. はじめに

石材は建築材料として古くから使用されている 。最近は本物志向

が進み、都庁新庁舎に代表されるように、建築物の内外装仕上げに

石材を使用する例が著しく増加している 。

石材の施工方法としては従来から行われてきたノロを使用する湿

式工法、金物を使用し固定する乾式工法があり、さらに石材打込み

P C板工法、乾式石材パネル工法等種々検討、改善されている 。

内装石材施工は引き金物とトロを使用した帯トロ工法や空積工法

が行なわれ、ここ数年接着剤による圧着工法も行なわれている 。 こ

れは内装用石材として、大きさ 300- 600mm厚さ lO- 20 mmの扱い

易い規格石材が開発されたこと、さらにそれに伴ない下地もコンク

リートやモルタルばかりでなく 、石綿スレート板等の無機質ボード

類、あるいは合板と、多様化したことによる 。 これら規格石材や下

地に対し、従来の施工方法では十分な対応、ができにくく、接着剤を

使用する例が増えている 。

2  . 建 築 石 材 へ の 接着 剤 の 応 用 例

建築石材の工事において、接着剤は内装の圧着張り用途以外にも

外装を含め幅広く使用されている 。 その使用箇所と接着斉IJ の種類 ・

特徴を 表一 1 に示す。

表ー 1 建築石材への接着剤の応用例

使 用 箇 所 接 着 斉IJ の 種 類 と 特 徴

1  I石材の圧着張り( 内装) エポキシ樹脂系( パテ状)

2  I  ;ダボ ピンの 固定 (外装)

エポキシ変成シリコン系(パテ状・知力性)

エポキシ樹脂系 (速硬化、 中粘)

11 (24時間硬化揺変性)

3  I石材同志 (仮止め)

エポキシ変成シリコン系 (中粘、弾力性)

シアノアクリレート系 ( 1分硬化)

エポキン樹脂系 (速硬化)

ポリエステル系( 速硬化)

変性ンリコ ン系(高弾力性)

4  I金物の固定 (内 ・外装)

5  I石材の浮き 、争I j 落防止

エポキシ樹府系 (24時間硬化、中性)

エポキシ樹脂系 (注入補修)

6  I石材の裏面処理 エポキシ儲脂系 (低粘)

(エフロ防止、外装、 GPC) I エポキシ変成ンリコ ン系(低粘、樽力性)

| 変成シリ コン系( 低粘、高弾力性)

7  I石材裏面塗布 | アクリルエ7 ルション系

(汚染防止) I その他

8  I石材ノ マネルの作製 | エポキシ樹脂系 (低性)

(工場生産) エポキシ変性シリコン系 (低粘、弾力性)

9  I石材ノ マネルの取付け (内装) I エポキシ樹脂系 (ノマテ状)

エポキン変成ンリコン系 (バテ状、弾力性)

エポキシ樹脂系接着剤は硬化収縮が小さく充填接着できること、

接着強度が大きいこと等により、石材の広い用途に使用されている 。

3  . 内 装 石 材 圧着 張 り 用 接着 剤

内装石材圧着張りに使用されているエポキ シ樹脂系接着剤の一例

を表- 2 に示す。

表- 2 石材圧着張 り周接着剤の性状 と接着性

王 斉IJ 硬 化 釦l

主 成 分 エポキシf釘月旨 ポリアミドアミン

性

外 観 白色ノマテ状 灰色ノ マテ状

比 重 約 1. 6 約 1. 7

状

混 合 比 主 ｾ ｊ 硬化剤 = 10 ・10

可使時間 約60分 (1kg!20.C)

養生時間 約24s寺問 (20・C)

引張接着強さ (kgf/cm' ) 標 準 24 (M)  

大理石 ( ピャンコカラー 飽和Ca(OH)，水。 28 日 15  (M)  

ラ)/ モルタル 熱劣化60・C、28 日 20 (M)  

石材汚染 主斉IJ 硬化剤 = 10: 8  0  汚染なし

( ビャンコカラーラ80.C、 10 :  10  
。

11 

98% R H、 2 ヶ月暴露) 8  :  10  
。

11 

(注) (M) 。モ ルタルの材質破壊

圧着張りに使用されているエポキシ樹脂系接着剤は、 2 液の常温

硬化タイプで、施工時、石材が倒れないようなパテ状の粘性を持つ。

エポキシ樹脂系接着剤は花商岩、大理石、砂岩等の石材、およびコ

ンク リート、モルタル、石綿スレート等の無機質板や合板等の下地

への接着性に優れている 。

しかし、次の箇所への施工は十分な検討が必要である 。

①厳しい環境下に暴露される箇所 (水中、高温下、他)。

②振動等動きのある場所。

③表面強度の弱い材料。

④新規な石材 (特に人工) 、新規な下地。

4. 圧 着 張 り 工 法 と 施 工 上 の注 意 事項

エポキシ樹脂系接着剤を使用した石材圧着張り施工例を 図一 1 に

示す。
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2  

3  

4  

5  

6  

7  

下地の点検・処理

- 下地は十分乾燥する。

- チリ、ホコリ、レイタンス、その他の築物は除去する。

- 石材の寸法 ・形状に合わせ下地に接出し書IJ 付けを行う 。

. 金物を使う時は予め下地・ 石材に穿孔する。

.  i昆 練 主 剤 と I暖化剤を 1 :  1  (重量比) で平板に取り出し、均一な色となる迄十分撹排する 0

・塗 布混練後、石材裏面に塗布する。

・塗布量 l. O- 3 . 0kg/m
2  

(下地精度により異なる )。

- スベーサーを誼< (めくら白地の場合は不要)。

- くさび ・水準器等を用い、隣接する石材と面位置 ・水平位置を調整する 。

- 位置を決めたら急結セメントを用い、石材を仮固定する 。

- 石材仮固定後、モルタルを調合し、充填する。

・ころ合いを見計 り付着した汚れをスポンジ等で取り除く 。

- 目地モルタルの硬化を見計って、石材商に設けた伸縮目地部、入隅部 ・取合い部の目 I也部に

シーリ ング材を充換する。

図- 1 石材圧着張り施工例

①エポキシ樹脂系接着剤は主斉IJ、硬化斉IJ の 2 成分が混合されて、

反応を開始し、接着強度を発現する 。従が って決められた混合

比 で主剤、硬化剤を十分に混練する こ とが大切である 。 混合比

のズレや、 i昆練不足は接着不良や汚染の原因とな り易い。

ベ ック、ビャンコカラーラ、ギリシャホワイト等の白色系大理石で

起る こ とが多い。 汚染の原因は、

①主斉IJ、硬化斉IJの混合比が著しくずれていた こ と、

②著しい混練不足の状態て・使用したこと 、

②低温では硬化が著しく遅くなる 。5 ・C 以上で使用することが必

要であり、それ以下で使用する H寺は保温を検討する。

③高温では逆に硬化が速くなり、可使時間が短かくなる 。30・C で

は20・C の半分以下となり、十分注意する。

④石材や下地が濡れていると、接着不良の原因となることもあり、

好ましくなし、。 できるだけ乾燥させることが必要である 。

にある 。 そのため混合されず未反応で残った主剤成分や硬化剤成分

の一部が石材表面に現われ、濡れ色 (主斉IJ 成分) あるいは黄色 (硬

化斉IJ 成分) の汚染と なったものである 。下地に金属や木材が使用さ

れ、 7)<. の浸入により腐蝕した場合、 t昆練不足等 (硬化斉IJ 成分の影響)

による石材汚染に似た賞褐色の汚染を発生する こ とがある 。

5  . エ ポ キ シ 樹 脂 系 接 着 剤 を 使 用 し た 時 の 問 題 点

混練不足と石材汚染ー

石材汚染を完全に取 り除〈有効な薬品や方法は現時点では見あた

らない。石材表面の汚染を除去できたとしても、石材裳面の汚染発

生物を除去、あるいは非発生物に変えない限り 、後日再び発生する

ことが考えられる 。石材汚染の補修は、汚染した石材を除去し、再

施工を行っており 、大変な労力、 H寺問、費用を費やしている 。湿式工法で石材施工した場合、石材表面にエフロ等による汚れを

生じることがある 。 エポキシ樹脂系接着剤を用いて施工した場合も

石材表面を濡れ色や黄色に汚染することがある。 これらの汚染は シ

写真一 1 石材に発生した汚染
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石材裏面に予め塗布する汚染防止斉IJ もあるが、これらの石材汚染

に対する効果については不明である 。

写真一 2 汚染箇所の断面( 接着剤と石材)



エポキシ樹脂系接着斉IJ は決められた混合比で、色むら のない均ー

な色となるまで十分混練することが大切である 。 これは石材汚染の

問題ばかりでなく、接着性からも重要なことてある 。

6  . 新しい接着剤一 1 液 弾 力 性 接 着 剤 一

最近、石材やタイル張り用接着剤として弾力性を有するエポキシ

変成 シ リコン系接着剤が開発され使用されている 。 さらに l 液弾力

性タイプが開発され、石材施工用接着剤として使用され始めた。

これらは次の特徴を持つ。

①広い温度域 ( - 50・C - 80・C) で安定 した弾力性を持つ。

②蝉力性を持つため、振動、衝撃、材料の膨張収縮等に対しても

優れた接着性を持つ。

③石材を初め、各種の材料に優れた接着性を持つ。

④ l 液性であるため計量、 1昆練作業が不要となる 。

⑤このため、 2 液性で発生する混合比のズレや混練不足による接

活不良や石材汚染は発生しない。

l 液弾力性石材施工用接着剤の性状、物性を 表- 3 に、石材汚染

性を 表- 4 に示す。

表- 3 1液弾力性接着剤の性状・物性

'性 状 イ結 考

主 成 分 エポキ ン変成シリコン

外 観 白色ノマテ状

比 重 l. 4  

表面タ γ クフ リ一時間 3 .5h 

引張強さ (kgf/cm') 19 

イ申 び (%) 70 

引張按精強さ (k gf/c m') 14 

( モルタル/大理石) 接5i ' i剤の凝集破壊

Ｈ 硬化助 ｾｊ 按沼剤に対し ＰＮＵＥ 添加 Ｉ

表- 4 1液弾力性接着剤の石材汚染性

石材の種類

ビャンコカラーラ

ギリシャホワイ ト

ノルウェー ロー ズ

シベ y ク

暴Z客条件 50・C、 9 8 %R H

※ 暴露 8 ヶ月

暴露期間 1 ヶ月

0  汚染なし

。
"  

。
"  

" u 

"  

※  

20・C、6 5 %R H

20・C、 7 日

20・C、 7 日

20・C、 7 日

協 物 弘

ただ、この 1液弾力性接着剤は、湿気硬化タイ プであり、膜厚が10

mm以上になると硬化が遅れる 。 そのため膜厚10mm以上で施工す

る場合は硬化促進のための硬化助剤を添加して使用することが必要

となる 。硬化助剤の添加は 2 液のエポキシ樹脂系接着剤と異なり、

不十分な混練でも接着性や汚染性に悪影響を与える こと はない。

内装石材施工方法は、モルタルを用いた湿式工法、 2 液のエポキ

シ樹閥系接着剤を用いた圧着張り工法、そして作業性の容易な、接

着信頼性の高い、しかも汚染の生じない、 1 液弾力性接着剤を使用

する工法と、新し い接着剤、 施工方法が検討、開発されている 。

天然の美し さを備えた石材は新しい工法とともに、建築物の内装

仕上げ材として、今後も一層増えるものと考える 。

( っちだ とみお/ コニン( 鮒浦和研究所主任研究員 )

4 3  



レ/
各 論 2 按 着 工 法 一 非 構 造一

タイル工事

佐 藤 正 行

1. はじめに

現 在 行 わ れ て い る タ イ ル 張 り 工 法 は 、 手張り工法、パネル工法、

先 付 け 工 法 の 3 種 類 に 分 類 さ れ る 。 手 張 り 工 法 は 一 般的 に 建築 現 場

で タ イ ル 技 能 者 の 手 に よ り 施 工 す る 方 法 で あ り 、 ノ マ ネ ル 工 法 は 工 場

でセメ ン ト成型 板 や ボ ー ド 類 ( け い カ ル 板 な ど ) に タ イ ル を 張 付 け 、

こ れ を 現 場 で 止 め付 け る 工 法である 。 先 付 け 工 法 は P C板 製 造 時 や

現 場 で コ ンク リ ー ト 打 設 時 に 型 枠 に タ イ ル を 取 り 付 け て お き 、 コ ン

ク リ ー 卜 で 一 体化 さ せ る 工 法である 。 こ の 中 の 先 付 け 工 法 は コ ン ク

リ ー ト が 接 着 剤 と な る 接 着 工 法 と い え な く も な い が 、 今 回 は 本 文 よ

り 除 外 す る こ と と す る 。

手 張 り 工 法 ・パ ネ ル 工 法 に 対 し 一 般 的 に 市 奴 さ れ て い るタイ ル 張

付 け 材 料 は 有 機 質 系 接 着 剤 と 無 機 質 系 ( セ メ ン ト 系 ) 接 着 剤 に 大 別

さ れ 、 便 宜 的 に 表 ー 1 の よ う に 分 類 す る 。

タ イ ル 張 り に お い て は セ メ ン ト の 諸 性 能 を 改 普 す る た め に 褒 ー 1

の よ う な 合 成 高 分 子 エ マ ノ レ シ ョ ン 又 は 合 成 高 分 子 粉 末 を 添加 し 、 ポ

リマー セ メ ン ト モ ル タ ル と し て 使用 す る 場合 も 多 い。 こ う し た モ ル

タルは純粋な意味で与の無機系接着剤てゆは な い が 、 主 体 は あ く ま で も

セメ ン ト の た め 今 回 は 無 機 系 接 着 剤 に 分 類 し て お く 。 尚 、 有 機 質 系

接 着 剤 に お け る 溶 剤 系 は毒性、 引 火 性の 問 題 か ら 現 在 ではほと ん ど

タ イ ル 張 り に は 使 用 き れ な い。

こ うした張り 付 け 材 料 を 使 用 し た タ イ ル 張 り 工 法 は お よ そ 1) 図 -

1 のように進歩、 展 開 し て い る 。

上品 所 工 法 タイルのや，1m! 昭和20年代以前

1h'1上げ張リ

lλl 

手必リ工法 内装タイ ル

ｉ Ｚｉｾ＠

，、キル工法 内装タイル

| 約上げ娠リ

外装タイル

下必り工法

| モザイクタイノレ似り

7ト

モザイクタイル

ｴＺｬ ｾ＠
大司'J タイル

先

型車4F モザイ 77 イル

{寸
先付け 外装タイル

It 
外装タイ ノレ

工

法

P  Cf}'i モザイクタ イル

先付け 外装タイノレ

有機1' t系

接l I' I 膏IJ

表 - 1 タイル張付け材料の分類

「合成ゴムラテ y クス

「エ 7 ノレション形 寸

L 合成樹脂エ 7 ルショ ン

乾燥硬化形 一一→

反応硬化形

I  r 合成ゴム系

」 溶剤系 一一一一一寸

」再生ゴム系

「エ ポキン樹脂系

二液混合形一一一十 エポキシ変成合成ゴム ラテ

I  '/ クス

」 変成エポキシ系

( 二液混合弾性エポキシ )

「 シリコーン系

一液形一一一一一→ー ウレタン系

」 変成エポキシ系

( ー液撚性エポキ シ)

「セメ ント モJ レタ 水硬性セメント績を主体.

無機質系 | ル形

斗 「 粉体 ・1昆手口液 一一一 水lia性セメント類を主体.

接着剤 I  I  

I  " ， I セ ッ ト形 合成ゴムラテ ンクス系 ・合

」 ポリ 7 ーセメン →

|  成樹脂エ' 71レショ ン添加 .

トモルタノレ形 |  

」 ー粉形 一一一一一一一水硬性セメント類を主体.

合成樹脂パウダーエ' 71レシ

ョン添加

2  . 有機質系接着剤

日 本 に お け る 有 機 質 系 タ イ ル 張 り 付 け 材 は 、 昭 和30年 代後 半 に は

使 用 が 始 ま っ ている 。 当 時 建 築 の 需 要 が 急 速 に伸 び 、 こ れ に 伴 い タ

イ ル 需 要 も 増 加 し 、 タ イ ル 技 能 者 の 確 保 が 追 い つ か な く な って いた 。

こ う し た 背 景 の 中 、 技 能 者 不 足 を 補 う た め に 施 工 能 率 が 高 い 有 機 質

系 犠 着 剤 が 取 り 入 れ ら れ て い っ た。

し か し 、 当 時 は ま だ 有 機 質 系 接 着 剤l を 使 用 す る タ イ ル 張 り 工 法 の

理 論 的 な 確 立 が な か った た め 、 昭 和39年 に 官 民 一 体 と な った 陶 滋 器

質 タ イ ル 接 着 工 法 委 員 会 が 発 足 し 、 そ の 調 査 、 研 究 に 当 た った。

有 機 質 系 接 着 剤 に よ る タ イ ル 張 り 工 法 は こ う し て そ の 基 礎 が 確 立

され、 現 在 内 装 タ イ ル 張 り の 多 く に こ の 工 法が 採用 さ れ て い る が、

使 用 さ れ る 接 着 剤 自 体 は 大 き く 変 化 し て い る 。

こ う し た 有機 質 系 接 着 剤lの 変化、普及に伴い、接着性能の安定化、

合 理 的 な 接 着 剤 の 選 定 を 目 的 と し て 昭 和62年 1 月 に 「 陶 磁 器 タ イ ル

昭和20年代 昭和30年代 昭和40年代 昭和50年代

|圧着張り

| 接着剤張リ

区亙l i i 1-→ 

| ハネル工法

ー ー ー ー ?  

|圧精鋭リ

|改良4向上げ帰り

1改良庄活娠リ

匡>，"11* ') 子 →

I  K M工法

後木法

1: タイルン ト法

|目 地ます法 |

1: タイルシ ト法

17 イノレ単体法

図- 1 タイル張り工法と開発年代
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用 接 着 剤 J15 A  5548J  (以 後 JI 5 と 略 す ) が制 定 さ れ た。 2) J15 では

接 着 剤 の 主 成 分 に よ り 4 種 類 を 表 - 2 のように規定し、 用 途 に より

表 - 3 の よ う に 区 分 し て 接 着剤 を選定する よ うにしてい る。

八

万

一

区

一

る

-

よ

一

---

l

自

分

一

成

一

類

主

一

2

一

種

表

一

区 分 内

旬、，

ｾ＠

合成ゴム系 |合成ゴムラテ γ クス、例えば、S BR ラテ y クス等を主

ラテ " : ; ス形 |成分としたもので、その他の樹脂、添加剤、充てん斉IJ

等を配合したもの。

合成樹JJ 旨系 |合成樹脂系エ" 7 ) レション 、例え ば、アク リノレエマルシ

エマノレシ ョン 形 | ョンを主成分としたもので、その他の樹脂、添加剤、

充てんかl等を配合したもの。

エポキ シ変成 合 l エポキン樹脂と合成プラス チ ックスを主成分とする 2

成ゴム系ラテ " I 液混合形の接着剤で主要flJ 硬化剤それぞれにその他の樹

クス形 l 脂、添加剤、充てん剤等を配合したもの。

エポキシ樹脂系 l エポキン樹脂を主成分とする主剤と、硬化斉IJ との 2 液

反応硬化 形 l  混合形の接着剤てそれぞれにその他の樹脂、添加剤、

充てん知l等を配合したもの。

分

一

区

一

ス
w

一

よ

一

---

t

-

途

一

周

一

一
矧

何

唱

u

-

一

一

種

表

一

区 内 容分

タイフ，1  

湿っている下地に張付け後、長期にわた って 水 及 び 温

水の影響を受ける個所に用いるもの。

ほぽ乾燥している下地に張付け後、間欠的に水 及 び r:' 

水の影響を受ける個所に用いるもの。

ほ ぽ 乾 燥 し て い る 下 地 に 張 付 け 後 、 水 及 び 温 水 の 影 響

を受けない個所に用い るもの。

タイ 7 "11

タイフ' III

こ う し た J I 5 に 規 定 さ れ た 接 着 剤 と は 別 に 、 硬化 後 に 弾 性 を 有 し

た 接 着 剤 の 利 用 が 高 ま って き て い る 。 こ れ は タ イ ルの 大形 化・ 薄 物

化 に 伴 い 、 下 地 の 動 き に よ る 破 損 を 防 ぐこ と を 目 的 に 普 及 し て き た。

現 在 こ う し た 弾 性 接 着 剤 と し て は シ リコー ン系 が多く 使 用 さ れて い

る。 一般 的 に 従 来 の 有 機 質 系 接 着 剤 が 全 面 接 着 を 基 本 と し て い る の

に 対 し 、 こ う し た シ リ コ ー ン 系 で の 大 形 タ イ ル の 接 着 で は 図 - 2 の

よ う に 線 状 に 塗 布 さ れ る 。
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図 - 2 シリコーン系接着剤による大形タイル施工例

ま た 最 近 で は外 装 に も 使 用 で き る 有 機 質 系 接 着 剤 と し て 変 成 エ ポ

キ シ 系 な ど も 研 究 開 発 さ れ一 部 商 品化 さ れ て い る 。 こ う し た 新 し い

商 品 の 開 発 に よ り 有 機 質 系 接 着 剤 に よ る タ イ ル 張 り 工 法 も さ ら に 多

様 化 す る も の と 考 え られる 。

3  . 無機質系( セメント系) 接着剤

無 機 質 系 接 着 剤 に よ る タ イ ル 張 り 工 法 は 、 タ イ ル 裏 面 に 張 り 付 け

モ ル タ ル を ダン ゴ状に 塗 り付けてコ ンク リ ー ト 躯 体 に そ の ま ま 張 り

付 け る 工 法 か ら 始 ま っ た よ う で あ る 。 こ の 工 法 で は 自 筆 な ど の 問 題

が 発 生 し た た め 、 コ ン ク リ ー ト 躯 体 を ー 担 モ ル タ ル で 左 官 仕 上 げ を

し た 後 、 同 様 に タ イ ル を 張 り 付 け る 積 上 げ 張 り が 採 用 さ れ る よ う に

な っ た。 また、 この頃には左官モルタルでイ士上 げ た 後 、 セ メ ン トペ

ー ス ト で モ ザ イ ク タ イ ル を 張 る 工 法 ( モ ザ イ ク タ イ ル 張 り ) も 始 ま

っ て い る 。

昭 和20年 代 後 半 に な る と 施 工 能 率 を 向 上 さ せ る た め に 、 モ ル タ ル

下 地 に 張 り 付 け モ ル タ ル を 塗 布 し て タ イ ル を 張 る 圧 着 工 法 が 開 発 さ

れ て い る 。 圧 着 工 法 の 初 期 で は i昆和剤として角又が使用されたが、

昭 和30年 代 に な る と 酢 酸 ビ ニ ル 樹 賄 エ マ ル シ ョ ン や 合成 ゴ ム ラ テ γ

タ

イ

ル

貼

り

ロ

ボ

ッ

ト

図 - 3 タイル張りロボットの概念図

ク ス が 使 用 さ れ る よ う に な った。 こ れ ら に 対 し て も 前 記の 陶 磁 器 質

タ イ ル 接 着 工 法 委 員 会 な ど の 種 々 委 員 会 が 研 究 に 当 た り 、 圧 着 工 法

が 確 立 さ れ て い った。

その後さ ら に 安 全な 工 法 と し て 改 良 圧 着 張 り 、 モ ザ イ クタイ ル 改

良 積 上 げ 張 り 、 密 着 張 り な どの種 々 な 改 良 工 法 が 考 案 、 採 用 さ れ て

し、 っ た。

筒 、 現 在 こ う し た 各 工 法 で 使 用 さ れ る 混 和 斉IJ も 合 成 ゴ ム ラ テ y ク

ス 、 合成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン ( エ チレ ン酢酸ピニル系、 アク リル系)

が 主 体 と な っ て い る 。

こ う し た タ イ ル 張 り 自 体 の 工 法 及 び セ メ ン ト 混 和 剤 と は 別 に コ ン

ク リー卜躯体直にポリ 7 ーセメ ント モ ル タ ル でタイ ル を 張 り付ける

地 工 が 昭 和50年 頃 よ り 始 ま った。 こ れ は 施 工 能 率 が 向 上 ( 左官 工 程

が な い ) す る こ と 及 び 左 官 モ ル タ ル に 起 因 す る 剥 離 事 故 が な く な る

こ と に よ る 。 こ う し た 直 張 り 工 法 を 確 立 す べ く 全 国 タ イ ル 業 協 会 な

ど種々 組 織 て 実 験 が 重 ね られた。 特 に 住 宅 ・都 市 整 備 公 団 で は 昭 和

60年 に 工 事 共 通 仕 様 書 に 直 張 り 工 法 用 の 張 り イ 寸 け モ ル タ ル と し て

「タイルモルタ J レJ を 規 定 し て い る 。

尚 、 最 近 で は 以 上 で 述 べ た タ イ ル 張 り 工 法 以 外 の 種 々 工 法 が 採 用

又 は 研 究 開 発 さ れ て い る 。 そ の 例 と し て 特手朱マ ス ク を 使 用 し た 大 形

タイル張り工法や剖図 - 3 に 示 す ロ ポ ッ ト で の タ イ ル 張 り 工 法 (全

国タイル業協会、 間 組 、小 松 製 作 所 共 同開 発 ) が あ る 。 こ の ロ ボ ッ

ト で の タ イ ル 張 り は 平 成 2 年 末 に 実 証 実 験 も 行 わ れ た。 現 在 よ り 合

理 的 に 抱 工 が で き る よ う に ロ ポ ッ ト の 改 良 が な さ れ て い る 。

4. おわりに

接 着 工 法 は 現 在 多 種 多 様 とな って お り 、 今 回 全 て を 記 す る の は 不

可 能 で あ り 限 定 内 容 と し ま し た。 説 明 不 足の点 に 関 し て は 御 容 赦 願

い ま す。

( さとうまさゆき/側 タイノレメント 技術開発セ ンター)
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各 論 2 接着工法一非構造一

木工事

一建築工事 ・建材用接着剤の技術動向-

難 波
主主

主i

1  . は じ め に

建築工事関係に おける 「木」にかかわる接着技術は対象が広〈

1  ) 部材または材料構成に関するもの

2  ) 建築工事に おいて主に 内装工事に 関するも の

に大別される 。前者には各種合板、化粧合板、パーティクルボー ド

等の生産に用いられる接着剤が対象となり 、後者は、床材、 壁 材用

の接着斉IJ な どが対象となる 。 そのために、今回は、木接着という概

念から、内容をまとめたものである 。

木接着とい っても各種用途があり、木材同士の接着、木材と紙の

接着、木材と合成樹脂 ( フィ ルム、シートなど) の接着などの組合

せがあり、それぞれに最適な接着剤、接着条件が設定されている 。

具 体的用途としては、フラ ッシュパネル、っき板、化粧紙合板、

塩ビシート 化粧合板、建築床仕上げ用、 天 井仕上げ用 などがある 。

これらの接着技術は、数10年 の廃史があり 、基本技術的なと ころ

は、ほぼ完成されていると考えられるが、より効率的な作業性、高

強度接着性、無溶剤 化 に 代表される安全性の向上などが、今後の重

要課題となる 。参考のために 、図 一 1 に接着剤の分類の一例をまと

めているが、木接着用としては、酢ビエマルション、 SBR ラテ ック

ス、ユ リア樹脂系などが多く使用されている 。

今回は、まず 、木接着て、重要な含水率の基本的考え方を述べ、 以

表一 1 エマルション接着剤の種類

下建築部材のつき板用接着剤及び建 築内装用接着剤の技術動向につ

いて述べる 。

水溶液型

核活 ｾｉＩ

テープ状

溶剤l型

ユリア系、フェノール系

; f - リビニルアノレコール、ケイ酸ソーダ

ネオプレン 、ニ トリルゴム

酢圏全ピニ J レ、ニトロセルロース

無溶剤l型

エマ J レション ( ラテ ックス) 型ー酢酸ビニ/ レ、アクリル、コ・ム

ネオフ。レン、ニトリノレゴム
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図- 1 接着剤の分類 (形状による分類)

2  . 木 接着 に 使 用 さ れ る 接着 剤 の種 類

前述した様に、木接着には、エマルション系接着剤が多〈用いら

れているが、その理由としては、使用方法が簡便で使いやすいこと

又、無溶剤 形のため安全衛生上有利である ことなどがあげ られる 。

表一 1 に各種エマルション接着剤の特徴をまとめている 。

3  . 木 材 の 含 水 率 に つ い て

木材は、原、木の生産地、種類などにより接着性が異なるものであ

る。 その原因は、含水率、低分子物 ( タンニン、フェノール類等)

木材の硬さ等が考えられる 。 その中で、含水率は、特に重要な因子

であり、接着性能に与える影響は大きい。 図- 2 に接着時の含水率

と接着力、 図 - 3 に接着後の含水率と接着力の関係を表わしている 。

これにより、木材の接着を行う時には、 5 - 15 %含 水率が最適で

あることがわかる 。

上記データは、尿素樹脂系であるが、酢ビエマルション接着剤で

も同じような含水率との関係を持 ってい る。

可!

酢酸ビニ /レ エチレン 間駿ビニ ノレ アクリ J レ椴 クロロプレン

酢酸ピニ ノレ アクリル酸 エステル

エスア j レ

(単) (共) (共) (単、共) (単)

固型分 W P %  30- 60 45- 55 35- 50 40- 55 35- 60 

キ占 度 C P  200 - 200. 000 1.000- 10. 000 200- 50. 000 10 - 15. 000 10- 10. 000 

事立 子 径 0. 2- 2  0. 2- 1.0 0. 05- 1. 0  0. 05- 0. 4 0.1 - 0. 15  

皮膜形成温度 。- 25'C 。- 10'C 。- 10' C く O'C く 0・c

保護コロイド PV A  P V A  P V A  PA M  カセe イン

界 面 活 性 斉1) 手|三アニオン 手ドアニオン 非アニオン 手|三アニオ ン アニオン

可 盟 ｾｉＩ＠ DBP  DBP  

場 入 官 能 基 - COOH  

- C OOH  - COOH 

C ONH， - CONH， 

紙工、製袋、包装、 紙工、塩ピ/合板 ニス引、 ビニーノレ ラミネート、 箔、不織布、

用 途

製本、布、箔、セ 箔、ラミネート 引、塩ビ/紙、布、 不織布 箔紙

ロハ ン、 皮革、木 防セ口、? 百、ラミ

工 ネート

経 済 性 安 安~中
中 高 高

0 合成樹脂エマ l レ 0 内部可塑化に接 0 このタイプは

ション 中価格が 増性を増し、がJ 圧縮破横形で

最低でありなが 果を耐久化す あり、圧縮す

ら、広範な需要 る。 ると破壊し、

摘 要

商の要求を充す 0 応用商の複雑な 初期接着が得

性能をも ってい 要求に対しキメ られる。

る。 の細かい対策が

0 応用技術が進ん できる。

で適用範囲が広

カずった。
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このように、木材の接着を考えるには、被着材の含7 / ( 率 をたえず

意識して行うことが重要である 。

4 . っき板用接着剤について

っき板は、建材、家具等に広 〈用いられている表面化粧材の代表

的なものである 。

っき板は、原木を O.2- 2. 0m mにスライスし、集成材等に接着剤

を用い、目占り合わせて生産される 。 この接着工程以前に、原木の前

処理が行なわれる。木材中の低分子物 ( タンニン、フェ ノール等)

の抽出除去、含水率調整などが重要な目的である 。 これは、タ ンニ

ン、フェ ノール類等が、接着斉IJ 成分との化学反応により、木材表面

を変色させることが問題のためである 。

変色についてまとめるとつぎのようになる 。

表一 2 っき板の変色について

発生原因 | 変色助長要因 |  対応策

木 材 中の タンニ ン、 フェ |・ 水 分 |  木 材 中の低 分 子 成分 fUI 出除去

/ ー ル 等 の低分 子成分 と I .  P H ・按 滑mへ の変 色 防 止 機 能 付 与

綾稲荷l中の 金属 成分 と の | ・水分 中の 各 種 | 十 分 な 乾燥

鈴 体形 成 |  金 属 イ オ ン等

接着剤メーカーは、変色防止 タイプの接培斉IJ を開発し対応してい

る。 また、っき板メーカーでも、変色防止のために、煮 i?ll 7. Kによる

抽出を十分に行ない対応している 。

一方接着法であるが、単板の形態等により、接着剤塗布以前の処

理が異なり、低含水率単板用と高含水率単板用のそれぞれに適した

接着剤が用いられる 。

低含7 / ( 率単板には、酢ビエ? ルショ ンあるいは SBR系ラテ ック

スが使用されるが、高含水率単板には、ユリアミラミ ン系やユリア

樹脂を 主体に、酢ビエマルション 、小麦粉を配合した縮合系接着剤

が用いられている 。

今後、っき板の生産については、原木自体がますます減少傾向に

あるために、端材などを高周波等で接合し、原木の分留りを上げる

研究やっき板単板を更に薄 くする研究が必要にな って くると考えら

れる 。 また、っき板は、変色が重要問題であり、接着剤からの品質

レベル向上研究が強〈要求されると思われる。

5  . 建築内装用接着剤について

建築内装工事で使用される接着剤として代表的なものは、ビニル

床タイル接着剤、木れんが接着剤、壁用ボード類接着剤、天井用ボ

ード類接着剤!などである。 これらの性能等は、それぞれ ]I S によ っ

て規定されている。 (J IS A5536 - 5539)  

表- 3 主成分による区分

担E 軍1 区 分 内 容

エ7 ) レy 酢酸ヒ' ニJ レ樹脂エ 7 ノレンヨ ンを王成分 としたも ので、そ の他

酢俊 ビニル
ヨン形 の 樹 脂、 可 塑 剤 、 充て ん ｾ ｊ などを 配 合し た もの む 含 める 。

倒脂系

酢般ピニ ル樹脂を主成分 としたも の で、そ の他の樹脂、可鐙

溶 剤 形

剤、充てん舟lなどを配合したむ の も含める。

エ7 ) レシ ビニ J レ共盛合樹 脂 エ ? ) レショ ンを主成分と したむ ので、そ の

ビニノレ共重合

ョン形 ｦ 也 の 樹 脂、 可 塑 剤、充 てん ｾｊ などを 配合 し たむ の も 含 め る Ｎ

樹脂系

ピニJ レ共重合樹脂を 主成分とし たも ので、そ の他の樹脂、可

＿容 ｾｊ ｩｦ ｾ＠
塑 剤、 充てん ｾｊ などを配 合し たも の む含める 。

ゴム系 ラテ y クス形

天然ゴム又は合成ゴムラテ ックス を主成分と したむので、そ

の 他 の 樹脂 、 可 型 ｩ 剤、充 てん ｾｊ な ど を配 合し たも の も含める 。

エポキン樹 脂 を主成分と す る主剤 と、硬化剤 との 2 液混合形

エポキン樹脂系 の 接着 ｾｊ で 、それぞれにそ の 他 的 樹脂、充 てん 剤 、 有機 溶 剤

などを配合した もの も含める.

表- 3 、 4 は ]I SA5536 ( ビニル床タイル接着剤) で規定されてい

る接着剤の種類及び性能である 。

/c m' }  

これら建築内装用接着剤は、 一般に次のことが必要とされている 。

1  ) 作業性が良いこと

2  ) 環境条件 (温度、湿度、被君材の状況等) に性能が大きく影

響されないこと

3  ) 安全であること( 引火性、毒性)

4  ) 接着剤のオープンタイムが適度にあること

5  ) 養生 1 - 2 日で十分な接着強度が発現すること ( セ ッティン

グタイム〕

床材としては、従来 ヒ‘ ニル床タイル (J I SA5705では 、ビニル樹脂、

可塑剤、安定剤の含有率て規定) が多く用いられてきたが、近年、

戸建て住宅を中心に、木質フロアーの需要が高くな ってきている 。

木質フロアーの場合、下地材により、接着剤は酢ビエマルション型、

酢ビ溶剤型、エポキシ系などが主に使用される 。下地材としては、

モルタルコンクリート系、木質系が多〈、木質系には、酢ビ系接着

剤が用いられる 。一方、木質フロアーも防音材能を高めるために 、

各種ク ッショ ン材を複合したフロアーが多く開発されてきており 、

接着剤も木材への接着性から、合成樹脂系ク y ション材への高接着

性が要求されてきている 。

従来は、接着性 ・作業性の函から溶剤、アスベスト (石綿) 等 が

用いられてきたが、安全衛生上、無溶剤化、脱アスベスト化が強〈

市場から要求されている 。表- 5 は、日本での石綿に係る規制内容。

表- 5 石綿粉じんの抑制濃度基準

特 化 nlJ 通 達様

5 織維/ cm' (告示) I  2 繊 維/ cm' (育石綿0. 2)

※ 石綿粉じんによ る健康障害予防対策の推進に ついて (昭和51. 5 .  22 基発第408号)

無溶剤化については、エマ/ レション系、ホ ッ トメルト系、ソ リッ

ド系などが考えられるが、現場作業性からエマルション系が有望と

思われる 。 ホッ トメルト系では、現場に溶融設備が必要て-あり、ま

た、オープンタイムの問題もある 。 ソリ ッ ド系では、硬化のための

加熱装置や常温型では、 2 液混合の作業が必要とな ってくる 。

しかし、エマルション系は、溶剤l系と較べると、耐水性や初期接

着強度が低〈、今後の研究開発の大きな課題とな っている 。

脱アスベスト化については、アスベスト代替品の調査 ・研究が主

体とな っている 。各種の材料が研究されているが、ベースポリマー

の性能との関係が強〈、接着剤メーカー毎に、その方向は異なって

くると考えられる 。 ロックウール、 ロークファイパ一、セビオライ

トなどが、広〈研究されており、脱アスベスト化製品も最近では、

増えつつある。

6 . おわりに

接着剤は古くから工業化されており、素材、形態の組み合わせを

考えると無数と 言えるほど種類は多い。 また、技術開発の主目的も

いかに強度、作業性を高めるかにポイントがおかれてきた。 しかし

最近の地球環境保全の声の高まりから、今後は、益々、脱溶剤 ・脱

アスベストの技術確立が急がれてくるものと思われる。

( なんば の ぼる / 積 水 化 学 工 業 側 堺 工 場 接 着 剤 技 術 課 長)
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各 論 2 接 着 工 法 一 非 構 造 一

左官工事における

ポリマーディスノ Yージョン

能登 谷 恭 一

1. 塗 布 工 法 の 概 要

1960年 (昭 和35年 ) 頃 か ら コ ン ク リ ー ト 打 設 用 型 枠 と し て 合 板 あ

るいは金属ノマネルが採用され、従来の木枠に比べてコンクリートの

表 面 精 度 が 向 上 し た こ と に よ り 、 コ ン ク リ ー ト 面 に 塗 付 け た モ ル タ

ル が 刺 離 す る 現 象 が 多 く 見 ら れ る よ う に な った。 この対策のーっと

し て 、 コ ン ク リ ー ト 下地にポリ 7 ー デ ィ ス パ ー ジ ョ ン を 塗 布 し 、 次

い て そ ル タ ル を 塗 継 ぐ 工 法 、 い わ ゆ る 塗 布 工 法 が 開 発 さ れ 、 現 在 左

官 工 事 に お い て 広 〈 利 用 さ れ て い る 。 塗布 工 法 に 使 用 さ れ る ポ リ 7

ー ディスノマージョンは、 合 成 樹 脂 エ マ ル ションシーラ ー ( J A S S 15 

左 官 工 事) 、 モ ル タ ル 接 着 増 強 剤 、 モ ル タ ル プ ラ イ マ一 、 塗 継 ぎ 用 プ

ラ イ マ ー な ど 様 々 な呼 び 方 が さ れ て お り 、 ま た 、 日 本 建 築 仕 上 学 会

外壁等恭IJ 落 防 止 対 策 研 究 委 員 会 で は セ メ ン ト モ ル タ ル 塗 り 用 吸 水 調

整 材 と い う 新 し い 名 称 を 提 案 し て い る 1) が 、 こ こ で は モ ル タ ル プ ラ

イ マ ー と 吸 ぶ。

現 在 市 販 さ れ て い る 主 な モ ル タ ル プ ラ イ マ ー の 主 成 分 は 、 ス チ レ

ンーアクリル酸エステルエマノレショ ン ( 以 下 ア ク リ ル) お よ び エ チ

レ ン 酢 酸 ビ ニ ル エ 7 ル シ ョ ン ( 以 下 E V A) の 2 種類であるが、 E V A

がも っ と も 多 く 使 用 さ れ て い る 。 建 築 分 野 に お い て 使 用 さ れ て い る

代 表 的 な ポ リ 7 ーテ ィ ス パ ー ジ ョ ン の モ ル タ ル プ ラ イ 7 ー と し て の

適 性 を 褒 ー 1 に 示 す。

表一 1 各種 ポリマーディスパージョンのモルタルプライマーとしての適性

¥種¥沼町主たる要求¥性¥能
コン7 リート下地 フィルムと塗継ぎ

耐アルカリ伯i

との親手[J 性 モルタノレの接着性

S B R  。
×  

。

アタリノレ 。
ム 0 - ム

酢ビ
。 。

×  

E V A  。 。 。

2 . 塗 布 工 法 に よ る モ ル タ ル の 接 着 性 改 善

コ ン ク リ ー ト 下 地 に モ ル タ ル を 塗 継 ぐ 場 合 、 モ ル タ ル の 剥 離 の 主

な 原 因 と し て 次 の こ と が あ げ ら れ る 。

① 濡 れ 不 良 ，多 孔 質 で 吸 水 性 に 富 ん だ 下地 に モ ル タ ル が 接 触 す る

と 、 界 面 に お け る モ ル タ ル の 水 分 が 急 速 に 減 少 し 、 局 部 的 に 流 動 性

が 失 わ れ て 下 地 に 対 す る 濡 れ が 悪 く な る た め に 接 着 力 が 低 下 す る 。

② 硬 化 不 良 ，セメ ン トの水和反応に必要な水分の不足によ って 接 着

界 面 が ド ラ イ ア ウ ト の 状 態 に な る た め に 、 十 分 な 強 度 が 発 現 し な い。

③ せ ん 断 応 力 ; 按 渚 界 商 に お け る 硬化 反 応 が 十 分 進 行 し な い 時 期

に 、 塗 継 い だ モ ル タ ル の 乾 燥 収 縮 に よ る 膨 張、収 縮 が 生 じ る と 、 接

着 界 面 に 強 い せ ん 断 応 力 が 作 用 し て 接 着 破 壊 が 起 こ る 。

コ ン ク リ ー ト 下 地 に あ ら か じ め モ ル タ ル プ ラ イ 7 ー を 塗 布 す る

と 、 薄 い 樹 脂 層 を 形 成 し て 下 地 の 吸 水 を 調 整 し 、 セ メ ン ト の 水 和 反

応 を 促 進 し て 十 分 な 接 着 カ を 発 現 さ せ 、 下 地 の 吸 水 に 起 因 す る 気 泡

の 発 生 も 抑 制 す る 。 ま た 、 コ ン ク リ ー ト と モ ル タ ル の 界 面 に 発 生 す

る応力は樹月旨層に吸収され、セメントの水和反応が+ 分に進行して

い な い 時期 に お い て も 接 着 カ が 保 持 さ れ る た め 、 接 着 不 良 を 防止 す

ることカぜてv きる 。

3  . 塗 布 工 法 の 性 能

( 1) モ ル タ ル プ ラ イ マ ー の 吸 水 抑 制 効 果

固 形 分 (樹 脂 分) 4 5 %モルタルプライマーの原液、 3 倍 希 釈 液 お

よ び 6 倍 希 釈 液 を モ ル タ ル 板 に 塗 布 し 、 J1S A  6916 (セ メ ン ト 系 下

地調 整 塗 材) の l汲水試験方法によ って30分 間 水 に 浸 せ き し た と き の

吸水量は、 図 - 2 に 示 す よ う に 、 無 塗 布 の 場 合 に 比べ て 相 当 に 減 少

する 。 6 倍 希 釈 液 に お け る 吸 水 量 が 3 倍 希 釈 液 の 場 合 と 同 程 度 で あ

る こ と に つ い て は 、 図 形 分 が 少 な い 場 合 で も コ ン ク リ ー ト 表 面 の 凹

部 を ポ リ マ ー フ ィ ル ム が 充 填 ( 図 ー 1 ) し 、 吸 水 抑 制 効 果 が 発 海 さ

れ る た め で あ る と 考 え ら れ る 。

(2) モ ル タ ル プ ラ イ マ ー の 接 着 性

モ ル タ ル プ ラ イ マ ー を 標 準 的 な 仕 様 で コ ン ク リ ー ト に 塗 布 し た 場

合 、 形 成 す る フ ィ ル ム は 部 分 的 に 不 連 続 に な る が 、 大 部 分 は ポ リ 7

ー フ ィ ル ム が コ ン クリート下地と 主主継ぎモルタルの聞に介在してそ

の 接 着 性 に 大 き く 寄 与 し て い る と 考 え ら れ て い る 九 下 地 に 対 す る

モ ル タ ル プ ラ イ マ ー の 接 着 性 お よ び フ ィ ルム 形 成 後 の モ ル タ ルプラ

イ マ ー に 対 す る モ ル タ ル の 接 着 性 を 図 - 3 に 示 す。 下 地 に 対 す る モ

ルタルプライ 7 ー の 接 着 性 は 、 い ず れ の 場 合 も 優 れ て い る が 、 フ ィ

ル ム に 対 す る モ ル タ ル の 接 着 性 に つ い て は 、 E V A が 優 れ て い る こ

とが分かる 。これは、 E V A の フ ィ ル ム の 上 に モ ル タ ル を 塗 付 け た 場

合 、 ア ク リ ル に 比 べ て モ ル タ ル と フ ィ ル ム が 機 械 的 に 接 合 し て い る

部 分 が 多 い た め で あ る と 考 え ら れ る ( ι の 写 真)。

ポリマーフィルムに対するモルタルの接合状態

側 造 蜘 度 |

('C )  

0 - 20  

0 - 20  

0 - 20  

ア タ リ ル

。

'  ザ 村プナγ 1f

図一1 フィルムの成膜状況( モデル)
E V A  ( S E M写真)
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(3) モ ル タ ル プ ラ イ マ ー の 耐 久 性

コン ク リ ー ト 下 地 に モ ル タ ル を 塗 継 い だ 場 合 、 直 射 日 光 や 昼 夜 の

温 度 変 化 に よ る コ ン ク リ ー ト 府 と モ ル タ ル 層 と の 熱 膨 張差 に よ る 界

面 応 力 、 す な わ ち 熱 応 力 に よ る 接 精 強 度 の 経 時 的 低 下 が 問 題 と な る 。

ま た 、 形 成 さ れ た ポ リ 7 ー フ ィル ム は コ ン ク リ ー ト と モ ル タ ル の 高

ア ル カ リ 環 境 下 に あ る こ と か ら 、 雨 水 の 浸 入 に よ る ア ル カ リ劣 化 も

耐 久 性 の 要 因 のー っ と し て あ げ ら れ る 。 モ ル タ ル プ ラ イ マ ー の 耐 久

性 を 促 進 劣化 試 験 に よ って 笑 験 的 に 検 証 し た 例 を 図 - 4 か ら 図 - 6

に 示 す。 ま た 、 屋 外 暴 露 試 験 お よ び 実 構 造 物 の 経 年 変 化 調 査 の 結 果

も報告されており 3川 、モ ル タ ル プ ラ イ マ ー の 優 れ た 接 着 耐 久 性 が 確

認 さ れ て い る 。

4. 塗 布 工 法 の 施 工

( 1) 希 釈 倍 率 お よ び 塗 布 量

現 在 市 販 さ れ て い る モ ル タ ル プ ラ イ マ ー の 図 形 分 は 3 0か ら 4 5 %の

も の が 多 く 、 使 用 時 に 2 倍 か ら 3 倍 に 希 釈 し て 10か ら15 %の 図 形 分

で 使 用 さ れ る 。また、塗布 量 と し て は 0. 12か ら 0 . 15 k g/ m

2

が 糠 準 的

である 。 固 形 分4 5 %モルタルプライマーを原液、 3 倍 希 釈 液 お よ び

6 倍 希 釈 液 と し て コ ン ク リー 卜 に 塗 布 し た 場 合 の 接 着 強 度 に 大 き な

差 異 は な い (図 ー7) が 、 原 液 を 主主 布 し た 場 合 に は 下地 コ ヴク リート

の 吸 水 が 極 端 に 減 少 す る こ と に よ り 、 モ ル タ ル 塗 付 け 時 に ず れ の 原

因 と な る の で 、 適 正 な 希 釈 倍 率 お よ び 塗 布 量 で 施 工 す る こ と が 望 ま

しい。

(2) オ ー プ ン タ イ ム

オ ープン タイム ( モ ル タ ル プ ラ イ 7 ー を 塗 布 し て か ら モ ル タ ル を

塗 継 ぐま で の 時 間) については、 1 ヵ 月 程 度 ま で は モ ル タ ル の 接 着

力 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ さ な い と い う 報 告 も あ る 引 が 、 ご み な ど がイ寸

渚することを考慮すれば、 3 日以内 (床 工 事 の 場 合 に は 1 日以内)

に施工することか望ましく、 一 般には、 塗 布 後 1 日 程 度 経 過 し て か

ら モ ル タ ル を 塗 付 け る の が 適 当 で あ る と 考 え られる 。

(3) 施 工 時 の 気 温 お よ び 下 地 の 温 度

こ の 稜 の 材 料 は 水 分 の 蒸 発 に よ っ て フ ィ ル ム を 形 成 す る こ と か

ら、 一 般 に 、 施 工 時 の 最 低 気 温 は 3・C か ら 4 ・C とされている 。た だ

(g/49回)
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し 、 早 朝 の 場 合 な ど 、 気 温 が 3 ・C 以 上 で あ ってもコ ンク リ ー ト 下 地

の 表 面 温 度 は O- c 以下 の 場 合 も あ り 、 モ ル タ ル プ ラ イ マ ー が 凍 結 し

て + 分 な 接 着 力 を 発 現 せ ず 、 塗 付 ー け た モ ル タ ル が 剥 離 す る こ と も あ

る の で 暖 を 取 る な ど の 処 置 を 鱗 じ る 必 要 が あ る 。 一 方 、 夏 場 に お け

る コ ン ク リ ー ト の 表 面 温 度 は 相 当 に 上 昇 す る が 、 下 地 の 温 度 が50・c

程 度 ま で で あ れ ば 接 着 性 に 問 題 が な い こ と が 報 告 さ れ て い る へ

5  . 塗 布 工 法の 今 後の 課 題

現 在 、 多 く の 銘 柄 の モ ル タ ル プ ラ イ マ ー が 市 販 さ れ て い る が 、 一

方 で は 、 材 料 選 択 に 際 し て の 品 質 基 準 が 明 確 で な い こ と が 問 題 点 と

し て 指 摘 さ れ て い る 。 モ ル タ ル プ ラ イ マ ー の 品 質 基 準 に つ い て は 日

本 建 築 仕 上 学 会 等 に よ り 提 案 さ れ て お り 1川 、 こ れ ら を 基 に 今 後 規 格

化 さ れ る こ と が 望 ま れ る 。

(の とや きょう いち/ 日本化成側中央研究所主席研究貝)
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各論 2 接着工法一非構造一

ガラス工事

- S S G構法一

長 橋 健 一

1.  S S G構 法 と は

S S G構法は、日本では構造シリコーン構法と称、され、スパッタリ

ング法で作られる高性能熱線反射ガラスとともに開発、普及 しつつ

ある新しいガラス施工法の総称である 。

この S S G構法では、板ガラスはシリコーンシーラントの接着力に

よって、ガラス裏面の支持部材 (サ ッシ) に支持される 。 そのため

ガラス接着辺の外部倶IJ にはサ ッシ部材等の突起は表われず、 外観上

ガラスだけのフラ ッ トな壁面が構成で き、デザイン性にすぐれてい

ることにその特徴がある 。反面、ガラスを接着しているシーラント

には構造材としての機能が要求されるため、特にその接着耐久性は

重要な要因となる。十分な接着耐久性を得るためには、ガラス、サ

ッシ等の被着体と使用するシーラントの適合性、あるいは風圧、層

間変位、温度ムーブメント等の外力に対する適性断面設計や吸収機

構など、検討すべき問題が多い。このような背景から、本稿では S S G

構法に関する設計上の概要につい て簡単に記してみたい。

2.  S S G構 法 用 シ リ コ ー ン シ ー ラ ン ト の 種 類

現在 S S G構法用のシリコーンシーラントとして、脱酢酸型、脱ア

ルコール型、脱アミノキシ型など、各種のものが開発されている 。

脱酢酸型のものは、接着強度が強 〈、耐久性、耐候性に{ 憂れ、応力

緩和が小さい反面、被着休を選ぶことが多〈、適合性のない被着休

の場合には十分な接着性能が得られない。被着体の適合性の有無を

評価することが重要である 。

脱アルコールのものは、一般的に自己接着性があり、強度も大きく

扱いやすい。伸 び率がやや小 さく、また高温 ・高湿試験でモジュラ

スの低下が見られるがどんな被着体にもよく接着し、総合的には安

定した性能を有している 。
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脱アミ ノキシ型は、中程度の強度を有し、伸び率も比較的大きいが

プライマーの使用が必須であり 、フラ イ7 ーなしでは全〈接着しな

いため接着作業には十分な管理を必要とする 。

3.  S S G権 法 用 シ リ コ ー ン シ ー ラ ン ト の 選 定

S S G構法用のシーリング材はまず第一に、ガラスを支持、固定す

る機能が要求され、このためには材料のモジュラスは高い方が望ま

しい。一方、ガラ スと支持材との聞に作用する温度ムーブメントや

層間変位等による変形を全てシー ラントで吸収するとすれば、シー

ラントは伸び率の大きい低モジュラスタイプの使用が必要となる 。

このように相反する要求条件を満足させるシーラントの選択は、

一概には決めにくい。風圧力が大きい場合にはどうしても高モジュ

ラスシーラントを使用し、ガラスの変形を押さえる 必要があるが、

この場合には層間変位の吸収はサ ッシのディティールて帆逃げ、シー

ラントには変形が作用しないようにするなどの工夫が必要となる 。

4. シ リ コ ー ン シ ー ラ ン ト の 接 着 性 、 耐 久 性

1  ) シリコーンシーラントの劣化条件と設計上の注意

有機の材料は一般に熱、家外線、水分など各種外的条件で劣化す

る。 シリコ ー ンシーラントもある程度の劣化は避けられないが、ポ

リサルファイド、ウレタン等の材料と比べるとはるかに耐久性に優

れている材料である 。シリコーンシーラントの劣化要因としては水、

温度、紫外線、繰返し変形などがあげられるが、これらの単独作用

で、の劣化は比較自切、さく、ほとんど複合作用として劣化 が促進され

る傾向が強い。

S S G構法用シリコー ンシ ーラントとしては、機造支持材としての

機能が要求されるため、これらの要因をできるだけ排除する必要が

ある、そのためには以下の項目についての考慮、が重要である。

①構造シールは室内側に施工し 、水、温度の影響を防ぐ

②紫外線透過率の低いガラスを用い、紫外線劣化を防ぐ

③シリコーンシーラントに作用する変形を許容値になる よう目地

設計をする

④層間変位の吸収は構造シリコーンの変形に頼らないテ4 ィティー

ルとする

2  ) 被着体の条件と接着適合性

対象となる被着休としては、ガラス及び各種サ ッシ材料があるが

接着特性の点からいえば、いずれも表面の状態が問題となる、ガラ

ス (高性能熱線反射ガラス ) とシリコーンとの接着は良好であるが

サ y シ材料に関しては、表面状態によ って接着特性のバラツキが多

くみられる、同じアルミの酸化皮膜とい っても、サ ッシメーカ一間

で特性は全く異な ってくる 。 アルミの表面塗装を例にとると 、塗料

とシリコ ー ンとの接着が良好であ っても、塗料とアルミとの接着力

が十分でなければ十分な耐久性は得られない。 その意味では接着界

面の構造はできるだけ シンプルな方が良い。 これまでの試験結果で

は、アルミの酸化皮膜処理が最もよい性能を示している 。

5  . 設 計 上 の 注 意 点

S S G構法を採用するに当た っては設計当初よりサ ッシメーカ 一、

シリ コー ンメーカ一、ガラスメーカーなど関係者が一体と なって方、

ラスの品種、サ ッシの表面処理、シール材などの検討、接着性テス

トによる評価、あるいはシールの目地断面設計、シール材に許容以

上の変位を与えないディティール、工法の選定等あらゆる角度ーから

の検討が必要となる 。

1  ) ガラス品種の選択



4 辺とも梅造 シーラ ン ト (上下枠付 ・層間変位追従機締あり )

/ 1 / 1 / 1 / 1①/  

/  

/  

@ベb

ガラス廻り情遁ンーラン ト接着用型材

層間変位追従機構詳細図 (② ② 断 面)

ガラス品種の選択については、主に構造シリコーンシーラントの

紫外線に対する劣化を考慮すると、紫外線透過率の低い高性能熱線

反射ガラスの使用か望ましい。高性能熱線反射ガラスは、表面の反

射膜の物質と構成の違いにより 多くの 品種があるが、いずれも シ リ

コーンシーラ ン トとの接着性は良好である 。 また、反射膜とガラス

との密着強度もシリコー ンの接着以上の強度を有しており、特に問

題はない。

2  ) 接着性能の確認試験

構造シリコーンシーラントの接着性能は被着体 ( ガラス、サ ッシ)

及び使用するシリコ ー ンシーラントの品種で異なるため、それらの

スペ ックが決ま った段階で必ず実際の組合せによる硲認テストが必

要である 。確認テスト方法としては温水浸i賞、高温多湿、冷熱サイ

クルなどがある。

3  ) シール廻りのチェック

構造シールは必ず室内側とする、外部側に施工した場合、劣化の

スピードははるかに大きい点に 注意すべきである 。他の有機材料と

シ リコー ンが接した場合、可塑材の移行等でシリ コー ンが侵される

場合がある 。被着体以外の有機材料 とシリコーンを接して使用する

場合は、シ リコー ンに悪影響がないのかチェ y クが必要で‘ ある 。

4  ) シリコーンの目地設計

シリ コー ンに作用する 外力 には、ガラス自重、風圧力 、温度ムー

ブメント、層間変位等があるが、これらのうち、ガラスの自重はシ

ーリング材にと ってクリーフ有重となるため避ける 必要がある 。

風圧力と温度ムーブメントについては、構造シーラントに作用す

るものとしてあらかじめ設計し考慮しておくことができるが、層間

変位は変形率が大きく、しかも実際の変形が理論と必ずしも 一致し

ないこと等を考えると、サ ッシのディティールで逃げるよう設計す

るべきである 。

またシールの許容応力と許容変形率の設定は、安全率をどれだけ

枠 回 り 詳 細 図 ( ①ー①断面)

みるかにより異な ってくるが、現時点ではシリコー ンメーカ ーの推

奨値などを一つの目安にする以外ない。

6. 構造シールの打設環境

通常のシール工事 ( ウェザーシール) は工事現場で施工され，万

一剥離が生じたとしても漏水で仕上材を汚すぐらいの被害で済む

が、 SSG構法の構造シールの場合には、シールの欠陥によりガラス

の破損や落下につ ながる可能性が高いので、より厳しい施工環境が

要求される、現場施工の欠点として、

①接着性能に悪影響を与える環境をコントロールできない。

(水、雨、塵、挨、温度、湿度、清掃よりンール施工までのクリ

ー ン度)

②作業姿勢が良いとは 限 らない。

(足場の上での作業、上向き作業、その他の無還な姿勢)

③シ ール打設後、硬化ま でにガラスが動〈 。

(人的要因、微少風圧による動き )

④サンプリングできず、品質管理が困難。

以上のことより構造シールは現場でなく 、工場内ですべきである 。

また、シールの養生も、温度、湿度をコントロールしないと、そ

のシールのもつ物性を 100%発揮できない場合がある、テストサンプ

ルは、JI S A  5758に規定さ れる温湿度条件で製作、評価される が、

現場施工では期待した強度が保たれないことが考えられる 。

この点からも構造シールは、管理された工場内で製作する こと が

より高い信頼性を得るために必要である。

新しい構法は、それなりの研究実績が必要である、高度な技術に

袈イ寸けされた技術革新も必要である。設計者が考えている ことを 笑

現するこ とはメーカーの義務でもあり、それに 応 じてい けるよ う、

これからも努力していきたい。

( ながは し けんいち/ 旭硝子側大阪支庖建材開発謀)
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各論 2 接着工法
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奥 山 登志夫

1. はじめに

建築分野で使用 され る構造材は、コンク リー ト又は モルタル及び

鋼材が主体である 。コンク リートの100年以上の実績に 比べ、接着に

用いる有機材料が構 造材の一部に使用され始めてわずか30年の歴史

しかない。建造物の要求耐周年数が50年以上であることを考えると

耐久信頼性の点で課題がある 。 しかし工法の簡略化、異種材料の接

合には接着剤が必須で与あり、建築分野での使用は徐々に浸透してい

る。

接着に要求される性能は、高接着力、耐久性、耐候性、耐水性、

耐アルカ リ性などがあり、 適性のある 接着剤と してエポキシ系接着

剤が主に用いられ る。

建築分野での構造部材の接着用途は、現場施工と工場生産に大別

できる 。 ここでは両者の代表例について紹介する 。

2  . 現場 施工

接着工法が用いられる構造材料は、コンクリ ー ト又は モルタルが

一般的である。 これら 材料に比べ、接着剤の長期信頼性に不安があ

るため補修、補強用途に 限定されている 。接着剤は、現場施工のた

め二液室温硬化型エ ポキシ系接着剤が一般に 用いられる 。

1  ) コンクリートのひびわれ補修 1)

コンクリートは極めて耐久性のある材料であるが、予想した耐周

年数以前に補修、補強を必要とするケースが多くなっている 。 コン

クリートのひびわれ補修の目的は単にシールにより鉄筋の腐食を防

止するだけでなく 、コ ンクリートの強度自体を回復する 必要がある 。

このひびわれ補修 の代表的な例 として 以下の工法がある 。

①コンク リー ト表面からの注入補修 ( 図一 1 )  

ひひ1つれ補修として、最も 簡便で一般的な工法である 。次の作業

手)1煩で施工される 。

a ) ひびわれ部分の下地処理

劣化した表面層を撞き取るかひびわれ部分を V カッ トして、

表面にプライ 7 ーを塗布する 。

b ) 注入ノマイプの取り 付け

座金付 注入ノマイプ又は V カ ッ トした場合は注入ノ ぞイプを取

り付け、周囲を エポキシ系接着剤で固めてシールする 。

c ) エポキシ系接着剤の注入

注入ポンプ等を用い、注入ノ マイプからエポキシ系接着剤を注

入する 。接着剤の硬化後ノ マイプを撤去し 、表面の仕上げを行う 。

②鉄筋差込み補修2) (図- 2 )

最近開発された工法で、コンクリート内部から注入し 、同時に鉄
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図ー 1 コンクリート表面からの接着剤の注入

筋を差込んで補強する工法である 。

a ) 注入口の削孔

ひびわれ商を横切るように表面から注入 口を削孔する 。

b ) エポキシ系接着剤の注入

孔に注入ノズルをいれ、コンクリート内部からひびわれ部分

にエポキシ系接着剤を注入する 。

c ) 鉄筋の埋め込み

注入孔から鉄筋を挿入し 、周囲をエポキシ系接着剤で充填し 、

鉄筋を コンク リー トに接着する。硬化後表面の仕上げを行う 。

注入ノズルをそのま ま補強鉄筋 として使用する工法もある 。

③鋼板貼付け補修 ( 図- 3 )

接着剤注入補修だけでは強度が不足する場合、鋼板を接着して函

全体を補強する工法である 。橋梁など広面積の補修に用いられる 。

a ) コンクリート及び鋼板の表面処理

コンクリート及び鋼板の表面を処理し平滑清浄面に仕上げ

る。

b ) 鋼板及び注入孔取り 付け

鋼板をアンカーボルトで コンク リー卜面に 固定し、注入孔 を

取り 付ける 。鋼板外周及び注入孔 を接着剤でシール固定する 。

c ) エポキシ系接着剤の注入

注入孔よりエポキシ系接着剤を注入する 。硬化後、注入パイ

プを撤去し、鋼板塗装などの仕上げを行う 。

れ的

修

パ

補

ぶ

V

E

み

A

h

h

、

治

ホ

川

町

、

差

筋鉄

内

Jι図

.

0

一

'

・
ι

一

ル

汐

次

拐

シ

脂

e

1

1

4

…と

椅

γ

ι

白

J

一豆
『
つ

l

t

シ

ト

|

1

4

I

l

l

-

-

キ

ル

ポ

ポ

エ

{
疋固戸担鉄

注入パイプ

図- 3 鋼板貼付 け補修

2  ) コンクリートの打継ぎ

ビルや橋梁など古いコンクリートの上に新しいコンクリートを打

設する工事では、新旧コンク リートの接合面の強化を目 的にエポキ

シ系接着斉IJ が用いられる 。 この打継ぎは一般に次の作業方法で施工

される 。

a ) 旧コンクリート面の表面処理

旧コンクリートの劣化層をサンダーなどで除去し、水洗など

で表面を清掃する 。場合により表面をプライ 7 ー処理する 。

b ) エポキシ系接着剤lの塗布

エポキシ系接着剤を均一に撹排混合し、コンクリート打継ぎ

面にへらやノ、ヶで均一に塗布する 。

c ) 新コンクリートの打設

接着剤!の硬化 JI寺間内に新しいコンクリートを 打設する 。

3  ) その他の用途

上記以外の接着工法として、木れんがや金具の取り付けが古くか

ら行われている 。 この取り付けには埋込み方式のほか、表面への直

接接着も目的に応じて用いられている 。アンカーボルトやアンカー



イ ッチし、加熱プレスによる パネ/ レ化が一般的だが、最近ではエポ

キシ系、ウレタン系、ゴム系など液状接着剤や室温硬化型も用いら

れる 。

ノ、 ニ カ ム サンドイツチ ｉｾ ネル

町F

2  ) 金属パネルの補強材の接着

内外壁やスチール物置 ・エレベーターなど金属パネルの補強材 と

して、成型した枠材を接着して剛性 ・平滑性を与える 。叫 (図- 6 )

接着剤としては、エポキシ系、 ウレタン系、アクリル系などの構

造用接着剤が用 いられる 。
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3  ) その他の用途

金属ノマネルの枠材、箆体の組立や金属継手の接合は通常溶接やボ

ルトにより行われるが、接着工法も 利用 されつつある 。接着工法に

は①剛性が増加する 。②シール効果がある 。③応力集中が少なく振

動 ・疲労に強い。 などの利点がある。最近ではウエルドポンドと呼

ばれる溶接との併用も検討され、溶接以上の強度 ・耐久性が笑証さ

れている 。 また石材を表面材とする複合パネルが外壁材として実用

化 され、 この接着には、応力緩和のため弾性エポキシなど柔軟性接

着剤も使用されている 。

4. おわりに

住宅産業を除き、建築分野の構造材への接着工法は、特に現場施

工において未だ十分に活用されていない。 しかし自動車など他 の組

立産業と同様、建築分野においても省力化、工期の迅速化は大きな

課題であり、接着剤の進歩と相まって接着工法の開発が益々高まっ

ていくと思われる 。

としお/ 東亜合成化学工業側製品研究所主任研究只)

ハニカムサンドイツチパネルの接着工法
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筋の固定には思め込み接着固定が行われている 。 この接着工法には

前述の接着剤注入方式のほか、被着斉IJ の主剤と硬化剤を分けて充喫

したカプセルを婦人する方式も行われている 。 カフ。セル方式の接着

工法による補強効果を調べた試験結果を 図- 4 に示す。エポキ シ系

接着剤による固定は、ボル卜破壊に近い接着強度が得られている 。3)

3  . 工 場 生 産

現場施工に比べ、工場生産の場合には金属を始めとする異種材料

の接合が多〈、また接着管理及び評価も十分に行えることから、各

種の接着剤が使用されている 。特に工場生産型住宅では、内装、外

装を問わず、広〈接着工法が利用されている 。 ビル建築など、高強

度を必要とする構造部材の代表的な用途には、外壁材、床材に用い

られる複合サンドイ ツチノ マネルの組立や金属パネルの補強材の接着

カずある 。

1  ) 復合サンドイツチパネル

複合サ ンド イ ツチパネルはビルや住宅の内外装に数多く用いられ

ている 。特にハニカムサンドイ ツチノ f ネルは、航空機や宇宙船での

実績を基に、信頼性の高い綾合パネルとしてカーテンウオールなど

ビルの外壁材のほか、最近では住宅床材やフリーアクセスフロアー

なと' の構造部材にも使用されている 。 このハニカムサンドイ ツチパ

ネルは、芯材であるハニカムコアと表面金属板を接着剤で貼合わせ

る。 このパネルは、ハ ニカムコアの効果により①軽量性②平滑性③

高剛性④遮音 ・断熱性などの特長がある 。

構成材料は、数多くの組合せがあるが、外壁材としてはアルミニ

ウム合金表面板及びアルミニウムハニカムコアの組合せが多〈用い

られている。( 図- 5 )

接着工法は、アルミニウムハニカムパネルの場合航空機用米軍規

格 (MI L 規格) に適合したフィルム状エポキシプレプリグをサンド

また最近では工事の迅速化のため、予め工場で製作したコ ンク リ

ートブロ ック (プレキャスト部材) を現場で一体化する P Cブロ ッ

ク工法が盛んになっている 。 このブロ ックの接合に前述の打継ぎと

同様、エポキシ系接着剤が多〈用いられるようになってきている 。

接着斉 IJ 素材では、水中や湿湖面でも硬化するエポキシ系水中接着

剤lが開発され、橋脚や海洋建造物の補修 ・補強に使用されている 。

また外壁ガラ ス・パネルの接着固定法である SSG工法が開発され シ

リコー ン系シ ーリング材が構造接着剤として使用されはじめた。 こ

れ以外 にウレタン系、アクリル系などエポキシ系以外の接着剤の使

用も検討されている 。
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大 下 俊 之

1. は じ め に

遺跡は過去の人聞の生活 ・行動の痕跡であり、土地に構築された

もので動かすことのできない泣構と、人聞が自然物を加工した製作

物などで出土場所を離れても意味を失わない遺物とで構成される 。

これらは、 行政用語では埋蔵文化財と呼ばれるが、一般に文化財

としてはこの他に歴史的建造物や石仏などがありその保存工事と接

着技術とは密接な関係がある 。 これは基本的には通常の構造物にお

ける接着技術と閉じてい別稿でも紹介されている 。

本稿では一般の接着とはやや概念の異なる遺跡、特に遺構の保存

について述べる ことにする 。

2  . 遺 跡 の 移 設 保 存

遺跡は原則的にはあるがままの状態で保存する事か望ましし、が、

建設工事の際などに発見された重要なものは場所を移してでも保存

しなければならない場合がある 。

一方、遺跡はほとんどが土地に定着したもので、古代の住居跡な

どは地面そののが遺跡である 。 また古墳の石室のように精造体を形

成しているものでも発見時の状態のまま保存するには解体して移動

する事は出来ず、周辺の土とともに移動しなければならない。

文化財の保存技術においては石の構造物の強化は古くから行われ

ており事例も多いが、土の場合は記録保存の上再度埋めるか破壊し

てしまうのが普通で‘ ある 。

本稿ではイソシアネ ー ト系の薬液を土粒子聞に注入して土粒子相

互を強固に接着する事によ り土全体を固め遺跡の発見位置から切り

出して保存場所に移設した事例と泣跡の断面を薄〈剥ぎ取って保存

する方法を紹介する 。

3  . 使用材料

イソシアネート系薬液は土粒子間隙に浸透し易いように低粘性に

調整されている 。

この薬液は土粒子間隙あるいは土粒子表面の水分と接触すると加

水反応を始め炭酸ガスを発生しながらさらに微細な間隙に浸透しつ

つゲル化して土粒子を相互に接着する。

またこの薬液は水と反応はするが水には溶けない疎水性のため土

粒子中の水分の量に影響される事がなく安定した強度を発現する事

カずできる 。

使用法はゲル化時間を調整するための触媒を添加して一液で注入

するもので、注入された薬液は土中の水分を一方の系として反応し 、

ゲル化する 。

4. 竪 穴 式 住 居 跡 の 移 設 事 例

本事例は大阪府枚方市の長尾西遺跡の調査で発掘された弥生時代

の竪穴式住居群の一つで床面に火事により炭化した日本最古の板壁

の跡が残っている貴重なものであ った。

しかし、発見場所が学校の建設予定地で現状のまま保存する事は

不可能だったため薬液で固めて切断し、約 2 k m離れた公園へ移設

したものである 。

(1 ) 移設保存範囲 。住居跡は、一辺約4.5m の隅丸方形を呈してい

る。西側約半分が後世の掘削により消失しており、移設保存範囲は

5. 2m X  1.8m とした。

(2) 遺構面薬液注入国結 遺構商に千枚通しで小 さな穴をあけ、薬

液を注射器で入念に注入し表層部を強化した ( 写真一 1 )。薬液の注

入量は、 1 m
2

あたり約 2 kg を標準とした。次に掘削時の崩壊を防

ぐため遺構の周囲の地山函を周壁にそ って約 1 m 間隔に電気ドリ

ルで穿孔し、薬液を注入して補強した。 さらに、巡一構面からも電気

ドリルで先に注入し? 表層部の下部まで穿孔し、薬液を注入浸透さ

せて泣構全体を固結した。

(3)  遺構周囲縁切り及び立上り表面薬液注入: 移設範囲の周回を掘

削したのち、電気カ y ターで縁切りをし、手掘りにより垂直に削り

取 った。 この面に対しても遺構表面と同じ要領て、薬液を注入し切取

り面を補強した。

(4) 遺構切取 り底部薬液注入国結 遺構底部の強化のため切取り函

より 150
m

/
m

間隔で水平に穿孔したのち、丸鋼 ( φ16
m

/ m) を約1.5m 婦

人し、注入ホースをセ ッ トして薬液を慎重に注入した ( 写真一 2 ) 。

なお、挿入する丸鋼の内 5 本に 1 ;本はストレ一ナノ マイプ ( φ20
m

/
m

)

を採用した。注入本数は東側39本，西側31本，南側 11本，北側 13本

である 。薬液は遺構を壊さないようなるべく低圧低速で注入し、周

囲土壌に充分浸透国結するように注入した。

(5) 遺梅の移設 。固結した遺構底面を掘削して H 形鋼桁を持入、周

囲を鋼製枠で囲み発泡ウレタンを充填して保護した後、クレー ンで

吊り上げトラ y クにより移動した。 なお泣構の全重量は 14.7 トンで

あった ( 写真一 3 )。

(6) 遺構の設置 あらかじめ掘り下げた予定位置に設置した遺構の

周辺は掘り上げた土砂を埋戻し上部は遺構発掘個所の土を埋めた。

i立構表面のうち薬液により濡れ色にな って不自然な個所は薬液を散

布した後発見時遺構表面を覆っていた土を接着して発見時と同じよ

うに調整した。

写真ー 1 注射器による遺術面への薬液注入 写真一 2 遺僧底面への薬液注入 写真一 3 遺構の移設状況 ( 長尾西J茸跡)
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5  . 石 室 の 移 設事例

これは奈良県桜井市にある忍阪古墳と呼ばれる 7 世紀中期の古墳

時代末期の古墳で地滑り等によりかなりの部分が消失しているが、

石室形状が六角形でその内外に排水講を設けているという特徴があ

り保存されることになったが現地は高速道路の建設予定地のため移

設する事にな った。

この事例は石積み部とその下の地盤から成っており、 地盤部は先

の事例と同じように薬液を注入して強化 した。 また石積み苦[Sに対し

てはその間隙から薬液を注入して背面の土と共に固給する事により

石相互を接着すると共に地総とも一体化 させて強化した ( 図一 1 ) 。

なおこの事例では全体を一度に運搬するのは重量が大きく構造的

にも不安定なので止むを得ず全体を 3 つのプロ y クに分割して移設

し保存位置で復原する方法を採用した ( 図- 2 ，写真一 4 ) 。

図- 1 忍阪古墳移設部断面

保護用和紙

注入国結域

移股用型枠

図- 2 忍阪古噴移設用分I1J計画

写真一 4 移設完了後の忍阪古墳石室

6  . 遺 跡 断 面 等 の 剥 ぎ 取 り 転 写 法

ここで紹介するのは、前述の例とは全〈異なるものであるが接着

という観点では先の例より本特集に適しているものと思われる。剥

ぎ取り転写法というのは遺跡の発見された地銀の層位や遺跡断面を

うすく剥ぎ取 り、布やパネルに転写するという特異な記録保存法で

ある 。 この方法は奈良国立文化財研究所埋蔵文化財セ ンターが開発

しその普及を図 っておられるもので、沢田正昭造物処理研究室長の

許可を得てここにその概要を 紹介する 。

作業の手順は図- 3 に示すように転写対象面を削り出した後、 イ

ソシアネート系あるいはエポキシ系の樹脂を表面に塗布あるいは吹

付ける 。 その上に寒冷紗などの布を裏打ちしさらにエポキ シ系樹脂

を塗り十分に乾燥、固化した後布を剥ぎ取る 。仕上げは布面に付着

した不必要な土壊などを放水で洗浄した後、イソシアネート系樹胞

などをうすく 塗布し、転写面を濡れ色にすると共に確実に固定する 。

写真一 5 に平城宮大極殿基壇の断面を転写した例を示す。

1. 転写対象面削り出し後

樹脂の塗布 ・吹付

3 . 樹脂乾燥 ・便化後剣ぎ取り転写

2. 布( 寒冷紗) の裏打ち 4 . 転写面の水洗 ・仕上げ整形

図- 3 ｾｊ ぎ取り転写法手順

写真- 5 転写された平城宮大極殿基壇断面

(奈良国立文化財研究所』埋蔵文化財セ ンアー提供)

7  . おわりに

遺跡、文化財 の保存工事は非常に慎重な作業で規模も小さい場合

が多〈多大な利益をもたらすものではない。 しかしこれらはこの世

に二つとない人類共通のt ' t 重な財産でこれらを後世に伝え残す事は

技術者としての義務である 。 この小文が文化財保存活動の一助とな

れば幸いである 。

末尾ながら 11 _ 1 : 重な資料を御提供頂いた奈良国立文化財研究所の沢

田正昭先生はじめ関係各位に感謝の意を表したい。

(おおした としゆき / 側竹中工務庖技術研究所大阪支所主任研究貝)

〔参考資料〕

1)  T.  Oshit a. T.  T eramur a. M.  Ki t ano ・ Relocati on and  preservat i on of  

hi storical  relics usi ng polyisocyanate resin grout. Pr oc. Int. Symposium at 

At hens. Greek.  1988 

2  ) 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財セ ンタ一 層位・遺跡断面等の争IJ ぎ取り転

写法. t A蔵文化財ニュー スNo. 28. 1980.  
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1. はじめに

各論 2 接着工法一特殊工事

建物保存

- 原爆ドームー

沢 出 稔

広島市のほぼ中心部にあ った「広島県産業奨励館J (写真一 1 ) の

建物は、昭和20年 8 月 6 日、そのほぼ直上約600mの空中で作裂した

原子爆弾のため、ほとんど全市にわたる市街もろとも廃境と化した

(写真一 2 )。 その惨禍を被ったことによリ、この建物の残骸は、核

兵器による人類自滅の危険を警告する「生き証人J の役割を果たす

こととな った。

2  . 第 1 回 保 存 工 事

被爆後、長い年月にわたって日光や風雨にさらされ、レンカ壁の

一部に劣化が進行し、原爆ドームは崩壊が危倶されるようになり、

昭和42年に第 l 回自 の保存工事が行われた。

ドームのレンガ壁の亀裂に積もった二十余年聞のホコリをきれい

に掃除して、亀裂に沿って V 字型に構はつりし、空洞が多くある墜

の中と、亀裂の内部に当時としては最先端の工法であったエポキシ

樹脂注入工法により、壁全体を固め補強する、とい うのが第 l 回の

保存工事の主流であ った。

この手順を部分ごとに くりか えす作業は、単調で根気のいる仕事

であ った。 レンガ壁面は部分、部分によ ってくずれかたが違い、ま

た壁の内部も複雑で、あ った。

ドームに住む山鳩やスズメの巣箱を作ったなどのエピソードを残

し、三ヶ月を費した前例をみない大工事は無事終了した。

3  . 昭 和62年 の 調 査

昭和42年に実施した保存工事では、当時傷んでいなかったレン yゲ

目地部、モルタノレ仕上部等については工事の対象から外されていた。

「永久保存」という考えからすれば、原爆ドームを保存する聞は

定期的に調査を実施し、こまめに弱点を補修しておく必要がある 。

以上を鑑み、前回の保存工事から満20年経過した昭和62年に、現

代の高度な技術を駆使して①原爆ドーム構成部材の劣化の有無、②

基礎の安定性、③地震に対する安定性の観点から大々的な調査が実

施され (写真一 3 ) 、それぞれの項目について原爆ドームを永久保存

するという立場で対策が出された。

4. エ ポ キ シ 樹 脂 の 満20年 経 過 後 の 物 性

エポキシ樹脂は土木建築分野で幅広く利用されている 。 しかし、

このように便利に使われているエポキシ樹脂ではあるが、寿命 (耐

久性) に関しては満足に答えられる資料、文献等は少ない。

昭和62年の調査に合わせて、昭和42年の原爆ドーム保存工事に使

用した エポキシ樹脂の満20年経過後の物性試験を行った結果、懸念

されていたエポキシ樹脂の経年による強度の低下はまったく認めら

れなかった。むしろ、硬化反応率が20年間で進行し、いわゆる “後

養生" による強度増加が認められた( 図ー 1 )。
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図- 1 前回と今回の圧織強度の関係

昭和42年実施時、供試体を余

分に作っておき原爆ドームの

屋線の倉庫音11分に箱に入れて

保存しておいたものを、昭和

62年に前回と同 じ方法で試験

を行った。

(供試体形状 4 x  4  x  16cm)  

45・の破線より上にあれば昭和42年

よリ( ， ｾｾＱｉ￟Ｚが榊加していることを

意味する。

健全なのは強度の面だけでな く、比重視IJ定およひ? 加熱変化 (質量

変化率、体積変化率) も経年による変化はほとんどなかった。

以上のことにより、エポキシ樹脂は、満20年経過している現在も

写真一 1 戦前あ りし自の産鎌奨励館 写真一 3 昭和62年鯛査にかかる直前の原爆ドーム 写真一 5 窓まぐさ部の損傷天端

写真一 2 1945年被爆直後の原爆ドーム 写真- 4 錆が発生しているドーム鉄骨トラス栓胸部 写真- 6 方立部のも員傷
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補修材料として充分にその機能を発揮し ていると結論づ けられた。

5  . 第 2 回 保 存 工事

昭42年に抜本的な保存工事が行われた原爆ドームは、 20年後の調

査の結果、鉄筋鉄骨の腐食 (写真- 4 ) 、窓、まぐさ (写真一 5 ) や壁

面などにひび割れの発生などが認められたことから、 2 回自の保存

工事が平成元年10月から平成 2 年 4 月にかけて行われた。

今回の保存工事は、方立、壁面および窓枠の 3 つの部分に大きく

分けられた。

1  ) まぐさ補修工事

今回の保存工事で最も大きな比重を占めていたのが 「窓ま ぐさ」

の補修工事であ った。具体的な補修手}I頂は以下の通りである 。

①劣化したコンクリートをはつり、鉄筋を露出させる 。

②鉄筋表面にきび固定剤を塗布する。

③直径 4 m mのステンレス製のアンカーピンを エポキ シ樹 脂 で

固定し、アンカーピン同士をステンレス製のなまし線でつなぐ。

④エポキシ樹脂モルタルを欠損部分に充填する 。

⑤仕上げとしてポリマーセメ ン トモルタルを塗布す る。

2  ) 方立補修工事

雨水の侵入により内部の鉄筋が錆び、全ての方立で、コンクリー卜

が膨張破壊を受けていた (写真- 6 )。窓ま ぐさ部分と同様に、エポ

キシ樹脂モルタルの充喚、 塗布工法が採用された。

方立の破損状態によ っては、ひび割れ音11分に低圧樹脂注入工法に

よりエポキシ樹脂を注入した所もあ った。

3  ) 天端部分の補修工事

壁イ本の頂部 (天端) は、昭和42年の保存工事の時に、セメン トモ

ルタルまたはポリマーセメ ン トモルタルで補修したが、ひび筈 IJ れや

肌別れが生じており (写真一 7 ) 、それら の不具合の部分から同水が

レンが壁体内部に侵入し 、鉄筋を錆びさせ、? E . まぐさ部分や方立音I1

分のコ ンクリートの破損の原因とな っている 。

具体的な補修手}I頂は以下の通りである 。

①現状のモルタル部分をはつり取る 。

②変形能力が大きい弾性エポキシ樹脂モルタルを、水勾配を考慮

しながら、厚さ 20 - 8 0 mm塗布する 。

③ 2 プライ 3 コートのク ロスライニン グ ( 非230) を行う 。

④仕上げに ポ リマー セメントモルタルをクロスライニングの上か

ら塗布する 。

4  ) レンガ目地コーキングヱ事

レンガ目地は当初モ ルタルとし っく いが充填されていた。今回の

保存工事では、露出しているレ ンガ目地は全て弾性エポキシ樹脂が

充換された。 このとき、レ ンガ壁面部分を汚さぬようにレ ンガ 1 個

l 個に養生テープが貼られた (写真一目 )。

5  ) ひび割れ部および浮き部の補修工事

コンクリ ート やレ ンガ壁のひび割れ部は、従来の注入ガンによる

圧入工法に加え、低圧注入工法が採用 され、仕上げモルタルが浮い

ている所は、ア ンカーピ ンとの併用で、エポキシ樹脂が注入された。

6  ) 吸水防止材の塗布工事

雨水の侵入を防止するために 、壁面の表面を高圧洗浄し 、充分に

乾燥させた後に、 塗布後にぬれ色とならない浸透性吸水防止材 ( シ

ラン系) が、天端部と壁の内外壁面に塗布された (写真- 9 ) 。

6. 第 3 回 の 永 久 保 存 工事 に向けて

今回の第 2 回保存工事においても劣化が認められないために手が

つけられないでいる箇所を中心に、将来第 3 回目 の保存工事が必要

となろう 。

原爆ドーム を後世に受け継いでいくために、補修工事の内容を知

っている人を代々絶やさないようにすることと、使用した各々の材

料の抜き取り試験を行い、 テストピースを作成し (写真一10) 、定期

的に強度試験を実施することで、資料の蓄積を計り、 10年後、 20年

後の保存工事に備えている 。

7  . おわりに

湾岸戦争では、核兵器の使用が現実の問題として議論されたとい

う。その後、 2 大勢力の聞の冷戦に終止符が打たれ、世界は一見平

和そうに見える 。 しかし 、 ソ連邦の崩壊などによりくすぶ り続けて

いた民族問紛争があちこちで火を吹き上げており、核兵器の使用の

危険性が、以前に増して現実味を帯びている。

このような時だからこそ忘れてならないのが平和の設さであり 、

核兵器の恐ろしさである 。被爆地広島にまさに崩れ落ちんばかりに

その姿をとどめている原爆ドームは「無言の証人j として人々に平

和を呼びかけているに違いない (写真一11 )。

(さわい で みのる/ 清水建設1附技術研究所主席 研 究 只 )

写真 一 7 天端モルタル部のひび割れの発生 写真 - 9 浸透性吸水防止材の塗 布

写真 - 8 レンガ 1 個 1 個に貼られた養生テー プ 写真 一10 長期 材 令 強度 総 験用テストピースの作 成 写真 一11 平成 2 年 3 月第 2 回目の保存 工事 終了直後
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各論 3

松 本 秀 俊

1. はじめに

接着剤は建築物の外装、内装をはじめとし、幅広い用途に使用さ

れている 。

1985年以降、軽量化やテザイ ン性などの関係からプラス チ y ク材料

の使用頻度が増し、 1990年代に入るや天然高級指向化とともに専門

職工の不足などから誰でも施工できる工法や作業性の接着剤か望ま

れてきた。

1992年 6 月国連環境開発会議 (地球サミ y ト) がブラジルで開催さ

れ、 地球環境問題が論議されているが、接着斉IJ とて例外ではない。

今まで、接着性能、経済性と作業性の良さから数多くの用途で使

用されてきた有機溶剤系接着剤が有機溶剤に起因する環境汚染、消

防法、労働安全衛生、有機溶剤中毒予防規則、毒物及び劇物取締り

法や大気汚染防止法等有機溶剤に関する規制などの社会的規制を大

きく受ける時代とな ってきた。

従 って、建築用接着剤も要求品質以外に環境規制などの新たな問題

を克服しなければならなくな ってきた。 1)

建築の内外装に機能性新規材料の複合化が大きなウェイトを占め

るなかで、一番、手じかで使いやすい按培斉IJ で行われることには変

わりがない。

接着剤は二つの物質を接合する工業的中間材料ており、 “正しい接着

剤! の選定" と“ 正しい接着剤の使い方" を厳守しなければ、接着性

能が充分発揮されず、 トラフ' ルを起こす ケースも多々ある 。

本誌では、接着剤の選定の一助になればと考え、まとめてみた。

2  . 接 着 剤 選 定 の 前 作 業

イ可と何を接着したいが一番良い接着斉IJ は何ですか ?

とい った電話問合せによる接着剤の選定依頼が実に多い。

接着とい っても範囲が広〈、具体的な使用部位での接着剤の役割が

分からないと 、接着剤のおおまかな選定作業が進ま ない。

特に、建築関係における接着では、感圧形接着剤J (粘着剤) やシー

リング材などを含む広義の意味の接着剤で考えなければいけない。

まず、最初におおまかな接着の役割lを知る接着剤のチェ ックポイ

ン ト ( メーカーへの問合せ内容) が大切で‘あり、その概要を 図ー 1

に示す。

図ー 1 にしたがって、接着剤選定作業をすれば大きな過ちを起こし

にくい。

建築関係に使用されている 一般的な各種接着剤に関する適応性を

58 娃 寮 と社 会/ 1992'1' 8  I1 り

4 段階評 価 ( @ 。 ム . x ) で行ない、その結果を 表一 1 に示す。

ただし、各種接着剤とも数多くの グレ ードがあり 、代表的な接着性

能や作業性にもとづき分類した。

次に、接着剤の系列が決まれば具体的な要求品質に対応できる グレ

ードの選定を行なえばよいこととなる 。

接着剤のチェックポイント ( 図一 1 )  

|St ep一1 接着剤を何の目的で使用するか? I  

。接着 。充填 (シール) ( ) コーテ ィング

l St ep- 2  何と何を接着するか?

く〉被着材の特性一一多孔質材料 or 非孔質材料

固い材料 or 軟らかい材料

厚い材料 or 薄いキ枠十

( ) 被着材の性質 材料強度

l  表面状態 (粗さ、被覆材、汚れ、異物)

|St ep- 3  接着する物の構造はどのような設計か?

。応力の伝達一一一一貼り合わせ接着 or 構造接着

く〉継手構造 (重ね合わせ or 突き合わせ or そぎ継ぎ etc )

。形状 (サイ ズ)

。接着面積 (大 or 小)

|St恰e叩p- 4  どのような方法で接着するか?

。作業場所 (作業環境) 一一現場施工 or 工場内

(作業時期) 気温、湿度、 (季節)

( ) 作業方法 (塗付ー圧締ー解圧の接着 シス テム)

・塗付方法一機械、人、 (刷毛、へラ、コテ etc)

↓  ・接着時間一常温、加熱、硬化時間

|St ep- 5  接着 されたものは何に使われるか?

。応力一一一静荷重 or 動荷重

連続荷重 or 断続荷霊

応力の種類 (せん断、 1;1: < 離、引 っ張 り)

く〉環境条件ー上限温度、湿度

耐薬品性 (i由、酸、ア ルカリ、溶剤)

耐候性 (光、熱、7] - ( な ど)

耐久性 (振動、惟定寿命、暴露)

3  . 接着 剤選定過程のフローチャート

国一 1 に接着剤選定の前作業としてのチェ ックポイ ン トを示した

が、実際に接着剤を選定する過程を接着剤メーカーとユーザー (施

主. ゼネコン. 建材メーカー. 設計事務所) の役割区分と経過順序

にもとづ く、接着剤選定過程の フローチ ャートを 図- 2 に示す。

ユーザーは接着工法の使用目的を明確にする 。すなわち、接合部

にかかるあらゆる環境暴露条件より要求品質条件を作成する 。

一方、接着剤メーカーは各種接着斉IJ の接着メカニズムや製品特徴を

把握の上、ユーザーへの推奨接着剤系列を選ぶ。

この段階での双方の協議打合せの過程が最も大切である 。

接着剤メーカーとユーザーが協議しなが ら

|要求品質の把握 ト| 実験室レベル試験 卜| サンプル提出 ト| ユーザー評価 |

を行い、接着剤を選定する 。

図- 2 では接着剤の選定までの過程を示すが、

|試作( 立会いテスト) ト| 量産テスト ト| 本格生産( 施工) I  

など本格的な接着工程 (施工) を行 うに当たり、標準化、品質検査

などの後過程が当然ながら統〈 。



( 回一 2)
ト接着剤の選定過程フローチャー

ユーザー( 顧客)議協接着剤メーカー

性久耐外的変動要因

耐熱性 ・耐 水 性

耐薬品性

温度 ・湿度

要 求 性 能

理想条件での要求品質

接着強度レベル

経済性

接 着 剤 に

関する要因

接 着 に

関する要因

被着材の要因

大きさ

被着材の物性

種類

表面状態 ・処 理

内部歪 ( ソリ)

合水率 ・汚れ

争7

接着剤の劣化

環境促進試験

応力 ・圧 力

四季 ・風力

接 着剤の種類

接着斉IJ の物性

按着剤の厚み

i需れ性

硬化 系

接着粂f牛

接着方法

. 6.  

ロ

せ

接着面積

応力解析

強度レベル

動!I {J . 静!I{-J

せん断強さ

はく肉 ｉ ｾ 強さ

接 合 部 設 計

4 ・----t・・
Sampl e 

他接合法との比較

接合部設計

耐久性 ・工 法

接着強さ

カタログf直

実用材 強度

ノ〈ラツ キ

信頼性

安全率

サ

ン

プ

ル

提

出

促進試験

設備費

人イ牛費

接着斉IJ 単fiHi

モニタ ーテス ト

劣化 促進

実体 調査

トータルコスト

接着作業

Advi ce 

ラインスピード

生産量 (施工)

接着剤塗付システム

工程バラツキ

( 施工)

接 着 工 程 特 性

混 合・塗布

オーフ. ンタ イム

可使 11寺問

プライマー

圧締力

硬化スピード

接

着

剤

選

定

接

着

工

程
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各種接着剤の適合性能

( 表一 1 )  

酢
メ口L  

ア ウ ン コ:ー

酸
成 ク レ ポ

接着剤系 ビ

コ タ キコ

/レ
ム

j レ ン ン ン

系 系 系 系 系 系

コニ
i合h  

フ 1容 コ; ー 反 反 1星 可

タイフ。
てF ア

Vマ

応、 応、 メι ーL  
桂

チェ ック /レ

斉IJ

、Y

斉IJ

j レ

タ タ タ 均賃

'生

項 目 ン ク ン

ヨ ス ヨ
イ イ イ

弾

ン 系 系 系 ン プ ブ プ 用 '性

Step- 1.  

接 着
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

充填 ×  ム ×  ×  ム
。 。 。 。 。

コーテ イ ン グ ム ム ム ム
。 。 。 。 。 。

St ep- 2 .  

多孔質 材 料
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

非干し質材料 ム ム
。 。

ム
。 。 。 。 。

固い材料
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

軟らかい材料
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

厚い材料
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

薄い材料
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

組い表面
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

St ep- 3 .  

貼り合せ接着
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

構造接着 ム
。

ム
。

ム
。

o- @  ム
。。-@

大形サイズ
。 。 。 。 。 。 。

×  
。 。

接着面積. . .大
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

接着面積・・・小 ム
。

ム
。 。 。 。

ム
。 。

St ep- 4  .  

現場施工'1全
。 。 。 。 。

ム
。 。 。 。

工場内生産性 。-@ム - 0 ム - 0 。-@ 。 。 。
ム 。-@。-@

冬場地工性 (0・C) ム
。

ム
。

ム
。

ム
。

×  
。

夏場施工性
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

機 械 (塗付 ) 吐出性
。

ム
。 。 。

ム
。 。

ム ム

短時間硬化性 ム
。 。 。 。 。 。

ム
。 。

塗付 作業 '1生
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

St ep- 5.  

耐静的荷重性
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

耐動的荷重性 ×  ×  ム
。

ム
。 。 。 。 。

耐せん断応力
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

耐は く離応力 ×  ×  ム
。

×  
。 。

ム ×  
。

耐熱特'1全 50.C  50・c 50.C  50.C  50.C  80.C  60・c 260・c 80.C  80・c

耐水' 性 ×  ム ×  ム - 0 ×  
。

ム - 0
。 。 。

耐薬品性 ×  ×  ×  ×  ×  
。

ム
。 。 。

耐衝撃'1生 ム ム
。 。

ム
。 。 。

×  
。

耐候性 (暴 露) ム ム - 0 ム ム - 0 ム
。。-@ 。 。 。

※ i主 0 ・… 優 0 ・・・… 良 ム … ー可 ×一 ・・・不可
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各種接着剤の長所と欠点

( 表- 2)  

タ イ フ 長 所 短 所

① 無溶剤系接着剤 (水系) ① 耐薬品性が劣る (耐水性)

酢酸ヒ、ニル系 ② 作業性に優れている ② 硬化 スピードが遅い

エマルショ ン ③ 経済性製品 ③ 低 温 造 膜 性 能 (凍結)

④ 被 着 材 選 択 性 ( 多孔質のみ)

酢酸ヒ‘ ニル系

① 不陸接着に適 (高粘度) ① 有機溶剤系接着剤

t容剤タイプ

② 垂直接着、充填接着 ② 耐 薬 品 性 が 劣 る

③ 経済性製品 ③ 石 綿 含 有 系 多 い (対策中)

合成ゴム系

① 無溶剤系接着剤 (水系) ① 凝集力が低い

② 作 業 性 が よ い (延展性) ② 被着材選択性 ( 多孔質のみ)

ラテ ックス

③ 経済性製品 ③ 耐薬品性が劣る (耐水性)

① コンタクト接着性 ① 有機溶剤系接着剤

合成ゴム系 ② 初期接着力に優れている ② オープンタイムの必要性

j容剤タイプ ③ はく離接着強きが良い ③ 耐薬品性が劣る (耐溶剤性)

④ 経済性製品 ④ 耐熱性が低い

① 可擦性皮膜 ① 臭気が強い

アク リル樹脂系 ② 無溶剤系接着剤 (水系) ② 耐熱性が低い

エマルション ③ 作業性に優れている ③ 低温造膜性能 (凍結)

④ 水離れが良い (速硬化)

① 速硬化 ① 臭気が強い

アク リル樹脂系 ② 高せん断接着強さ ② 可使時間が短い

反応タイプ ③ 金属接着に優れている ③ 硬化歪み (収縮) が大きい

④ 低温硬化性 ④ コストが高い

① 可携性皮膜 ① 加 水 分 解 性 (耐水性)

ウレタン樹府系 ② 伸び追従性 ② 硬化剤の安全性 (R - NC O)

反応タイプ ③ 被着材選択性が少ない ③ 耐熱性が低い (物性変化)

④ 金属との接着性

① 耐熱特性が高い ① 接 着 強 き が 弱 い

シリ コン系 ② 低温硬化性が良い ② 機 械 的強度が弱い

湿気反応タイプ ③ 伸 び追従性が良い ③ 引き裂き強さが劣る

④ 充填接着性 ④ 硬化 スピードが遅い

① 被着材選択性が少ない ① はく離接着強きが低い

エポキシf封脂系 ② 高せん断接着強さ ② 振 動 、 衝 撃 に 弱 い

一般タイプ ③ 耐熱性が良い ③ 低 温 硬化性 (5

0

C 以下) が悪い

④ 耐薬品性が良い ④ 作 業 性 ( 2 液混合) が劣る

① 被着材選択性が少ない ① 耐薬品性が少し劣る

エポキ シ樹脂系 ② 伸 び追従性が良い ② 低 温 硬化性が少し劣る

可擦性. 弾'1生 ③ はく離接着強きが良い ③ 作 業 性 ( 2 液混合) が劣る

④ 熱サイクルに強い ④ コストが高い

※ 注 ・ー ・各種接着剤の一般的な代表的特性の私見に基づく判断であり、短所を充分カバーした製品 グレードもある 。
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4. 建 築 周 接 着 剤 の 選 定 特 長

接着剤を選定する過程はまず( 1 ) 接着性能の確認 (2) 施工性. 作

業性 (3) 価格採算性そして結果的に (4) 使用実績とつながるが、建

築用接着剤の場合、接着性能の良さは充分に理解できても、どこで

使用され問題がなか ったかどうか? を判断する施工実績が非常に重

んじられる傾向が強い。

従 って 、新規開発製品などは評価 に大変時間を要す結果となる 。

また、建築関係に経済性の大変良いセメ ン ト系結合材が多く使用

されていることや接着剤の使用量も多いことから接着剤lを選定する

場合には価格採算性がクローズア ップされることが多いのも事実で

ある 。

5  . 建 築 用 接 着 剤 の 長 所 と 短 所

建築施工における接着工法は他 の接合法に較べ多くのメリ ッ トが

あり、広範囲にわたり、数多くの種類の建築用接着剤 (主成分区分)

が用いられている。

図- 1 、図- 2 および表ー 1 にもとづき接着剤の系列が選定できれ

ば、その接着剤の基本的な接着性能や作業性に関しての製品特徴を

把握する必要がある 。

表- 2 に建築用各種接着剤の製品特徴である長所と欠点を一覧表に

まとめてある 。

接 着 が 劣 化 す る 基 本 要 因 ( 図 - 3)  

1. 接着剤自身が劣化する

<>熱による分解 (分子切断ー炭化)

く〉水による分解 (加水分解)

く〉光による紫外線 (酸化) 劣化

。膨張、収縮による凝集力低下

。振動、衝撃などの亀裂発生による凝集力低下

2  . 接着界面の劣化

。界面極性の変化一一一酸化、還元、加水分解など

。一次結合 (化学結合) の破壊一一一二次歪などによる

。界面への水の浸透

3  . 被着材の変化

。化学的変化による劣化

酸化 (錆) 、還元、硫化、水駿化、腐食

。物理的変化による劣化

表層破壊、材料破壊( 脆性化、塑性化)

4.  11. 2.  3. J の複合劣化

ω  劣化を促進する要因
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<>水、温度、酸素、塩水、アルカリ、酸(酸性雨) 、

湿度、光(梁外線) 、金属イオンなど

(B) 劣化に関与する事項

く〉按着剤の組成一一ーイじ学成分 ( P Hなど) 、

各接着剤の特長と欠点

。接着剤の塗膜状態ー厚さ、形状、架僑度、 P Hなど

<>被若材の表面状態ー処理方法、表面状態 (粗皮)

く〉被若材の界而ーー一一活性j支

6  . 接 着 の 劣 化 要 因

接着の目的は、二つ以上の物質を接合させ、使用目的期間中剥が

れなければ問題はない。

しかし、接着剤は一般的に有機材料で構成する関係で、経過時間と

ともに接着性能が低下 (劣化) し、 トラフソレを起こすことがある 。

このことが、建築関係で今一つ核活信頼性に欠けることにつなが っ

ている。

図- 3 に接着の劣化要因を列挙した。

大変難しい課題であるが、接着剤選定において、使用部位にかか

るあらゆる劣化要因をクリアーする接着剤を選定すれば問題点はな

くなってくる。

既に 表ー 1 の Step 5で抵抗度の一部を示したが、各種接着剤にと っ

て一番厳しい劣化要因は熱に対する抵抗度( 耐熱特性) であろう 。

各種接着剤の耐熱限界を参考までに 図- 4 に示す。

図- 4 から分かるように耐熱特性が良いのは加熱硬化タイプの接着

剤てあり 、現場施工関係に用いられる常温硬化 タイプの接着斉IJ は一

般的に 50- 80

0

C 程度の耐熱性てある 。

耐熱性の良い加熱硬化タイプの接着剤は複合化パネルなど工場内生

産関係に比較的多く用いられている 。

浴室壁などの接着が大変難しいといわれている 。

これは、耐水性、耐高混高湿性 (50・C. 95%R H) と温度サイクルに

接 着 剤 の 耐 熱 機 能 ( 図- 4 )  

限界温度

1600

0

C  ←※ 耐熱無機系接着剤 (室化物系)

1400

0

C  ←※ 耐熱無機系接着剤( アルミナ、シリカ )

10000C 

500

0

C  

300

0

C  1 1  ← ※ ポ リ イ ミ ド 系 開l

←※ ポリベンツイミダゾール接着剤

250

0

C  I  I ← シ リコーン系接着剤l

←※ フ ェノ ール系接着剤

200

0

C  I  I  ←※ 耐熱タイプエポキ シ系接着斉IJ

←※ 構造用フィルム状接着剤

150

0

C  I  I  ←※ 高 T g エポキ シ系接着剤

← ※ l 液形エポキシ系接着剤

1000C  I  I  ← 弾性形エポキ シ系接着剤

80

0

C  I  I  

仁 一 般用エポキ シ系接着剤

アクリル反応系接着斉IJ

ウレタン系接着剤

50

0

C  I  I  ゴム系接着剤、 一般樹脂系接着剤

[注意] ※印は、 一般的に加熱硬化形按苅剤です。

判定方法

①各接着剤の耐勲性位置付けは各r昆度20011寺l間以上暴露による。

②各種接滑j ' i IJ の畝間接指強さとガラ ス転移点 (T g ) で判断する。

③無機系接着剤は硬化物の溶融温度により判断する。



ともなう接合物の膨張 ・収縮の変形歪み (変位追従性) などの劣化

要因が一つてなく、劣化要因が複合化することに起因する 。

7  . 建築用接着剤の課題

建築物での接着は他の産業用と較べて

( 1 ) 接着物の耐久信頼性要求期間が非常に長い。

(2)耐火、不燃、難燃などの耐火、耐熱性機能の要求。

(3) 建物が動くという耐追従性機能の要求。

などの大きな課題があり、つねに建築用接着剤はこのテーマにチャ

レンジしなければならない。

ゼネコン、設計事務所など建築関係の権威ある人達の接着剤に関す

る考え方は

以上のよ うにいわれている 。

接着剤の技術進歩がめざましく、意匠上、外装壁などの接着工法

に大きな期待が寄せられているが、燃えない建材を燃える接着剤で

複合化するという大きな矛盾点( 耐火、不燃などの宿命的課題がク

リアー できないことなど) が市場ニーズに充分対応できなく、また、

長期耐久信頼性を認めさせるだけの技術的ノ〈 ックデータがないのも

事実である 。

耐追従性機能に関しては、建設省連帯共同研究2) で取り上げられた

可後性エポキシ樹脂系接着剤や最近施工実績をつけてきた弾性接着

剤3) などが期待にそえると考える 。

8  . おわりに

接着性能と経済性から建築用各種接着剤が幅広い用途に使用され

てきたが、最近の 3 K 職場問題や「モントリオール協定J でのオゾ

ン層破壊要因の塩素系溶剤 (1，1，1 トリクロルエタンなど) の全廃

などの地球環境問題がl叫ばれてきた、接着剤の組成としても、

- 有機浴剤による各種規制

- 塩素系溶剤( 1 ，1，1 トリクロルエタンなど) の全廃

・石綿問題、一部の可塑剤… … 発癌性対象ネガティブ リスト

. エアー ゾール用のフ ロン問題

などを充分考慮したクリーンな接着剤が要求され、建築用接着剤も

除々に社会的規制に対応せざるを得ないと考える 。

『接着剤の選び方j と題するならば、床用、壁 ・天井用などといっ

た適用部位5 ] IJ の詳細について記載し なければな らないが、日本接着

工業会・建築用接着剤協議会の 『建築接着工法の手引き J 4) を紹介し、

本書では害IJ愛させていただきます。

最後に接着剤の性能を充分発揮するには、接着剤の正しい選び方

と使い方などの理解が必要であることはいうまでもない。

( まつもと ひでとし/ セメダイン附機能性接着剤開発部担当課長)

〔参照文献〕

1  ) 宮入裕夫: '92接着剤・シーリ ング材国際会議. 婆旨集 P .16- 19 (1992)  

2  ) 建設省. 建設省官民連常共同研究 『外装材の補修、改修技術の開発j 報 告

(1989)  

3  ) 松本秀俊; 接着、 34巻 8 号、 P. 342- 348 (1990)  

4  Ｉ 日本接ｾ工業会 ・ 建築用接着剤協議会Ｚ r建築接着工法の手引き J (1976)  
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強 い 接 着 か ら 剥 が れ な い 撮 着 ヘ

モノをつける・・・ ・・・・・ ・・・ ・つ けたら剥がれない・ ・・・・・・・・ ・・・ こ れ が 接 着 の 永 遠 の テ ー マ で す ユ

セメタマン は 長 年 の 接 着 に 関 す る 経 験 を 生 か し、接 着 の 原 点 で あ る 「モノをつ けるとは何か」を考えてみました。

。 拳IJ がれなし、 「接 着J C Q l 環境変化に対して安定した「接着」 。 より信頼の高L 、「接着」

そして、たどりついた結論が強靭にして柔軟な性質を持っ た 弾 性 接 着 剤 で 七

セメタｾン弾性接着剤は、硬化した接着層が非常に安 定 したコ ーム 状弾性体となり、 今まで・ 「 恭 ｉｊ がれ 」 の原因で

あった接合部にかかるさまざまな応カを吸収、分散し、「剥がれない接着」を実現しました。

ヲ郎 、接着から恭IJ が れ な い 接 着 へ

このコンセプトにもとづき、セメタZイン は 軽 薄 、 長 大 、 権 合化 へとめざま しく進歩する、あらゆる産業分野のニーズ

に必ずお応えします二 発 売以 来、各方 面 か ら 高 い評 価 を 受 け て い ま す二

弾性斗冨頼

22誌蹴2α3

自制210

属選同冒

留 軍

秒 速a弾 性

PEG工法が接着工程を改善する

誤信酬 aα3

強靭にして柔軟

ニ3J Hα 刈

様お問い合わせ セメダイン株式会社 干141 東京都昂川区東五反田4-5-9 剖 3(3442) 1341 

6 5  



/  

8 T I L E mE n T  

‘人から技術技術は人へ

ト

川

-

J

m

 

一
メ

蜘

4

L

-

w

d

L
蜘

問

g
叩

減

紅

酢

配

合

富

市

ト

京

M

パ

酎

撤

柑

東京/ 大阪/ 名 古屋/ 仙台/ 広島/ 福岡/ 札幌/ 検浜/ 北陸/ 大垣工場

技術開発センター/ BT情報セン? ー

くっきり、鮮やカち

柔らかな質感、鮮やかなラ イン、深い色どり 。美しい茸き昧で

フネンシングル ・一文字は日本の屋根に確 実に定着 してき

ました。親しめる建物や環境づくりにあわせて選んだ、新色9

色がそろって、さらに個性的、 さらに魅力的になり ま した。

三星フネンシンクル

v西院星シングル工事協同組合

田島ルーフィング株式会社

T ELo6  (443)0431  

T ELo82 (246) 8625 

T E L092( 521)3133 

T ELo3  (3862) 8531  

〒550 大 阪 市 西 区 京 町 嘱 1 ー 10 - 5  

干 730 広烏市中区凶平塚川8- 13 立駐広島ビル

干810 福 岡 市 中 央 区 薬 院 4 - 2 ー II

干 101 東 京 都 千 代 EEI 区 岩 本 町 3 ー 11 ー 14

阪

島

岡

京

大

広

福

東

、、¥、、N N N N m

ml WWJRi 訳、¥

01WJ WNNN 

66 



-・li:lu置盈亙堅田孟圃・

耐久性に優れた接着剤

NS八イフレックスHF-1000

下地謁整材には

NSセメントフィラー・NSボンドーH (0-----2川

NSボンドM(外部用・一般用・補修用)

タイル下地の吹付けモルタルには

NSフキモル(下吹き用・上吹き用)

床の精度向上には

NS八イレベラー ( 5----- 1  Omm) ・NSユカモル(1  -----5川

一発厚付材には

N Sタウンモルタル

⑮ 日 志 仕 威 株 式 会 祖

w 530 大阪市北区末広町3- 2 1 新星和扇町ビル

f i (06) 315- 1331 FAX( 06) 315- 1336 

告3 四六判 224頁定価1 ' 700円

上 村 武 ( 倒) 日本住宅・木材技術センタ一顧問) 著

主 な 目 次

回木造住宅の住みご こち

コドlJ .訓j毘の主役/ 木 lJ . 熱を伝えにく L 、/ 木 の床

はダ ニ にき らわれる / 木 の家の 結 露/ 人にやさ

しい木の感触/ 建 物 t 放 射線 他

回木造住宅の強さ

木造住宅と 地震/ 木 材 を他 の材料とく句べる

と/ 背高木造/ 住宅の性能を保証する 他

回 木造住宅 lJ. 長持ちするか

建築材料の老 化の しく み/ 木 造住宅の寿命/ 火

に強 L 、木造/ 鉄やアルミが燃える / 鉄を木で保

護する / !i!. に食われる / シロア リの話 他

回 新 い 、木材

集成材LvL / 新しい板材料/ 木 の粘 土*' 1日工/ 狂

わない腐らない木材 他

回 木 は生 きて い る

赤ち ゃん木材/ 木 の伸び紡み/ 木 の かおり の薬

効 Ｏ 熱帯雨林の ￬ ｬ ｾ 失 Ｏ ｲ 木を切るな ｊ lJ. ｲｾ り Ｏ 木

はかけがえのな い栽培資似 他

企画/ 日本建築協会

木と木材を愛する人々へ木づくりの趨蓄50話

知って いる よ うで知らな い木の特性や木づくりのあり方を，木材 のも

つ長所の生か し方，短所の補 い方と共に情熱を込めて紹介. 特 に木と

木 づ くりに つ いて の 誤解や偏見を ，多 くの実例 をあげ るこ とによ って

解消 すること を試み た. さ らに， 林業 と環境問題， 地球の温暖化問題

に対する木の役割などま で; わかりやすく 窺蓄 を込め て言及 した.

干6∞ｊ ｪ ｾｬｭｬ ｬ ｩ ドボ区木ｩｬＡ ｬｩｬ 崎通商 ｩ 両院車人

君。75-343-0811 出作品開10-26789
付帯学芸出版社
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. 出版委員会企画「フ. 口のノウハウ」講座シリーズ( 第 7 回)

自然環境を見つめた『木づくりの

常 識 非 常 識 』 研 修 会 参 加 記

山田 修

木材の応援団長を自認する( イントロ)

「木材界は、林業界 ・建築界の中間に位出する

異質な団体です。 いまでは両業界から認、められる

ようにな り、一息、ついています。 世の 中の建物は

鉄 ・コンクリート造リとなり、木づくりの建物は

少なくな ってき ました。 その分、木材を応媛した

くなります。 わたしは、木材の応援団長を自認し

てきました。我 IJI 引水の分は、ご容赦願います。

研修会に人る ljil に、国民の" 木材に対する 5 つ

の誤 Oi ) 解" をと りあげたい。

①強度がl込リない、②火災で燃える、③Ilお朽す

る、④肘{ 主性が惑い、⑤木造建築は日くつく」と、

円次に並べてある! 順で説明が行われた。

講義は、流れるように進んでい った。話に体験

談カ、あり、そこに理論が重なり、裏づけとなる綴

拠 ( グラフ ・7): 点) を示しながらの歩みは、虚飾

がな L 、。 それだけベテランのかくし l味が、ピリリ

と効いていた

木材の調湿性( アネクドート)

「正11 " 院の工芸品が、 1300年のr : n、朽ち L せず、

虫にも 食われもせず今日に保存された例は世界的

にも珍し L 、。 それは、 i立物保存に i直した環. l ' J i : があ

ったからです。校 ;(1造りは古い北方系の土地に発

達しました。独特な三角断面の校木を組み合わせ

たので、 『雨がふると木がふくらみ、太陽が! l 世ると

木が縮む。これが泣物保存に適した』というのはウ

ソです。 j立物が内苦I1のスギのひつに収納されてい

たことが、木材の湿度調節機能を来たしたのです。

木材の調ti ↑i機能の例は、佐倉歴史資料館の収蔵

庫に生かされました。 ヒノキよりもスギがより良

好な効果をあげています。 ヒノキでは、ヤニが出

て宝物とく っついてしまう欠点があります」 と、

正倉院から、木箱の1主み心地 ・木製戸棚の収納の

よさへと訴は発展していった。 さらに、新材料ミ

ュージライト( 調湿性をもっ) へと飛脱してし、〈 。

講義をす る上村武氏 (正面左}

68  住築と付金 1992' 1' .8 11 り

木の家の住みよさ ・熱 ・背 ・結露・放射線 ・強さ ・

耐久性 ・新材料へと話がはずむ。( 一部のみ読記

し、あとは省略した )

参加者との交流 ( Qアンド A )

被り H寺|笥20分は、参加者との i Q & AJ を予定し

ていたので、 20時10分に、「あと 5分でまとめて下

さい j と伝言片を上村先生にお渡しする 。最後は

大急ぎになったものの、1時mJ40分で220頁の本の

講義をピタリと終えられた。 さすが、お見事であ

る。

以下に、 Ｔ 名の方からの交流を附記する Ｈ 文 Ｑｾ

はii王者)。

，-- A 氏 一一一一一一一一一一一一

， - スウェーデンに行きました。向こう

:  Q - . は木造の家が多いですが、火災保険;

は日本に比べると 1/5.f' ，l皮に安側 です。日本の

場合は保険料も高いですし、同じ木であって

もよく燃えるように思いますがー

畠 学会仕様舎には、コンクリート基礎

Q- - " と接する木材は防腐剤を塗るように

記しています。実効性能はどんなしのですか。

. 断而を大き くすれば木は燃えま せん。大

A - . 断面の木材が火に遭うと 1 分間に 0. 6mm

程度燃え進みます。30分耐火とすると、 18mmだけ

燃える計算です。安全をフラスして 25mm肉づけを

厚 くすれば、木の表面は燃えても材料自体は安全

です。 日本の保険会社とら話をしましたが、相手

は大資本の論理をパ ックにして反論し 、効果は あ

りませんでした。

_  J:末下から湿気があがるところでは 、コ ン

A - - " クリート基礎と土台のr : llに スペーサーを

入れるのがよし、。 こ うすることで、毛細管現象に

よる木材への水の侵入は防げます。防腐材は数年

おきに塗布するのがよいのですが、土台ではでき

ないから、両者の接触は避けた方がよろしいです。

，-- 8 氏 一一

a 伝統的な軸純工法では、木にはくせ

Q - ..， があるからその例性を生かして使い

ます( 主として棟梁が行う )。 ツウパイフォー

工法では、木にくせがあ っては困 ります。 こ

の両者の矛盾をどう巧えるか。木のくせを生

かした使い方をすると、木村の消費量は 2 害11

}i ア γ プします。

轟 I木材は、工芸材料と工業材料に分離し

A - ..， なければなりません。キ日室は、工芸と工

業を併用するところに錐点があり、このぷん、上

物は価格が高くな って きます。今後は、工業材料

として使い、仕上げは付け粍なと' の小物T . 装材料

として使えば、価格も高くならない、と忠、います。

白木で悪ければ、塗装をすれば洋風の感じが山せ

るでしょう 。

「一 C 氏 一一一一一ー

a 和歌山県の林業現場を見学に行きま

Q ー 骨 した。林道がなく、ヘリコプターで

木材を逐搬していました。 日本の木材コスト

の高さが理解できましたが、機械化の動きは

どうなっているのですか。

a 日本の林道は、 1 ha 当たり 17mで、 省力

A ー 守 化の進んでし、るところでは 1 ha 当たり

2001η ぐらい確保しています。 111林業者が機械化、

省力化の道を歩む決心をして欲しい、 と開買ってい

ます。昨年の大分県の例のように台風で立木がな

ぎ倒され、放置したままで林業をあきらめるケー

スも出てきています。 10年以内に、 日本の林道は

雌保されるでしょう 。 これによ って国産材の生産

は僻加されます。 しかし、国有林は、予算の関係

でむずかしい: fJ V兄てe す。

，-- 0 氏
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iili は30%の生産量で、あとは外材 (海外から

とれる材木) に頼 って います。

コンクリートは20年 - 30年の寿命ですが、

木村は活甲法を正しくすれば、半氷夕、 (I(J な命

をもちます。いまはフレカ ソト工法の時代と

なり、伝統工法は消滅状態にあります。 その

辺リの考え方を披露して欲しいです。

_  r建設省、全建述、私企業などでは、チ

A - ，J 弟教育をや っています。 しかし 3 K  ( き

つい、きたない 、 きけん) の職場で待遇が悪いと

きていますから 、大工のなリ手がありません。 こ

こを解決しない限リダメです。“ なーんだ大てじゃ

ないか" が "棟梁さーん" と 11手ばれる時代の再来

を、建築仲間一向で目ざさなければと思います。

府、が関係している木造建築研究フォラム ( 1年

に 4 同程度の会合を i催す) では、後継者の問題 を

いつも議題にのせて討論をしています。地 }J のイI

名煉t誌を 招いて講演会もしています。Mカ"1¥. を起

こさない限り、棟梁の出現はむずかしし、。米Mは、

東北の高岡市て寸也元の大工さん逮と話し合う会を

L ちます。みなさん方 L 、こ の機会に当会に入会

していただければ幸いです。

{ゃ ま だ お さ む H 本mrc; 協会: 11版委U会，，11会u w

日 時 平 成 4 年 E 月24 日附

開繍18 :  00  開会18: 30- 閉会20 .  35 

会 場 日本建築協会 ・会飽室

隊 郷 土村 武 氏

(財団法人 日本住宅 ・木材技術センタ一顧問)

参加者 25名
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鉄骨曲り梁の設計・施工

足 立 直 行

図- 4

幽り 梁

大阪 ・阪神野田駅前に、今年 4 月オープンした

阪神電鉄のンヨ y ピングセ ンターに付属する 6 層

のランプウェイに、鉄骨 i泊り梁を使用し、長円形

スロープ状の桁行鉄骨梁、床面を支持する放射状

小梁および刷所のコンクリート手摺など、 外観上

の機造美も実現しているので、ここに設計 ・施工

事例として紹介する 。

ランプウェイの構造設計

ランプウェイの平面梁伏図は、 図- 1 に示すよ

うに幅貝柱芯々 5 m (有効4. 4 m) 、最大勾配1/8、

旋回 中心半径7.25m の形状である 。 また、断商は

図- 2 に示すよう に I N 、O U T を区別 した二重

らせん方式の乗用車専用車路である。

主要構造部材

床 合成スラプ用 D It の上にコンクリート 150

問 、工 ￯ｾ ノ マ γ ク工法

柱 一般構造用鋼管 φ600、 t = 16- 22  

5TK490 

大梁 B H  -600 x  250 x  12  x  19  5M490A 

小梁 R H- 350 X 175x 7x ll 55400 

耐震設計

ルート 2 、純ラーメン構造

層間変形角 最大約1/ 170 ｾ五 Ｑ Ｏ Ｑ Ｒ Ｐ

剛性率 6/ 10以上

偏心率 ゾーニングによる

鉛直変形 半同形部内側中失点てす設大値1. 89cm

鉄骨詳細図

7. 500 白 515 I  7. 500 7. 500 8. 515 

図- 2 断面図

鉄骨製作

鉄骨架総詳細を 図- 3 ，4 、また柱仕口苦11を図

- 5 に示す。

ダイアブラムの厚さが最大75mm、放射状大梁の

フランジを傾斜させる必要があるが、柱材の切断、

開先加工、溶接作業等の容易さがあり、また勾配

の大きい内周の傾斜した梁フランジで B Hを製作

すれば曲げ力u工を必要としない利点がある 。一方、

円周方向大梁の製作については、長阿形のフラン

ジプレートと曲げ加工されたウェブプレートとを

溶接する方法とし、原寸、型取り、模型試作によ

る誤差の許答範囲内 であることの確認を行った。

部材の工場製作に当た っては、柱ダイアフラム

の突合溶接部の溶接性確認試験を事前に行い、ま

た半円形部分の仮組み立て検査により、現場施工

時の誤差やたわみのチェ y ク、エレクションピー

スの取り 付 け位置の設定を行った。

おわりに

曲り梁鉄骨の製作については、施主、大林組 ・

阪神土木工業野田 J Vおよび新栄工業の方々のご

理解、ご協力をいただきましたことを深〈感謝い

たします。

参考文献

木村、足立、山本" 鉄骨副.1 'J l 暑を使用したラ ンプウ ェイの

設 計 地 工" 鉄鋼技術 1992. 1

( あ だ ち なお ゆき )  

株式会社大林組本庖建築設計第 8 部担当課長/

建集と社合/ 1992年 8 月号 6 9  
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発光ダイオードを組み込

んだ光の造形物の制御

システム

高木 寛

近年、公園、街路等の公共施設の佼間使用のJ tJi

度が増すなかで、ライトア y プなどの夜の修索繋

備が盛んに行われるようにな ってきた。

! 照明器具には水銀灯、白熱灯、蛍光灯と種類は

多いが、ここに紹介する「スレ ソド・ピカコン 」

は発光ダイオードを各種製品に組み込んだもので、

その光のりi るさ、耐久性の良さから光の演出に最

水にしているため、使用場所の制限がない。

(4) 発光ダイオードは、フ ィラメントを使用して

いないため、長寿命である

制御システム

を作ることができる 。

(2) 出力数は、 1 - 8 チャンネルまで可能。

(3)  1 ステーン ヨン の時間は、 1  - 5紗 の可変調

整ができる 。

4  0 大規模パソコンソフトシステム

スレ y ド・ピカコ ンの光を演出するための、 ftill (1)  出力波形ノ、ター ンは、専用ソフトを刑いて任

御システムの特長を紹介する 。 意のパター ンを作ることができる 。

10 標準f士機制御システム (2) 外部機株述動、背声連動、文字表示述動など

川連続点灯、点減点灯の切り答えを制御機内で 複雑な動作がてι きる 。

行うことができる 。 (3) 出力数は、最大で256チャンネルまで可能。

(2) 配線方法、制御機内の結線方法を代えること

で交互点滅を行うことができる 。

(3) 点滅の動作i時間は、 0. 2- 3 .0秒の可変調整が

て' きる 。

(4) 発光ダイオードを最大150個使用できる 3 A

タイプと 500個使用できる 10 A タイプとがある 。

(5) 制御機の自動運転を、 24時間タイマ一、光セ

ンサーおよびその組み合わせより選ぶことができ

る。

2  0 シーケンシ ャル動作 R O Mシステム

( 1)  出力ノ マターンは、 R OM に書き込まれたデー

一一一→ 時間 ターにより任意の

5  0 太陽電池( ソーラー) システム

( 1)  製品ごとに太陽電池を組み込んでいるため、

配線工: j f o. が不主要である 。

出力 l

出力 2

出力 3

出力 4

出力 5

バ ターンを作るこ (2)  昼間、太陽の光エネルギーを屯気に代え、蓄

2  - 48チャ ンネ Jレ出力

とができる。 電池に蓄え、復問l発光ダイオードに供給する L の

(2) 出力数は、 2 で、電気代は不安である 。

- 48チャンネ/ レま

で可能。

(3) 1 ステーンヨ

ンの時間は、 0. 2

- 3. 0秒 の 可 変 調

整ができる 。

一 一→ 碕間

(3) バ ッテリーの容量は、太陽電池からのf起源供

給が10日IHI なくても発光可能である 。

(4) 太陽電池の表而はポリカーボネイト樹11旨によ

る二重構造保護をしているため、衝撃による破損

の心配がない。

(5) 点滅点灯、連続点灯と機種を選ぶことができ

る。

適の紫材であり、実施例も 2000{牛近くに上 ってい 3  0 調光動作RO M (6) 点減点灯の場合、点滅同期ケー 7

0

ルの配線工

事を行うことで点滅の同期を取ることができる 。
る。

「スレッド・ピカコン」の特長

川 商 発 光 高 輝 度 発光 ダイオード採用により、明

システム

( 1)  出力波形は、

ノ、ルス J皮形で与な 〈、

ホタル的j皮形で点

るく、あらゆる方向からの視認ができる 。 i成するもので、波

(2) 発光ダイオードをコンクリートまたは樹脂コ 形のパ ターンは、

ンクリートに組み込んで製作しているので、破損、 RO Mに書き込ま

盗難の心配がない。 れたデーターによ

(3) 面発光ダイオードを、合成樹脂により完全防 り任意のノぞターン

太陽電池システムの施工例 - 1本ごとに太陽電池製品を設置。連続点灯を採用

しているため、落ち着いた! 感じに仕上がっている。

70 也築と社会/ 1992年 8 月号

出力 l

出力 2

出力 3

1- 8チャンネ J レ出力

今後の予測

今後のシステムの動向としては、複雑な i/J1j街lシ

ステムを除いては、太陽電池システムの需要が増

大していくと予 iflll される 。

( たかき ひらし )  

株 式会 社 ヤ 7 ウ スレ ド 事業部 ｦｈ ｾｩ 次 長 Ｏ

大規模パソコンシステムの施工例ー出力数52チャン ネル、調光動作にて天の川

の感じを再現。
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第 7 回神戸 市 建 築 文 化 賞

lIi'l f1l 49年に全国に先駆けて発足し、はぽ 3 年に

一 度 実施 している神戸市建築文化社は、これまで

に46作品を顕彰している 。

今 同 は 、 平 成 5 年 に 行 わ れ る ア ー キ テ ク チ ュ

ア ・フェア K OB E のプレイベントとして行われ、

世良美術館一建築文化賞ー

';Ir {f J也 神戸市東i線区御影町御影' f : 峨ノ前1745- 2

.位計. ( T 瀬戸本淳建築研究家

地 L -ti 大仁ill ，没

受 'L'tJ 'llr l3 まちなみに溶け込んだ{ 憂しいたたずまいと、花

や本に fJll まれた t問いある外側計画が、 54! かな

雰問1 c1と了子{ 主! 撃を餓し出してL 、る

曝静曙雪界鞍I

l J 4 掛川

布引ハーブ園ー建築文化賞一

所 住 地 神 戸 市 中 央 区 葺 合 町 宇"I ，lm

設 計 者 神 戸 市 、 ini 辺設計

地 1こお -，Jf 木，也a泣

ｾＱ ＧｴｉＧ ｧ 巾 ヨーロ 戸、中1止の 111械を i卓氾! させる外観デザ

インが、六甲山の風景と湖相してL 、る

六甲アイラン ドイーストコート 5 番街ーすまいいえなみ賞一

所 α 地神戸市東滋区向洋町中 1 Ji ll 番

ぷ; 11 将 i主1I長岡I)' I : _ 建築設計事務，;fr

施 [ IJ一 成};IH.tt f没

受' [' tI' I¥111 変化のある1王倣配置、友情ft かな外鋭、リズム

感あふれる中経が一体となって、 12かな1上官Ii 刊

をh! i 成している

応 募 建 物216f牛(応 募 期 間 平 成 4 年 2 月 1 日- 20

日 Ｉ の中から、 Ｒ 回の ￬ｾｾＭ 委只会を重ねて、建築

文 化 賞 4 点、すまいいえなみ1U 点、建築再生11

1 点の受れが、この 6 灯に発表された。

選 考 委 貝 会 は 、 委 以 長 ・小 川 卓海( 事l'戸 市 助

役) 、委貝 ・朝 比 奈 千J E (千f楽 家) ，延 藤 安 弘 ( 熊

本大学教授) 氏ほか 13名

神戸商科大学一建築文化賞一

所 在 地 神 戸 市 西 区 学 問 問 町8ー1

設 計 者 兵 崎 県

地 :仁 行 竹中 ・ 青木 ・ 軒 ｪｾ 特別 ｊ v，大n.熊谷田関西建設特81J J  V前

本明相符81J J  ＱＧ Ｎ今津建設、辻竹建設、高階組、街 ｪｾ 組

受賞理由 むとのキャンバえのイメージを継承したデザイン

とともに、傾斜地を' 主かしたを問機成により、 n

然との協綱引劫‘ ったill 物群て'ある。

神戸ファッションマートー建築文化賞ー

所在地神戸市東; 灘区向洋町中 6 丁目 9 番

設 計 脅 昭 和 設 計

総 工 お 熊 谷 組 ・住友往s役共同企業体

受賞I ' ll llJ 101Mからなるダイ十ミ ソ7 なアトリウムが創造の

エネルギーをぶし世界にはばたくフア ソンヨン

都市 神戸の象徴となってt 喝。

ヴアー，ト" '

R OK K 0 23ー建築再生賞ー

所{ 主 I也 神戸市灘区新伝家南町 1- 2

設 H /，; 安 UI工務1円、処築工ij} P L US ONE、竹 中工

.fhr，ti  

施工行人船主ｉＡ［袋、寸Ｈ｟ ｛ ｾ之、竹 中 工務ｲ，有

受賞I ' ll lLI  近代洋風ill 築物の外観を生かし、歴史を! 惑じ

させる建物IIFとして 1耳' I : _ するとともに、広場や

噴水により、ゆとりの空間を t寅出している

主 ｉｾ ノ ｦ ブ、リ ック デザインフェア

NAGOYA' 92 

- 国際パブリ ックデザインコンペティション

課 題 『者11市の 中心的 ショ y ピングエ リア 内

に位世する公共広場及びストリートフ

アニチャーのテ' ザイン j

一 一 愛 知県の30万 人都市 ・岡 崎 市の 笑

際に利用されている公共広場の再整備

に向けて、市民に殺しまれる「広場及

びストリートファニチャーのあ り方と

デザイン J または 「スト リートファニ

チャー単体のデザイン」の徒案 を 求 め

るアイデアコンペ

応募資格 一切 問わず。 一人 2 収まで応募可

公 Jii 訪 日本語または英語

応4主要領 (1)応募 用紙 l 枚一規定用紙あ りー

(2)図 面 A 1判 (600x  840mm)  2枚 以 内

デザインコンセプト説明を含める

- 広場の提案は縮尺1 / 100の 平 面 計 画

図を含む。 「単体 J 縦突 は 表現 自 由

(3)完 成 F 想図 A  1 宇lJ 1 枚

※ 図面と完成予想図は 、原則としてノ マ

ネル ( 枠無し 5 mm厚スチレンボード ) 化

応必 JUJl H] 1992年 9 月 1 日( 刈- 9 月30 日(ボ)

干昨夜只 日本 1 名 、海外 2 名

賞 金 金112 点 各 150万円、銀1 ' 1・2 点 各30万

円、銅賞 4 点各10万円

応 募 先 国際ハプリッ7テ'ザインフェア NAGOY A

開催協議会事務局 ( 〒460 名 古 屋市 中

区栄 2 - 10- 19  T E L052- 231-2566)  

1m合先応募要項、) ，t: 募用紙の3fIボ、 そのほか

の問い合わせは 、上 記Ij' ;;r:r，局へ。

・世界の衡かどコンテスト

テ - ' 7  第一部「夜、の好きな衡かど」

ー一ーさまざまなストリートファ ニチャ

ーと周辺潔境が調和し、優れた景観 を

見せる国内 外の「世界の街かど」

第 二 部 「ステージ性あふれる街かどJ

一一最近形づくられたステージ性の感

じられる 「街 か ど j 。 設置者またはデザ

イナーの立場で 応募すること

応ｾＧ￟資総 一 切間 わず。個 人 ま た は グ ル ー プ

応 必 点 数 一 人 ( 1 ' 1 ループ) 3 点以内

選 定 )j 法 都 市 ・建 築 ・工業分野デザイナーによる。

応 募 )J 法 ・作品ー①写真+ ②応募用紙のセ ソト

① 写 真 キャビネサイズのカラー紙焼

第一部 l 枚

第 二 部 : 3 - 5枚。遠近、部分、方向

に変化をもたせたもの

②コメント Ｈ Ｑ ＰＰ 字 以内 Ｉ Ｍ ｌｌＺ ・ｾ｝Ｑｬｊ紙に記入 ー

第一帯11 i その街かどが好きな型由」

第 二 部 応 募 し た 作 品 ( 街 か ど) がも

つ「ステージ性j の 意味

Ｉ ，ｾ ゅよ締 切 1992年 9 FJ 18 日ω必苅

応器; ・nlJ 合 国際ハブリ γ クデザインフェア NAGOY AI#J

i雀協議会事務局 (T E L 052-231-2566)  
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日本建築協会

月間の動き

平 成 4 年 6 月 分

通 常 総 会

25 日 5 時20分 - 5 時半 絵 本 会 会 議 室

出席者 佐 野 、 金 多 正副会長 ほか17名

議事 (1)平成 3 年度事 業報告並 びに決算報告承認

の件

(2)平成 4 年度司王業計画並びに収支予算承認

の件

定 時 評 議 員 会

25 日 5 時 - 5 時20分 絵 本 会 会 議 室

出席者 鶴 岡 副 議 長 ほ か46名 (委任状共)

議 事 (1) 平成 3 年度事業報告承認の件

(2)平成 3 年度決算報告承認の件

(3 )理事補選の件

E里 事
4

2

 

第 3 固定例理事会

25 日 4 時 - 5  p寺 於 本 会 会 議 室

出席 者 佐 野 会 長 ほ か30名

議事 (1) 理事補選の件

(2)協質名義使用 の{牛

(3)入退会者* 認の件

(4) 報告司王rnその他

編 集 委 員 会

第 1 回計画系分科会

4 日 6時半 - 9時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 吉 村 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 平成 4 年度計ー画系分科会情成と幹事の選

出

(2)平成 4年 10月号計画特集の企画

第 3 回作品作風小委員会

4 日 611寺半- 811寺半 於本会会議室

出席 者 絵間百IJ委 只長ほか 9 名

議 事 川 作 品 の 掲 載 状 i5じ並びに掲載予定の報告

(2)作品の選定 (1新建築調査表」他)

(3)  IGallery J  掲 載予定

(4 )  IS KE T CH  BOOK J  作品情成

第 2 回合同分科会

8 日 611寺 - 911寺ニド 絵本会会議室

出席者 講料委只長ほか 7 名

議Zj'; 11月号予定合同分科会 「建築教育J (jlil {r; )  

特集案検討

第 3 回会員企画小委員会

9 日 6 時 半 - 9 11寺 絵本会会議室

出席 者 向 橋 副 委 只 長 ほ か 4 名

72 l.l¥築 と社会/ 1992年 8 11 ¥; 

議事 ( 1)シリー ズ ものの報告と 掲載予定 I  25 日 6 時 - 8 時半 於本会会議室

(2)新しい企画案について |  出席者 北島意図 (東畑) 、藤岡茂 ( 日建) 、日

第 3 固編集委員会 |  根来治 (安井) 、梶井幹事ほか 6 名

11 日 6 時 - 8 時 絵本会会議室 | 議事 (1) 1建築家のための設備知 識J の 単行本化

出席 者 溝神委員長 |  への提案

議事 ( 1)  6 月号 「住宅 ・都市整備公団関西支社J I  (2)平成 5 年 3 月号特集の企画

(仮称) 特集経過報告

(2)  7 月号「木構造を使 ってみませんか」特

集経過 報告

(3)  8 月号「最近の按治技術 (工 法) J  (仮 称)

特集経過報告

(4)  9 月号「住宅問題J .  1中国支部IJ ・「京都

支部」特集経過報 告

(5)10月号 「計画系J 特集経過報告

(6111月号「建築教育J (仮 称) 特集経過 報告

(7)12月号以降の特集予定、その他

(8)収支状況報告

「創設45周年記念中国支部」特集第 1 回編集幹事会

12日 6 時 - 91時 於広島県民文化 セン タ一会

議室

出席者 橋 本 秀 夫 、 森 畑 武 、 横悶昇三、

柴田修身、辻 誠 治 氏 各 支 部 役 員

議事 「創設 4 5 周年記念中国文書II J 特集の内容

検討

第 2 回計画系分科会一計画系ー

22 日 4 時 - 6 時45分 胎 本 会 会 議 室

li¥flt 者 吉村幹事ほか 4名。桑原宏明 (大阪大

学大学院生)

議事 10月号 「屋台」特集の企画

第 4 回権造分科会

22 日 6 時 - 8  p寺 於 本 会 会 議室

出席者 野 村 幹 事 ほ か 7 名

議事 ( 1)構造 特集のテー 7 検 討

(2)  1構造の頁j の企画

(3)  1木構造を使 ってみませんか」特集経過

報告

第 3 回広告企画小委員会

23 日 411寺- 611寺 必 木 会 会 議 室

出席者 j務事t委員長ほか 6 名

議事 (1) 6 月号 「街創 1) 、!3: まい自IJ 1)  J 特集広告

途 中経過報告

(2)  7 月号 「木構造を使 ってみませんかJ 特

集広告途中経過報告

(3)  8 月号 「最近の接新技術 (工 法) J 特集広

告途中経過報 告

(4)  9 月号「ハウジ ング のメイ ンストリーム

を採 る」・「中国文部」特集広告途中経過

報 告

(5)10月号 「計函系J (仮称) 特集広告途 中経

過報告

(6)1 1月号 「建築教育J (仮林) 特集広告途中

経過報告

(7)独自特集企画、その他

(8)収支状況報告

「創設45周年記念京都支部」特集第 1 回編集幹事会

24 日 4 時 - 6 時 貯京都文部会議室

出席者 井手正巳、判l谷 治 、 山口 明氏正直IJ

支 部 長 安井洋太郎監事

議If. . 1創 設45周年記念京都支苦II J 特集の内容検討

第 3 回設備分科会

事 業 委 員 会

第 3 回若い会員の集 い小委員会

2 日 6 時半 - 9 時15分 拾 本 会 会 議 室

出席者 杉 本 副 委 員 長ほか 4 名

議 事 ( 1)事業委貝会の報告

(2)今後の予定について

(3)その他の企画について

(4)山本勝彦委員の時間

第 1 回広報第 2 分科会

3 日 61時半 - 9 時 絵 本会会議室

出席者 川村、酒井、門川各幹事ほか 2 名

議 事 今 後 の 企画に ついて

第 1 回支部交流見学分科会

10 日 6 時 - 8 時 於本会会議室

出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か I 名

議-If.. 三重県及び東海支部交流見学会について

海外研修旅行鋭明会

10 日 7 時 - 10時 於 本 会 会 議 室

出席者 米井主査はか 17人

7細工 (1)旅行 内容の説明、質問会

(2)スライド利用見学先説明

第 1 回神戸ハーパ ランド見学分科会

23 日 611寺- 8 時 半 絵 本 会 会 議 室

出席 者 南 副 委 員 長 ほ か 2 名

議 事 神 戸 ハ ー パ ランド見学会の内容企画

第 4 回音楽 と建築分科会

29 日 6 時半 - 8 時20分 於 本 会 会 議室

出席者 杉本主主主ほか 4 名

議事 「千f楽と建築ー森の ホール ・バロ ックコ ン

サート 」につい て

教 育 委 員 会

第 1 回講習会小委員会

3 日 6 時 - 7 時 於 本 会 会 議 室

出席者 金 回副委員長ほか10名

殺事 (1) 建築工事実務講習会大阪開催につい て

(2)建築工事実務講習会地方開催について

建 材 委 員 会

第 2 回委員会

17 日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議室

出席 者 和 田 委 只 長 ほ か 11名

材料説明 簡易自動消火装置 ( ケスジャン)

担当 ー松本委員

議事 ( 1)平成 4 年度建材委員交代

(2)今後の検討建材

(3)今後の 「新建材紹介コーナー」掲載 F定

出 版 委 員 会

第 3 回委員会

22 日 5 11寺- 6 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 IIIIJ I副委員長ほか 3 名



議事 (1) <フ。ロのノウハウ > と特装本の経過報告

(2)今後のテー? と執筆者選定について

(3) プロのノウハウ講座シリーズについて

「プロのノウハウ」講座シリーズ( 第 7 回)

- 1当然環境を見つめた「木つ' く りの常識非' 市議J -

24 日 6 時半 - 8 時 半 於 日 本 建 築 協 会 - ラウ

、、，

/ ン

講 師 上 村 武 (例日本住宅 ・木材技術センタ

一顧問)

参加者 25名

見 学

-o.. 

A  

千里ライフサイエンスセンタ一見学会

25 日 2 時ー 4 時半

参 加 者 吉 本 立 介 ほ か73名

・建築概要

所在地 12中市新千里東町 1- 4 - 2

設 計 来 知l建築事務所

施 工 大 林 ・清水 ・銭高 ] V

建 築 ク ラ ブ

第242回朝食会

9 日 8 時 - 9 時 半 於 大 阪 グランドホテル

j鼠抱一 「連珠 (五 日並べ) の世界j

講師 j謬井 敏郎氏 (朝日ウ ッ ドテ ック( 的取締

役広報室長)

参加 者 57名

6 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 1社〕

側 K A MI 建築設計事務所

〔個人会貝 14名〕

有{言小設紋計川子区得 岩本健貞IJI貧
上 垣 泰 久

IK A MI撞 鎮 所) (蝿 Jrr l l さんてe ん)

CA垂F重井柑軍制俊111十郎事柄 付量 村 ｉＧｉｾ 重 Ｍ理ｉｴｾ 噴保 出博 則 曹雨時

森

( n 控股栄計)示

山(神田鋼興蹴拙E12)2  
岩永(晴 秀 夫

福 井 繁 雄

池組} {晴池

松本(靖 隆
{横晴池手組名占正鼠正利由1 {音福It-<l永畢位計事円暗所池組)

(安満井往園築設計辰事雄暗所) (安所!t-u祭政針千'"夏!IJ 所}

( i佐会員 3 名〕

{修坂成上控&奈専緒門学美院 l {修日血高担股禅知門学子院) (修元成井担4真2専由門学美校 }

|I NF ORMAT I ON 

平成 5 年度博士後期課程

学生募集

京都工芸繊維大学大学院では、平成 5 年度の大

学院工芸科学研究科博士後期課程学生の募集を行

っている 。

- 募集人貝

機能科学専攻 10名

材料科学専攻 8 名

情報 ・生産科学専攻 8 名

※ 募集人員 の中に、社会人特別選抜若干名含む。

Ｍ 出｛ｾＮＡ￮資絡

修士の学位をも っている人及び平成 5 年 3 月ま

でに修士の学伎を取得する見込みの人。

・出願期1M]

平成 4年 9 月14 日( 月) から平成 4 年 9 月21日( 月) ま

で。※ 土 ・日は除〈 。 郵送の場合は、 21日消印

有効。

・出願手紙など連絡先

干606 京都市左京区松ケ崎橋上IHT

京都工芸芸繊維大学庶務課大学院係

T E L  075- 791-3211 

平成 4 年度 「住宅月間」

の実施について

建設省では、平成元年度から、国民に住宅、住

環境、住まい方について広〈考える機会を提供し、

住意識の向上、ゆとりある住生活の実現に資する

ことを目的として、毎年10月に「住宅月 fJJ I j を実

施している 。今年も、園、地方公共団体及び関係

諸国体では、住宅関係功労者の表彰、講演会、イ

ベント、コンク ール等の実施、童話絵本の発行、

住宅教室の開催などを行い、「住宅月 rBJ J を国民に

P Rする 。

由 主 主主苅 ｾ｀ＱｾＱＮｕｉｉｾ 宵古書
窃咽

好評発売中

現代建築技術のディテール

一 現 代 建 築 構 法 の 潮 流 -

建纂接術 1 9 9 2年6 月 号 増 刊

1980年 代の潮流となった建築構法の役割、あり方を採る

建築デサ. インの多織化という

激しい流れの中で.

建築相， ｾ 査は ｅ の績な変遷を 経て 、

舎後は E う変わ って い 〈のか

デザ インを支え. 主流 とな る

t司法は果たして伺かを

追求・解析します 。

序. 生き 残 る建 築 権 法

l . 建 築 デ ザインと権 法

2. 建築持憲法の潮流

3. 19凹 年 代 の

備 法 の デ ィ テー ル

4. 建 築 年 表 ・ 設 計 資 料

滋建築妓術通巻500号総目録付

内 田 祥 哉 監 修

+ A 4判 ・2 12頁

. 定価 3.800円( 税込)

脳幽誼墨田

Ｘｾ Ｒ えシ ド

ヲ切タス

技術vl 勉強“

、、 7vl/，母1: ゎ楽 t (  ''- J  

ユニ - Y V工夫 f i足付 r:

幅広、，鋭，;1，." ，う

ブーで，: 0'( 1: 

基雄知識 f 解説す j

;定カ j 事成.1座

跡

田

山

側

諸

官

霊

山

一

問
中

伸

架

側

一

揖

題

瑚

川1 ます愚初に知ってもらいたいこと

2. 地盤( 土) ーその性質を決める成長の過程

3 地盤性状ーどのように知ることができる のか

4 直媛基礎ーl立媛よい地帯tにど っしりと座る

5 抗基礎一地'1' に)Jiを f'l' ばしてしっかりl l ! っ

B 襖切り・山留め一基縫のための織る伎術

7. 地盤改良一軟弱地盤の体質改善

建築技術息

地下防水の

防水の設計と施工| 決

め

地上の防水工事に出べて施工が困

難で漏水補修も難 しい地下防水。今

回は、地下防水の設計・施工両面に

焦点をあてて、漏水事故発生防止の

ためのチェックポイントを実務に即

してわかりやすく解説します。

[ 連載]

現代建築紀行 自然稚叙国

・ウォーターフロント開発を探る@

・僑造計算の実務⑤

~知っておきたい積拠と常識~

側建築技術販売直通@03(5371) 3811 

干151 東京都渋谷区幡ケ谷1-1-2 福西ピル

73 



空 気 詞 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施工

φ 2 5朝日Z 葉 稔

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1 - 25- 7  電話( 3434 )6J 7J ( 大代 )

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1- 58- 59 電話 ( 302)2271(代 )

支 1前 北 海 道 ・東 北 ・ 名 古 屋 中 関 ) L 州

常業所釧日明 ・ 函館 ・ 峨 ｼ 向 ・ 櫛 ｩｊ ｾ .  ，'111 問 ・京 都 ・担l' 1; 

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

e > > ヲイヲ: . ，械式会社

本盾・大垣本社 干 ＶＵＰ 大阪 ， ｬｩｬ 埼 ｲ Ｚｻｩ ｬ ド堀 ｉｲｲｬ Ｙ ｲｲ ＲＵ ｾ［ Ｇ 屯，;/; (06)4'" 8231  

東 京 本 社 〒 102 JR JiUffi T 代 1111":-' :11見2111 15排 10.¥; - i1I ，j!i(03):J 26J 山 川

支 社 名山h' . .  ｾ， ｜ｉ［Ｇｉ＠

主 庖 札 附 仙 f ; .  ｬｬｩ ｩ ｌｊ 大川「且楠 組合ｾ Ｇ ｻ .  ，; 目布11 伊jlJ i 人 用 附 山

ｊ ｾ Ｇ［Ｎ｜＠ .  ｾ，可松 f阪本

営 難 所 冊μ; .  ｆ Ｉ Ｚ ｩ ｾ ￎｉ＠ .  f'f ｴＮｩＮ秋川悦附Ｎ，川崎 ｬ 長 野神間ｾｾＧ 111  .  11'  .  '/ 司山

ｾ ，｜ ｉｉＧＭ .  ;f>山 松山 山 知 It 九州 ー胤児品ー 郎 副

出 張 所 地川 制 品 川 崎 松 H 佳 品 ド|町 長 崎 大 分 山 崎

海 丹 宝 庫 ノ ノ ガ ポー ル ホノコ 〆

筏 簡 研 究 所 干35.1 t令 LV，! 入11111111一二 九町 大 f 北 水 11.390器地 '.II "f. (0492)SR 1511 

空気調和|設備 / ' X ' ¥ PE ｾ＠ 設 備

t  設 備 1 /冨¥1  /j< 処 理 施 Ei2

Ｇ ， ｾ ｬｩ 気技 術 マー- - v 環 境 施 J2

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

大 阪 支 府 長

"  ー ー

1'1 谷 川 一

三 間 村 宏子也

大阪支底 大ｼ坂 ､ ￭ 中央医 ｾｴ ｩ ｊￕ ， Ｒ Ｍ Ｒ Ｍ Ｒ Ｑ "丘ぷ06(202 )3071 ( 代ぷ )

本 底 点京都千代凹 l互イJ 楽町11-4- 1 ';立話03(3502)6111( 大イ¥)

支 I吉 tll' ] 民 ・h 州 ・北海道 小1"1 京北北| 姥 . II Ll I  "1  

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

⑪ 三 建 設 備 工 業 株 案 審 社

大 阪 支 j吉 大 阪 市 北 lメキl 村正問 r 3 吊: 5  ｾ［Ｍ ，'I U，f; (352)  1  1  3  1  I(¥:) 

本 社 ! 反応自i11'I' 央 |メー 11 本陥蝋 ml llr 2  - 22 電 話 ( 3667 ) 3431( 大 代 )

支 社 :y， ，'.. Ji .  f111 fi 札 似 . lム 仏 偏 | 品I .  ｾｊｴ ［ 尺 ｴｬｲ ｩ ｾｊ＠ .  I誌はl

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。 --
司-

晃 空 調
樟式会社

本 社大匝市中央区域見2丁目 l番61号ツイン2IM(OJ> ワ 屯話 06- 949ー1371

東京本応 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ビ ル 電 話03- 3344 - 1911

大 阪 本 町 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 番 18号 電 話 06 - 363 - 1371

支 的 仙 台 横 浜 ・名古屋 ・神戸 ・広仏 ・悩岡

営 業 所 札 帆 ・京 都 松 江

出 強 所i ' f森 ・秋閉 盛 岡 大 宮 ・千楽 ・川崎 ・白山 ・筒J1 ・制l駄 111 '  

[げ1 ・岡山 ・高松 ・下臥j . 熊本 鹿児島 t中縄

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

ー・9 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

守 株 式 会 社 精 研

- }  十1. k 阪市中央区 lt 腿ar 2  111 11番16号オートセン 7ービル1 2陪

自 Ｚ Ｈ史書 ｾｾ［ ＭＵ Ｔ Ｒ '，[e，治 大11'，( (06 )  768- 5  0  :l 1  Ii: ;'、

メノテナノヌL郎 '，!L.1i; )( 1¥¥λ  ( 0 6 )  7 6 8 ー 1  6 5  1  Ii: K  

束}江主 l山 東京郡文京区小石川 l 丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ピル 7階

郵便番号 112 '，r，:，話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代表

74 

商昂は空気ですo V  r-
掴 個 熱と空気の工ンジ二戸 一 一

〉ー〈J 5君主
・宮

空 気 調 1 ' 11

給 排 水 衛 生

。搬送機設備

投百 | 施 工

人に優 しい環境づくり

第一工業揃式怠祉

大 阪 支 盾 干 530 大 阪 市 北 区 凶 反対!. i 3  T  U  6 孫 1 4  J ，j-

，冠0必ιIl，ぷ1

本 社 干 10∞o )点，R;点;(叩行州都|目q- 代 l田到区 J九Lの |内勾 3 一1了r 1l 3 -11醤t 1 号

'，Il，j;f; 0  3  - 3  2  1  1  - 8  5  1  1  ( 代 表 )

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約j苫

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社

大阪市北区西天満 5 - 11- 12 'i!L 06- 313ー1846

大阪営難所

枚方営難所 枚万市中毒E FJ ] 東町 9 - 3  ';tl. 0720- 49- 2J28 

給 ・ 排 水 ・衛 生 ・消火・ 空 調 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 庖 ・営 業 所 福岡 ・京 都 ・天 理 ・川 西 ・ 神 戸

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本社及京都支庖 点目11 di Ｑ 何医西 九条 ｬ ＮＡＡＮｾ UI 町 2 0 岳 地 の I

'，li ，;品( 681 ) 5  1  0  1  - 5 ・4主IHJ ¥'/111( 691)  1045  

大 阪 支 庖 大阪市北区 天満1- 5- 20 '，r，:，;，fi  (06 )352- 3501({ り

三 重 支 庖 ilt di 栄 町 2 ー 1 1  1  'i[e，¥，f;( 0592)26- 361関口

四日市営業所 川 11 di  di Illj 末 μ; Wj  ι ¥，1;( 0593 )53 - 7431( 1り

滋 賀 営 業 所 大川 di'l' 央 2 丁目 4- 28 "正，; ，f; ( 0775 )22 - 9738仰

大規模空間( 天井金属パネル〕に v  

地E求を入れることはできませんが，. - 、. ，. .  . .  I  

地球規模の夢を入れることはできます 司- ・ 司 ‘ 司 圃 ， 司 圃 ， 司 回 ，

スペースク リエイター

内 外装 創 作パ ル・システム天 井 ・閣仕切
〈 円 四 出町 本 社

大阪市北区西天渚5丁目 3番7号 〒530

東京 ・九州・検浜・名古屋仙台 ・宮崎

問 主11 オクジュー
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電 気 工 事 設 計 施 工

-
-
-

I . J  

，四司E 言I織裏金量t

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 5 階)

ilI 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代 )

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 稿 来 場 町 2 丁目 1 7 番 3 号

屯 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8  (代 )

営 業 所 堺 ・ 泉 州 ・ 炭 南 ・ 滋 i-'i 

電気設備・計装解l御段備・空開設備・クリーンルー ム設備・プラン ト段備

給排水衛生役備・エネルギー集中監視システム 段計施工

ゐ 三宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

事 在育担大飯制限豆荻盟Eート配堂ピlレ) TEL 国(3倒)1471.FAX 缶(3倒)5533

東京豆担 朝 団東京都車区廟植12-16( 二ユ一新蝿ピル，) TELIll(お側)0131. FAX 1ll (5似)0168

名古里宣活干462 苫芭置矧怪童耳目-12-14 TELO包( 矧)5131.FAXQ52(914)7日5

神戸支后 干657 神戸市置18: ' ! 置僧町1-2-9(工ピスピル) TELO珂( 側)5571・FAX078(871)6団1

理研究所有田大阪府堺市三宝町七T3田 TEL0n2(2月側8・FAX0n2(2n1ω

特殊壁装材製造販売 和室 に最適

回一!::: 17)(株)副 O: J : J ! J C:

工場 干580 大阪府松原市三宅中8丁目 l 番9号

営 業 種 目

- 防 水 工 事 主主布 |切水 ・シー ト防水 ・モルタ/ レ l坊水

・樹 脂j主入 接 着 工 法 各種樹) j 旨注入核活字ili 修 工 事

・亀 裂 補 修 工 事 各 組 樹 脂 注 入 ・ 充 嘆 コ ー キ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 シ リコ ン ・チ オコーノレ ・ウレタン ・ア ク リ ル

・吹 付 工 事 アク リル ・リシン . 1単位タイ J レ・そ の 他

く〉建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 - 53 ) 第 51225号

く〉 日本シーリ ング工 事 業協 会 4 員

大阪市北区末広田T3  - 21 

!It布1)血珂; l J ，IIIIT ピノレ201S  

TEL 06( 315)  0 7  0  1  

( 株) 特殊技研

⑧議議油画稜式会組

代表取締役社長 依 藤 孝 行

〒534 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号 T E L ( 06)351- 5428附

F A X( 06)351- 5299 

@ 醤 暖 房m

da: .. ・......

⑪勺二fLLJLifJ也区Ｈ江ｾＩ日 Ｊ￬ ｴ［ ｾｉｾ ，Ｊｾｾき社

ーーーーー・・ Ｔ 司，ｾ， ｵｾＮＮＮ

人と都市の快適な環境をつくります

官・祖! ! I!t lす・施工・監理

・電気段備

費 宜電 ・幹雄

動力制田甚置

電信、融送、インターホン

防犯. 防虫

中央監視制圃

システ .1. 1十甚

- 空欄 ・給排水 ・衛生設備

空買調和

工喝配菅

水処理

コージェネレ ーション

クリー μ ルーム

・プラント

プラン ト肘轟

システム エンジニアリング

- 情報通信段備

情報通情ネ y トワー ク

憎岨盤理

通情ンステム

滋進γ ステム

・電力流通役備

畳宜電

架空送配電

地中道 配 電

a ・' "必れる 7) 1イj " lJ ; ' l f- ー

ＮＮ ｾ 一一一 一ｾミ 里 ｾｊ［

φ 住友電設株式会社 2522Z12間 関 空212j21321T

電 気 印 ⑤ 設 吋 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385)136l( 代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)136l(代) 京都営業所 TEL 京都075(311 )1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0665 福岡出張所 TEL 福岡ω2( 771 ) 6 1 6 8

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

支社長 馬 田 栄

大阪市中央区高関紙 4 丁目 3番 7号 電 話 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿・神奈川 ・東関東・中部・九州

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ur e.  

株 式 会 事 主 王 ヌ 王 ム ピ . 一

線 式 会 事 主 婦 リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支底 。大阪市中央区北浜3-2-23(信量ピル)

Master Bui1c相 s Technologies T  E  L06-202-3294 

。ｾ -"1- ) V長r 横代の断熱用シ~人

1あふシ・ 司 令

目n，，'，イナ11ーシートP
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術て相 暗 した，二重 構造の断熱兼用二重防水シートです。

自主電線株式曾社 割 問刊 ｉｕ ｩＮＨ｝Ｉｦｴｬ Ｒｔ 目 ＱＮ Ｒ ｾ Ｈ 干 代 田ピル Ｉ

75 
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テトカッパー防水
|カ y パー防水帯 ー } ー タ イ ト オ ク 叫 柑 I

資料をご町家下さい。

新しし、時代の、新しい扉をひらきたい。

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式

β 、

Z 三 社

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸7 7 トクピル5階)

電話 神戸 (331) 0881 - 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ビ ル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石田T4 丁目 (電話811-3610)

奥 楓Z 吉山化工業一

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ビル TEL03( 357 1) 2703f仰 F AX ω (3571 )0264 

大阻事務所 TEL06(391 ) 1081 - 1同X 06(39S)1109 名古屋出彊所 TELOS1(811 )3660

情操宮'提訴TEL04S (310)4831 同 X04S(310)476S 嘩 木 出 張 所 TEL0461(11 )  1  761 FAX0461(13)  1341 

崎王宮集所 TEL048(774)  18時 五 滅 出 彊 所 TEL0191(18)  08 78 FAX0191 (18)  1614 

ー『・「ー

---

Ｍ・・ｾ ..， 可_.. 

.... 

--
Shutter 

本 キ土 干 540 大 阪 市 中 央 区 常 盤 町 1 - 3 - 8 ( 日 本 生 命 谷 町 ピ ル )

T E L  ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 571 (1-t)  
東洋シャッター株式会社

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/ 大意/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

日本電植椋式会祉

〒53日大阪市北区天満1-7-23

T Eし06(857) 1  803附 F AX. 06( 357) 4850

大阪市西区西本町! の 13の33

T E L. 06- 532- 0  4  6 1  ( 代ぷ)

FA X.06- 535- 5  18 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

あ 干:

勺 I 叩

? ニ奇フ
パ も一 市 ア

Ij ， "  ;R! f t  .") 

似二一 i量 ウ

γ 1iJ ， 区 ス

事証 書五五

の 唱布、 主 六 六

{lj 式言77

・山 之〉 二七七

1;> 7-三 番 四 四

社 三 五

E  号 六 回



Tl I J I シヲ Jl 歩9J l
特 許 ・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

エ

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ー ( ETC- F)

責 任 施豊 富色 彩長 尺 物

ロ

ロロ

i皮板規 絡 S 小 i皮 . s大j皮 ・Vi 皮 ・ポ y クス j皮 . wジャンポi庄・V デ y キ

SV ジャンポI皮 ・ボル トレスルーフ BL . :nの他

平板・渡板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置〔モニター ・ベ ンチ レーター・ムーパーエキゾスター (強制) )  

ボーロイド( 断熱材 ) D. G.K ※ カタログをこ:31'1求下さい。

干 660 尼崎 oI ill ! {f ll l柄泊リ 3 - 26 屯 治 大 阪 ( 06) 412- 5131(fり

大 11反・九州・ 私自li J，{ ・J1:;" f. b . 東条 ・ul: ;路

干 335 厳 oI i 1単 越 5 r  11  6  llI' 32 ..; .  ; u : 治献 ( 0484) 42- 3115附

Jl CI じ・J..I tJ;( ・l則点 ・熊 谷

轡 市I J I !J 9J l J 9J l 製 造 絡 式 錨

半 世 紀 の 実 績 が 誇 る

技術史ヨワターヴヲL : /

途用

エターノコア - F大和郡山市九条スポーツセンター屋根

デンカC S Aファミリー製品

- T二. . OCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二..0弓X ヨニ. . (ク ラウト用無収納材 ) 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二 ＮＮＰ 守 Ｓ ーテ ｉＮｊ ｲｊｾ Ｈ基本一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・安ニ. . nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・子二 ＮＮｮｉｊｏｏｏ Ｈ 製品 用 超高度 ＿ Ｑｾ 和材 Ｉ コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

社

A

Q

玄式株業産

同 士 唱

フIて浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖 T EL 本社 ・;;( fiII ・k:1叫11' ( 0  7  7  2  7 )  2  - 2  2  2  0  

tf{li) ( 0 7 7 3 )  7 6 - 0 1 3 3  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 社

TE L  大|以 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄式株業産浦

T EL  kl Vi  ( 0 6 )  3 3 2  - 6 8 6  1  

TEL 点点 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

東 郷 化 成 株 式 会

T E L 滋 fI ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式株産キ勿洋光 社

2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  T E L 大 IW
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変貌を続ける都市。その景観にシャープな輝きをお届けしています。

営業品目

各種建築用板硝子、鏡、合成樹脂製品、特殊硝子、

G R C 、 アルミサ ッシ、結晶化ガラ ス、他付随工 事

キムラ硝子建材株式会社区 ・ 『

園、

電3古 06(941)418H刊干540 大阪市中央区内平野町3丁 目2番11号

， 株式会社円嵩社

材 土・ 〒 11日東京都台東区上野5- 2- 2 TEL03( 3836) 7291 

関西支広・ 干530 大阪市北区中崎西2-4-12梅田センタ ービル T EL06( 373) 718 1
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- 業務内容

商業括支( 再開発、ショッピングセンタ 一、百貨庖、量販庄、帝官、飲釦吉)

イベン ト括責( 博覧会、見本市、展示会、催事)

文化・教育括責( j . 桝拘館・美術館、資料館、科学館)

業務用施設( オフィス 、ショ ルーム)

レジャ ー・ スポーツ括支噛園地、テーマパーク、各種スポーツ福生)

その他( 商品、ウイン ドディスプレイ、POP，AV)

などの調査・企画コンサルティング・デザイン i 宣言十・施工


